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l この報告書は，一般国道5号函館新道道路改良工事に伴って，昭和62年度に財団法人

北海道埋蔵文化財センターカゴ実施した桔梗2遺跡の埋蔵文化財発掘調査に関するもので

ある。

2 本書の作成は，調査部調査第1課で行ったカゴ，編集は佐川俊一，石川朗，長沼孝が担

当した。各章の執筆は以下のとおり分担し，それぞれ章または節の末尾に文責を記した。

I長沼孝，佐川俊一，石川朗， Ⅱ花岡正光，石川朗， Ⅲ佐川俊一，前田正憲，石川朗，

V長沼孝，佐川俊一，石川朗

3 第Ⅳ章の分析， 同定の結果については次の方力罰たに執筆を依頼した。

Ⅳ－1山田治（京都産業大学)，Ⅳ－3三野紀雄（北海道開拓記念館）

なお，Ⅳ－2は花岡正光が分析，執筆した。

4 現地の写真撮影は，調査員で分担したが，遺物撮影は伊野正之力罰行った。 また土器の

展開写真は小川忠博氏に依頼した。

5 遺構図は，調査員が作成したものを石川が整理し，篠崎淑子がトレースした。

6 遺物の実測・ トレースは佐川，石川，舟口直子，大場奈緒美，新庄素子，久末真紀子，

三崎かおる，河口ひとみ力罰行った。

7石器石材の肉眼的鑑定は，花岡正光がおもに行った。

8 遺構などの表記は以下の記号を用いた。

KH:住居跡KP:土擴（フラスコ状ピット，円形・楕円形ピット, Tピット）

KF:焼土KSb:石器ブロック(Kは桔梗2遺跡の意味で,石川1遺跡と区別する目

的で付した）

9 遺構，遺物の図は，基本的に以下の縮尺に統一してあるが，分布図， 出土状況図など

は任意の縮尺である。

住居跡，土擴，焼土: 1/40,一部については1/20, 1/60, 旧石器分布図など: 1/80

土器実測図: 1/4土器拓影・礫石器: 1/3剥片石器・土製品・石製品: 1/2銭貨：

1/1

10遺構図中の方位は平面直角座標の北， レベルは標高（単位m) を示す。

11遺物分布図では以下の記号を使用した。

縄文時代住居跡 覆土出土○：土器△：剥片石器□：剥片▽：礫石器

◇：礫☆：土・石製品

床面出土●：土器▲：剥片石器■：剥片▼：礫石器

◆：礫★：土・石製品

旧石器分布図，接合図 ○：ナイフ様石器□：ナイフ様剥片△：石核

◆：彫器▼：石刃●：剥片

12 旧石器について剥離順番を示した場合，矢印（→）は加筆の方向を，三角マーク(し）

はバルブの位置を示している。ただし，バルブがない場合は－し－ヶ，しのように白ぬ

きの三角マークで示した。



13遺構の規模を記載している場合は，以下の内容である。

確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面からの最大深

（単位m)

14土層の説明は，土壌の混入量を大きく四段階に分け， 「多量」 「を含む」 「少量」 「微量」

の四種類の表現にした。従って， 「を含む｣の場合は基調となる土壌と同程度の量の混入

を意味する。

15岩石名は以下の略号で表現した。

Aga"Sh. :めのう質頁岩And. :安山岩Bl-Mud. ：黒色泥岩Che. :チャート

Diab. :輝緑岩Diat. :珪藻岩Gr-Mud. :緑色泥岩Mud. :泥岩

Obs. :黒曜石Qua. :珪岩Sa. :砂岩Sch. :片岩Ser. :蛇紋岩Sh. :頁岩

16調査にあたっては下記の機関および人びとの指導ならびに協力を得た（順不同，敬称

略）

文化庁， 国立歴史民俗博物館，奈良国立文化財研究所，太地町立くじらの博物館，大和

市教育委員会，相武考古学研究所，北海道教育委員会，北海道開拓記念館，函館市教育

委員会，市立函館博物館，七飯町教育委員会株式会社工藤組，株式会社加藤組

河原純之，岡村道雄，春成秀爾，西本豊弘，設楽博己，大塚和義佐原真，松沢亜生，

宮本長二郎，松井章，大貫静夫，吉崎昌一，林謙作，横山英介，仲谷一宏，大島直行，

木村英明，鶴丸俊明，加藤晋平， 山田昌弘，金子浩昌，小林達雄，谷口康浩，織笠明，

渡辺誠，小島俊彰，松藤和人，水野正好，稲田孝司，鈴木忠司， 中田節子，粕谷俊雄，

雑賀毅，本間元樹，相田薫滝沢亮，小池聡，安孫子昭二，舘野孝，宮崎博，新井真博，

小島正裕，橋口美子，小川忠博，富樫泰時，大野憲司，三宅徹也，野村崇，平川善祥，

三野紀雄， 山田悟郎， 出利葉浩二，千代肇，長谷部一弘，柴田幸生， 田原良信，鈴木正

語，石本省三，小笠原忠久，落合治彦，高橋豊彦，久保泰，松崎水穂，斉藤邦典，藤島

一巳，藤田登，三浦孝一，柴田信一，寺崎康史，上野秀一，羽賀憲二，高橋正勝，大野

亨，杉浦重信，佐藤訓敏，北沢実，松下亘，萩中美枝，吉田彰， 川井藤五郎
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図版目次
図版1 遺跡の遠景・近景

1 遺跡遠景（北東から）

2 遺跡近景（北から，手前は石川1

3 遺跡近景（東から）

図版2 北部及び沢部の調査

l 北部の調査（北から，左KH-5

2 北部及び沢部の調査（南東から）

図版3 沢部及び南部の調査

l 沢部の包含層調査（北から）

2 南部の遺構調査（北から）

図版4 住居跡･KH-1, 2

1 KH-1全景（東から）

2 KH-2全景（東から）

図版5 住居跡・KH-4

1 KH-4全景（南西から）

2 KH-4全景（北から）

図版6 住居跡･KH-3

1 KH-3調査（北西から）

2 KH 3遺物（南から）

3 KH-3調査（北から）

図版7 住居跡･KH-3

1 KH-3遺物（南から）

2 KH-3全景（北から）

図版8 住居跡･KH-5, 6

1 KH-5, 6調査（北西から）

2 KH5, 6土層断面（南東から）

3 KH-5遺物（束から）

4 KH-6遺物（南から）

5 KH-6遺物（北から）

6 KH-5炭化材（西から）

図版9 住居跡･KH-3, 4, 5, 6

1 KH-5, 6全景（北から）

2 KH-3, 4, 5, 6全景（南西

図版10住居跡・KH 7, 9

1 KH 7全景（北から）

2 KH-9全景（北東から，左上K

1

(南西

左上K

図版11住居跡・KH-8

1 KH-8調査（北から）

2 KH-8全景（北から）

3 KH-8全景（南から）

図版12住居跡・KH-10, 11

1 KH 10全景（北西から）

2 KH-11調査（南西から）

図版13住居跡･KH-11

1 KH-11炭化材（東から）

2 KH-11全景（南から）

図版14住居跡･KH-12

1 KH-12遺物（西から）

2 KH-12全景（東から）

図版15住居跡･KH-13, 15

1 KH-13全景（東から）

2 KH-15全景（北東から）

図版16住居跡･KH-14

1 KH-14遺物（北から）

2 KH 14遺物（北東から，手前左は動物形土製品）

図版17住居跡・KH-14

1 KH-14炭化材（南西から）

2 KH-14全景（北から）

図版18住居跡･KH-16

l KH-16遺物（北東から）

2 KH-16土層断面（南西から）

3 KH-16炭化材調査（北から）

4 KH-16貼床（南から）

図版19住居跡・KH-16

1 KH-16炭化材（南東から）

2 KH-16全景（北西から）

図版20住居跡･KH-17, 18

l KH-17全景（南から）

2 KH-18全景（東から）

図版21住居跡･KH-19

1 KH-19遺物（南東から，右上KH 16)

2 KH 19遺物（西から）

遺跡）

6）

から）

P-62)



5 KF-2遺物．土層断面（南から）

図版30遺物集中区

1 遺物集中区全景（南から）

2 遺物集中区（北西から）

図版31遺物集中区

1 遺物集中区（北から）

2 遺物集中区土層断面と遺物（南西から）

3 遺物集中区土層断面と遺物（南西から）

3 KH 19遺物（南東から）

図版22住居跡･KH-19

1 KH-19遺物（南東から）

2 KH-19遺物（西から）

3 KH-19遺物（西から）

4 KH-19遺物（西から，左上土偶）

5 KH-19遺物（南東から）

6 KH-19石組炉（南東から）

図版23住居跡･KH-19

l KH-19遺物（東から）

2 KH-19床面の遺物（北西から）

3 KH-19全景（北から，右上KH 18)

図版24 フラスコ状ピット

1 フラスコ状ピット確認（北から， 中段の黒い円形の
1~っ、

しクラ･ノ

2 KP-63全景（西から）

図版25 フラスコ状ピット

1 KP-66土層断面（西から）

2 KP-66全景（西から）

3 KP-73土層断面（南から）

4 KP-73全景（東から）

5 KP-75土層断面（南から）

6 KP-75全景（南から）

図版26 円形・楕円形ピット

1 KP-4全景（北東から）

2 KP－13, 14全景（西から）

3 KP-15全景（東から）

4 KP-18全景（北西から）

5 KP-19全景（北西から）

6 KP-29全景（北から）

図版27 円形・楕円形ピット

1 KP-33全景（東から）

2 KP-34全景（北西から）

3 KP-60全景（西から）

4 KP-62全景（南から，上KH-9)

5 KP-64全景（左側，南から）

6 KP-92全景（北から）

図版28 Tピット

1 Tピットの列（北から）

2 KP-47全景（束から）

3 KP-48全景（東から）

4 KP－51土層断面（東から）

5 KP 53全景（南東から）

図版29 Tピット, KP 82,焼土

1 KP-59全景（東から）

2 KP－87, 88全景（南東から，左KP-87)

3 KP-82全景（東から）

4 KF-2調査（南西から）

4 遺物集中区（東から）

5 遺物集中区（北東から）

6 遺物集中区調査（北から）

図版32 旧石器調査

1 旧石器出土状況（北西から）

2 旧石器出土状況（北から）

図版33 旧石器調査

1 1日石器出土状況（北から）

2 旧石器調査（南西から）

3 旧石器調査（西から）

4 旧石器出土状況（北から）

5 旧石器調査（南東から）

図版34住居跡の土器(1)

1 KH-3の土器（図Ⅲ－6-1)

2 KH-5の土器（図Ⅲ－11-1)

3 KH-5の土器（図Ⅲ－11-2)

4 KH-6の土器（図Ⅲ－12-1)

5 KH-6の土器（図Ⅲ－12-2)

6 KH-8の土器（図Ⅲ－17-1)

図版35住居跡の土器(2)

1 KH-12の土器（図Ⅲ－26-1)

2 KH-12の土器（図Ⅲ－26 2)

3 KH-12の土器（図Ⅲ－26 3)

4 KH-14の土器（図Ⅲ－33 1)

5 KH-14の土器（図Ⅲ 33 2)

6 KH-14の土器（図Ⅲ－33-3)

図版36住居跡の土器(3)

1 KH 14の土器（図Ⅲ 33-4)

2 KH-14の土器（図Ⅲ－33-5)

3 KH-14の土器（図Ⅲ－33 6)

4 KH-14の土器（図Ⅲ－33-7)

5 KH-14の土器（図Ⅲ－34-8)

6 KH-14の土器（図Ⅲ－34 9)

図版37住居跡の土器(4)

1 KH-14の土器（図Ⅲ 34 10)

2 KH 14の土器（図Ⅲ-34-11)

3 KH-14の土器（図Ⅲ-34-12)

4 KH 16の土器（図Ⅲ－43-1)

5 KH-16の土器（図Ⅲ 43 2)

6 KH-16の土器（図Ⅲ－43-3)
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図

6 遺物集中区の土器（図Ⅲ-108-11)

図版45遺物集中区の土器(3)

1 遺物集中区の土器（図Ⅲ－1Ⅱ－12)

2 遺物集中区の土器（図Ⅲ-108-13)

3 遺物集中区の土器（図Ⅲ-108-14)

4 遺物集中区の土器（図Ⅲ-109-15)

5 遺物集中区の土器（図Ⅲ-111-38)

6 遺物集中区の土器（図Ⅲ-111-39)

図版46包含層の土器

1 包含層の土器（図Ⅲ－112-1)

2 包含層の土器（図Ⅲ－112-2)

3 包含層の土器（図Ⅲ－112-4)

4 包含層の土器（図Ⅲ－112-6)

5 包含層の土器（図Ⅲ－112-7)

6 包含層の土器（図Ⅲ 120-298)

図版47包含層の土器片(1)

1 早期の土器

2 前期の土器(1)

図版48包含層の土器片(2)

1 前期の土器(2)

2 前期の土器(3)

図版49包含層の土器片(3)

1 中期の土器(1)

2 中期の土器(2)

図版50包含層の土器片(4)

1 中期の土器(3)

2 中期の土器(4)

図版51 包含層の土器片(5)

1 中期の土器(5)

2 後期～続縄文の土器

図版52土器の展開写真(1)

1 KH-14の土器（図Ⅲ－33-2)

2 KH－14の土器（図Ⅲ－33-3)

3 KH-14の土器（図Ⅲ－33-6)

図版53土器の展開写真(2)

1 KH-16の土器（図Ⅲ－43-1)

2 KH-16の土器（図Ⅲ－43-3)

3 KH-16の土器（図Ⅲ－44-6)

図版54土器の展開写真(3)

1 KH-16の土器（図Ⅲ－46-8)

2 KH-19の土器（図Ⅲ－57-2)

3 KH-19の土器（図Ⅲ－57-4)

図版55土器の展開写真(4)

l KH-19の土器（図Ⅲ－57-6)

2 KH-19の土器（図Ⅲ－58-8)

3 KH-19の土器（図Ⅲ-59-16)

図版56土器の展開写真(5)

1 KP-63の土器（図Ⅲ－71 1)
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剥片，石核

接合状態

剥片，石核

l 母岩別資料6

2 母岩別資料6

3 母岩別資料3

4 母岩別資料3

図版65 1日石器(3)

1 母岩別資料2

2 母岩別資料2

3 母岩別資料8

4 母岩別資料8

図版66 旧石器(4)

l 母岩別資料10

2 母岩別資料1l

図版67 旧石器(5)

l 母岩別資料7

2 母岩別資料7

図版68 旧石器(6)

l 母岩別資料1

2 母岩別資料1

図版69 旧石器(7)

1 母岩別資料5

2 母岩別資料5

図版70 旧石器(8)

1 石核，剥片

2 礫，接合状態

１

１

５

９
~~
０

０

１

１

７

８
~~

Ⅲ

Ⅲ

図

図

く

Ｉ

2 遺物集中区の土器

3遺物集中区の土器

図版57包含層の石器(1)

1 剥片石器(1)

2 剥片石器(2)

図版58包含層の石器(2)

1 剥片石器(3)

2 剥片石器(4)

図版59包含層の石器(3)

1 礫石器(1)

2 礫石器(2)

図版60包含層の石器(4)

1 礫石器(3)

2 礫石器(4)

図版61土製品

1 動物形土製品

2 土偶

図版62土製品・石製品

1 土製品

2 石製品

3 古銭

図版63 旧石器(1)

1 石核，彫器，石刃

2 ナイフ様石器

図版64 旧石器(2)

接合状態

剥片，石核

接合状態

剥片，石核

接合状態

剥片，石核

接合状態

剥片，石核

接合状態

剥片，石核金属製品

接合状態

剥片，石核



I 調査の概要

I 調査の概要

要項査l 調

事業名

委託者

受託者

遣跡名

所在地

調査面積

調査期間

一般国道5号函館新道道路改良用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道開発局函館開発建設部

財団法人北海道埋蔵文化財センター

桔梗2遺跡（北海道教育委員会登載番号:B-01-110)

函館市桔梗町408-25, 406-26

3,540m2

昭和62年4月13日～昭和63年3月31日 （現地調査 5月9日～10月28日）

2 調 査 体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター理事長植村敏(昭和62年6月25日まで）

澤宣彦(昭和62年6月26日から）

専務理事山本慎一 常務理事藤本英夫（昭和63年2月3日まで）

業務部長間宮道男 調査部長中村福彦

調査部調査第1課長畑宏明（発掘担当者）

同文化財保護主事長沼孝 同文化財保護主事佐川俊一（発掘担当者）

同嘱託前田正憲 同嘱託石川朗

3 調査の経緯

一般国道5号線は，札幌と函館を結ぶ道内の主要幹線道路のひとつである。 また，函館

を中心とし七飯，大野，上磯町を含めた函館圏の道路網の中でも重要な位置を占めてい

・函館市内の北部から七飯町峠下にかけては，代替道路がなく ，近年交通容量以上の車

走行し，交通渋滞と環境の悪化力罰顕著になってきた。この国道5号線のうち亀田～大沼

市

る

が

ト

マ

て

境

く

ンネル間約17kmの沿道には樹令100年を越すアカマツ約1,500本の並木がある。このアカ松並木

ツは安政3年頃，佐渡から種子を仕入れ，育苗し， 明治のはじめに天皇の行幸を記念し

植樹したものと伝えられ，道南の名所のひとつとなっている。このような松並木も，環

の悪化で，損傷，立ち枯れが目立ちはじめ，昭和47年には北海道自然保護条例にもとづ

環境緑地保護地区に指定され，保護されるようになった。

このような状況の中で，北海道開発局函館開発建設部（以下函館開建と記す）は，国道

号線の交通渋滞緩和と歴史的な松並木の保存などを目的に，函館新道建設を計画した。 函館新道

かし，函館市内の工事区域は，サイベ沢遺跡などに近接しており，埋蔵文化財包蔵地の

在が予想されることから，昭和58年2月以降函館開建と北海道教育委員会（以下道教委

記す）の間でその取扱について協議が行われ，道教委は同年5月に所在確認調査， 同年

月に範囲確認調査を行った。その結果，石川1遺跡とともに発掘調査が必要である， と

結論力:出された。そして工事の工程に従って，石川1遺跡の調査を昭和60年度から昭和

５

し

所

と

皿

の

Z
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図1－1 発掘区設定図

62年度まで行い，本遺跡については昭和62年度に調査を実施した。 (長沼孝）

4 調査概要

（1） 発掘区の設定

発掘区は，アルファベットの大文字と数字の組合せで表示し，規格は4×4mとした。

設定の基準は，工事用地の境界杭L-38, L-39で， それらを結んだ線を南北の基線(Dラ

イン)， その線に直交しL-38を通る線を東西の基線(9ライン） とし，図I－1のように

4m間隔でラインを設定した。なお, L-38, L-39の測量成果は下記のとおりである。

L-38 X=-241,262.923m Y=40,704．240m

L-39 X=-241,172.926m Y=40,753.261m(平面直角座標第虹系）

発掘区の呼称は, 4m四方の区画の南西隅のラインの交点で表示した。例えばEライン

と20ラインの交点の北東側力ざE-20区画ということになる。

発掘区の方向は，平面直角座標の南北方向に対しN-7｡6''45.77"－Wである。なお，各

遺構の標高の測定にあたっては,遺跡の南西500mの比遅里神社境内に位置する一等水準点

(24.76m) を利用した。 （長沼孝）

（2） 調査方法

調査区域の現況は，畑地とグランド敷地で，部分的に削平されていた。 また，調査区域

の中央部には，沢を埋めた盛土が厚く堆積していた。 したがって，調査は重機で，表土お

よび盛土を除去することから開始した。その後は，発掘区設定， 25％調査，包含層調査，

遺構調査， 旧石器調査の手順で調査を進めた。 また，工事工程の都合上，沢の北側を先に

調査手順

、

、

溢蕊

図1－2 遺跡現況図
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I 調査の概要

完了させ，次に沢の南側の調査を行った。なお，調査区域の西側は，沢の盛土および， た

ばこ産業株式会社のグランドフェンスの崩壊防止のため,幅2～3mのクリアランスをと

った。

第1～Ⅲ層の遺物については，基本的に4×4mの発掘区単位で取り上げた。住居跡や

土擴内の遺物については，基本的に出土位置， レベルなどを記録したが, Tピットの覆土

中から出土した遺物など，明らかに流れ込みとみられるものについては，遺構単位で一括

して取り上げた。住居跡については，大きく覆土と床面に分け， さらに各層位に細分した

力:，一部層の認識や床面遺物の認定などで異なる点もある。なお，可能な限り出土状況を

示したので参照願いたい。 また， 6軒の住居跡については炭化材が確認されたので，実測

後，サンフ･リングし，一部のものについては樹種同定を行った （Ⅳ－3）。

第Ⅳ層から出土した旧石器については,基本的にすべて4×4mの発掘区での座標値(南

からと西からの距離， レベル） を記録し， 1点ごとに発掘区単位で遺物番号を付け取り上

げた。 （長沼孝）

（3） 土壌サンフ。ルとうローテーション，水洗処理

遺物の
取り上げ

炭化材住居

土壌サンう°ルは大きく二つの目的をもって採取した。一つはうローテーション，水洗処

理をして土壌中に含まれている微細遺物を採取するもので，土のう袋またはポリ袋に収納

した。 もう一つは各種の分析を目的としたもので，地点，層位などを細かに記録し， ポリ

袋に収納した。

フローテーション，水洗処理を行った土壌は乾燥状態で236.62kg,採取した炭化物，砕

的目

片,焼骨片,砂礫の総重量は2,268.19(炭化物109.09,砕片294.19,焼骨片3.19,砂礫1,832.6

9)である。なお，砕片の点数は4,626点で， その他土器の小片が33点ある。

フローテーション,水洗処理には基本的には土壌用分析ふるヤ

m/m), 32(0.5m/m), 16(1.0m/m))を使用した力ざ，水洗処

､(JIS規格メッシュNO60(0.25

理については，料理用の大型

ふるい（径30cm,網目lmm) を併用した。

フローテーションは，住居跡すべての焼土について，水洗処理は住居跡で砕片の集中し

た部分の土壌について行った。

炭化物については細かな選別は行っていないが，焼骨中には鳥獣骨と魚骨がみられた。

鳥骨には頸椎脛骨など，獣骨は細片のため種類，部位まではわからない。魚骨にはサメ

類の椎体，サケ科魚類，ニシンの椎体などがある。

分析用に採取した土壌と地点は下記のとおりである。

l .火山灰分析試料: 1-29土層断面

2 ． ローム分析試料:D-40石器出土地点

分析試料

今回の報告では，火山灰・ローム分析の結果（Ⅳ－2） を掲載した。 （長沼孝）

（4） 整理の方法

遺物の水洗，注記は現地で行い， その後，接合，復元作業などは札幌のセンターで行っ

た。土器は可能な限り復元し， 図化した。 また，文様の明確なものの一部については展開

写真を撮影した（図版52～56)。

旧石器については，個体別分類を試み，接合作業を進めた，接合は美利河1遺跡（㈱北

3

展開写真



海道埋蔵文化財センター1984a)同様，瞬間接着剤（ボンドアロンアルファ：コニシ株式会

社発売） を使用した。接合は可能なものすべてについて行っている。なお，分離する場合

は， 「はがし液」 （ボンドアロンアルファ用：コニシ株式会社発売）でも可能であるが，熱

湯に浸し， さらに煮立たせるの力罰簡便である。 （長沼孝）

（5） 遺構・遺物の分類

遺構掲載した遺構には，住居跡，土壌，焼土がある。以下，遺構ごとに使用した記号の

説明を加える。なお，遺構記号の頭には，発掘区の呼称記号との混同および， 同時に調査

している石川，遺跡の遺物と混ざることを避けるため桔梗のイニシャル、K〃を付した。

住居跡: ､KH〃で表示した。住居跡内より検出した焼土は州HF〃を，付属ピットには

､HP〃を付した。掘りこみ炉で焼土のあるものは浅いピットを伴っても帆HF〃のみを付

した。

土壌： 、KP〃で表示した。土壌はその形態から， フラスコ状ピット， 円形.楕円形ピッ

ト, Tピットの3種類に分けた。

焼土: ､KF〃で表示した。

遺物土器の分類については，基本的に大沼忠春のものに従っている （肋北海道埋蔵文化

財センター，987 『木古内町建川2 ．新道4遺跡』)。

土器の分類 本書で報告する資料には，縄文時代早期から晩期および続縄文時代までのもの力罫ある。

縄文時代早期から続縄文時代まで順に，群～Ⅵ群の大分類をあて， それぞれに，二，三の

類別を設けて記載する。以下，類別の後に本遺跡で出土している土器の型式名を記入した。

，群（早期）

A類：貝殼文土器（物見台式系， ムシリ’式系）

B類：縄文の施された土器(B,類一東釧路Ⅲ式に相当するもの, B2類一コッタロ式に

相当するもの,B3類一中茶路式に相当するもの, B4類一束釧路Ⅳ式に相当する

もの） ※ただしB2類は出土していない。

Ⅱ群（前期）

A類：縄文の施された尖底土器（綱文土器，石川野式，春日町式）

B類：円筒土器下層式に相当する土器（円筒下層cおよびd式相当）

Ⅲ群（中期）

A類：円筒土器上層式に相当する土器(A1類一円筒上層a式,A2類一円筒上層b式，

A3類一サイベ沢Ⅷ式，見晴町式）

B類：榎林式，大安在B式， ノダッフ°Ⅱ式に相当するもの

Ⅳ群（後期） ：余市式，入江式，大湯式に相当するもの

V群（晩期） ：大洞C2～A式に相当するもの

Ⅵ群（続縄文） ：恵山式，後北C]式に相当するもの

図示にあたっては，実測図は， ： 4，拓本は1 ： 3を原則としているが，変則的なもの

はそれぞれにスケールを付けている。

石器の分類 石器は器種別の大分類にとどめ，一器種における記号の細分はおこなっていない。今回

報告するものについて，剥片石器には石鑑， ドリル，槍先またはナイフ，つまみ付ナイフ，

へら状石器， スクレイパー類があり，礫石器には，石斧， たたき石，すり石，砥石， 台石

4
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I 調査の概要

または石皿がある。 このほかに石核， フレイク・チップ．，擦り切り痕のある礫， 自然礫が

ある。表1－2のUフレイクはutilizednakeのことである。

石製品には，玉，垂飾など力ざある。

土製品には， ミニアチュア土器， スフ．－ン状土製品，漏斗状土製品，土偶，動物形土製

品，土器片を利用した円盤状土製品，擦り切り痕のある土器片などがある。

金属製品には古銭がある。

このほか，炭化材，動物遣存体力罰検出されている。

旧石器時代のものには，ナイフ様石器， ナイフ様剥片，彫器，石刃， フレイク・チップ，

石核，礫ｶﾞある。

（佐川俊一・石川朗）

(6) 遺跡の概要

今回の調査で発見された遺構，遺物は表1-1, 2のとおりである。

遺構数は，住居跡19軒，土擴93基（内訳は， フラスコ状ピット10基， 円形・楕円形ピッ 遣

ト38基, Tピット45基),焼土2か所である （図1-3)。住居跡の時期は，縄文時代中期

初頭1軒， 中期中葉（サイベ沢Ⅷ式および榎林式の時期) 14軒，不明4軒である。土壌の

多くはその切り合い関係で時期の前後関係はわかるものの判明しているものは少ない。

Tピットの時期は縄文時代中期以前と思われる。焼土の時期は， 2か所とも中世までさか

のぼる可能性がある。

遺物総数は， 68,520点（うち表採･盛土部分の遺物778点を含む）で1m2あたりの遺物点遣

数は約19点である。遺物の内訳は，土器が42,953点，石器等（フレイク礫を含む）23,389

点， 旧石器1,366点，土製品･石製品30点，金属製品（古銭) 4点である。土器は，縄文時

代中期力罰圧倒的に多く31,537点，ついで前期1,528点，早期403点，以下縄文時代後期～続

縄文時代の土器がわずかに出土している。石器は925点出土しており，その内訳は，剥片石

器654点，礫石器271点である。剥片石器のなかでは， スクレイパーが最も多く ，ついで石

鑑，やり先・ナイフ，つまみ付ナイフ， ドリルが出土している。礫石器のなかでは，すり

石が最も多く ，ついでたたき石， 台石・石皿，石斧，砥石が出土している。土製品では住

居跡の覆土中より出土した動物形土製品，土偶のほかにミニアチュア土器， 円盤状土製品

が出土している。石製品では有孔石製品力烹多い。金属製品では渡来銭力§4点出土している。

旧石器は石器のまとまりを2か所検出した｡今回の報告ではこのまとまりを｢石器ブロ ヲ･
ツク」 と呼称し,KSb-1, 2で表わすことにする。KSb-2はG-11区にあるもので4

点が出土した。その内訳は，彫器1点，石刃2点，石核1点である｡KSb-1はおもにC･D

40区を中心に半径4mの範囲に石器が分布している。 ここからは総計1,362点,総重量

4,993.89の石器力§出土している。その内訳はナイフ様石器19点(113.99),ナイフ様剥片17

点(58.59), フレイク775点(2,663,69),石核17点(1,095.69),礫534点(1,062.29)で

ある。 （佐川俊一・石川朗）
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表1－1 遺構一覧

’
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図I-3　II層上面の地形(上)と遺構分布図(下)
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I 調査の概要

遺物総点数
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~ I 遺跡の位置と環境

II遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と周辺の遺跡

桔梗2遺跡は, JR北海道函館駅の北方6.5km, 日本たばこ産業函館工場の東側にあり，

庄司山を源とする石川の右岸，標高30mの段丘上に位置する。ここでは桔梗2遺跡周辺の

遺跡分布を図及び表(図Ⅱ－1，表Ⅱ－1）に従って概観する。遺跡の西北1kmには通称

西桔梗台地と呼ばれる地域があり，縄文時代早期から室町時代中期に至る遺跡が集中して

いる。このうち7遺跡力罰 （17～23）が昭和47年，函館圏流通センター建設に伴って調査さ

れた（千代編1974)。台地北縁には貝塚を含む縄文時代前～中期のサイベ沢遺跡がある。

サイベ沢遺跡は昭和24年（市立函館博物館主体） と，昭和59, 60年（函館市教育委員会主

体）に調査されている。昭和24年の調査では，土器群が層位的に出土しており，北海道に

おける縄文時代前期から中期の編年を組み立てる上で重要な遺跡の一つとして位置づけら

表Ⅱ－1 周辺の遺跡一覧

石川右岸

サイベ沢
遺 跡

代時所 在 地登載番号

B・01．109

B・01．110

No. 名 称

l石川 1遺跡

2桔梗2遺跡

3桔梗3遺跡

4桔梗4遺跡

5桔梗5遺跡

6桔梗6遺跡

7サイベ沢遺跡

桔梗2遺跡

桔梗4遺跡

桔梗5遺跡

サイベ沢遺跡

|日石器･縄文(早～晩期)続縄文函館市石川町172-2 169-8

函館市桔梗町408-6 旧石器･縄文(早～晩期)続縄文

縄文(中期）函館市桔梗町418-16,17,37B・01．111

縄文(早･晩期) ･続縄文函館市桔梗町435-130,131,62B・01．112

B・01，113 縄文函館市桔梗町528-1

縄文函館市桔梗町440-14,15,31B・01．114

函館市西桔梗町26-1,3,4,5,6,27,610-27～34-36,611-3,5,6,16
函食官市桔梗町149，150－1，2，6

縄文(前･中期）B・01． 82

縄文(早･前期）函館市西桔梗町555-8,9,558,559,563,567,574,575石川野遺跡 B･01･ 848

縄文(前･中期）函館市西桔梗町614,640-1,2サイベ沢B遺跡 B・01． 85

B・01． 86

B・01． 87

9サイベ沢B遺跡

10西桔梗N 1遺跡

11西桔梗N-2遺跡

12西桔梗N-3遺跡

13西桔梗N-5遺跡

14西桔梗N-6遺跡

15西桔梗N-7遺跡

16西桔梗A遺跡

10

西桔梗N-2遺跡

西桔梗N-5遺跡

西桔梗N-6遺跡

15

西桔梗A遺跡

縄文(早・前･中期）函館市西桔梗町246-24他

縄文(早・前･中期）函館市西桔梗町503-1他

縄文(早･晩期）函館市西桔梗町622他B・01． 88

縄文(晩期）函館市西桔梗町36-1B・01． 89

B・()1． 90 続縄文函館市西桔梗町39 3,41-1

室町中期函館市西桔梗町10 3B・01． 91

函館市西桔梗町607-1,7,12他 縄文(早･前期）B・01． 92

縄文(前･中期）函館市西桔梗町604-6,9,605-7,8,9

函館市西桔梗町598-4,6,9

西桔梗Bl遺跡 B・01． 9317

続縄文(恵山式）西桔梗B2遺跡 B・01． 94昭
一
四

別
一
刻

躯

縄文(中･後期）函館市西桔梗町597-1,2,5

函館市西桔梗町10 2

西桔梗C遺跡 B・01． 95

縄文(中･後･晩期)擦文西桔梗D遺跡 B・01． 96

縄文(早・前･中･晩期）函館市西桔梗町598 13,14,18,19,35西桔梗E1遺跡

西桔梗E2遺跡

西桔梗F遺跡

B・01， 97

縄文(中,晩期)続縄文(恵山式）函館市西桔梗町598-19B・01． 98

縄文(中期）函館市西桔梗町607-12B・01． 9923

続縄文(恵山式）函館市西桔梗町615 1他サイベ沢C遺跡 B・01．100型
一
妬 縄文(中期）函館市桔梗町44の1桔梗 1遺跡 B・01．105

縄文(早･晩期)続縄文(恵山式）亀田郡七飯町字大川245大中山8遺跡 B・08． 526

縄文(中期)続縄文(恵山式）亀田郡七飯町字大川405～407,409,410,413,418

亀田郡七飯町字大川273,275

亀田郡七飯町字大川272,273,275

亀田郡七飯町字大川269,271,275

亀田郡七飯町字中野117,118-1～5,119-1～4

大中山13遺跡 B・08． 24”
一
羽
一
羽
一
鋤
一
皿

縄文，続縄文(恵山式）大中山14遺跡 B・08． 25

B・08． 26

B・08． 27

B・08． 57

縄文，擦文大中山15遺跡

大中山16遺跡

大中山27遺跡

縄文

続縄文(恵山式）

ZZ



図Ⅱ－1 遺跡の付置と周辺の遺跡
(国土地理院発行2万5千分の1地形図、七飯･函館･赤川.五稜郭）
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Z3
図Ⅱ－2 遺跡の範囲および周辺の地形



れている。昭和59, 60年の調査では縄文時代中期の遺構，遺物力罰検出されたほかに，縄文

時代前期初頭の早稲田5類及び花積下層式土器が,大量に出土している。 （函館市教育委員

会1985, 同1986)。

このほか，サイベ川流域では縄文時代早’晩期のサイベ沢C遺跡（函館市教育委員会19

72調査)，縄文時代中期のサイベ沢B遺跡（森田・高橋1967）などがある。

石川流域では,本遺跡より500m上流に旧石器時代および縄文時代中期の遺物や遺構力ざ発

見された石川1遺跡がある（助北海道埋蔵文化財センター1988a)。下流3.5kmには，石川

野遺跡が位置しているが，現在では土取工事などによって荒廃しており，遺跡の詳細は不

明である。

函館市と七飯町の境界となっている蒜沢川流域では，縄文，続縄文を主体とする大中山

8, 13, 14, 15, 16, 27,桔梗6遺跡がある。

桔梗2遺跡周辺では，西桔梗台地を中核として，サイベ川，石川，蒜沢川の川筋ごとに

遺跡群を形成している。 （石川朗）

石川1遺跡

蒜沢川

2 遺跡周辺の地形・地質の概要

本遺跡は函館平野の東部に位置している。周辺には，横津岳から函館平野へかけて， 山

地斜面， 山麓の緩斜面または扇状地，段丘，及び沖積低地が発達している （図Ⅱ－3）。

形 山地部は標高1,100-150mで，横津岳を構成する安山岩の熔岩（鈴木ほか, 1969) と，

これらの下位の峠下火山砕屑岩類（三谷ほか, 1966) とから成っている。横津岳山頂附近

は，熔岩流堆積面の保存が良い。

山麓部では，段丘との間，標高100-50mに緩斜面力:発達している。この緩斜面は，崖錐

及び扇状地として記載されている （三谷ほか， 1966；鈴木ほか， 1969）が峠下火山砕屑岩

類の露出地域にも分布するので，一部には他の営力によって形成された緩斜面も含まれて

いると思われる。

段丘は標高50-15mに発達している。瀬川(1974･1975)によれば，函館附近の平坦面

は，鳴川面(標高460-360m),鱒川面(標高200m±),赤川段丘(鈴蘭丘面：標高170-100

In9 中野町面：標高100-90m), 日吉町段丘（標高60-50m) ,函館段丘（標高17-8m),

沖積段丘（標高5m±）に区分され， 日吉町段丘は関東地方の下末吉段丘に，鈴蘭丘面は

多摩丘陵のT,面に，中野町面は同T2面に対比されている。一般に，段丘面は降下火山灰起

源のローム層に覆われる。

沖積低地は標高20-5m,函館から上磯，大野へかけて発達し，函館平野の大部分を占

める。砂礫・砂・粘土及び泥炭から構成され，沖積層の基底は，平野南部では海水準下40

m±，南東部から中央部にかけては20mzt,西部で10m士，北部で0-10m±と推定されて

いる （三谷ほか， 1966)。

以上の地形を覆って，黒ボク土中に2－3枚の降下火山灰が認められる。

也 本遺跡は標高約30mの段丘面上に立地している。段丘面の東端は，石川の河蝕による急

崖となっている。石川沿いは谷底平野で，表層には泥炭層が発達している。石川左岸は緩

斜面から成り，周囲の段丘面に漸移している。本遺跡附近の段丘面は，一般に緩やかな波

地

遺跡の立地

地 質状起伏を呈し，谷底平野等との地形界力欝不明瞭である。遺跡内のトレンチや遺構の断面の

観察によれば，段丘構成層は，下位から上位へ，礫，砂である。両層とも露出状態は悪い

Z4



I 遺跡の位置と環境
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図Ⅱ－3 遺跡周辺の地質図
（長谷川・鈴木． 1964 ；三谷ほか、 l965 6三谷ほか， l966 i鈴木ほか， 1969から引用。一部加筆・簡略化｡） a ：沖積低地 b
砂丘 c ：銭亀沢火山灰届 。：文月層 e ：崖錐堆積物 f ：扇状地堆積物 g:段丘堆積物 h ：横津岳上部熔岩 i ：横津岳下
部熔岩 j ：函館山火山岩類 k ：峠下火山砕屑岩類(松倉集塊岩層を含む） ｜ ：その他の新第三系･員入岩類m:断層 p ：桔
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力罰，砂は分級の良い中粒砂から成り，層厚6～50cm,榿色味を帯びる。下部には鉄鉱物の

平行ラミナが良く発達している。砂層中には，径10～20mmの風化した淡榿色の軽石力罰散

在する。砂層の特徴や段丘の分布位置から，本段丘は海成段丘と考えられる。段丘構成層

はローム層に覆われる。 ローム層からは旧石器時代の遺物，表層の黒ボク土からは縄文時

代・続縄文時代の遺物が出土する。

本遺跡が立地しでいる段丘は，瀬川(1974.1975)の日吉町段丘に対比される。瀬川(1975)

は，西桔梗附近の日吉町段丘を西桔梗面と仮称し，西桔梗高位面と西桔梗低位面に二分し

た。本遺跡が立地している段丘が， このどちらに対比されるのかは不明である。

（花岡正光）

日吉町段丘

’

3 基本層序

桔梗2遺跡における土層断面図を図Ⅱ－4に掲載した｡発掘区の南北を通るFラインに沿

ってセクション･ベルトを残し， その東壁の土層断面を観察し記録した。以下，図Ⅱ－4に

したがって基本層序を述べる。

I層：表土，耕作土。層厚10～30cm。

Ⅱ層：黒色腐植土(縄文，続縄文， 中世の遺物包含層)。層厚10～180cm・発掘区の北お

よび南側の平坦地では,畑の耕作のためⅡ層が削平されている。Ⅱ層が残っているのは沢部

および南側の斜面部のみで,その厚さは沢部の深い箇所で180cm,南側の斜面では10～20cm

である。

発掘区のF－8～9の土層断面には,Ⅱ層中にKH-18の掘り上げ土と思われる土が堆積

する （第14層)。層厚10～20cm｡

Ⅲ層：暗褐色土（漸移層)。層厚10～20cm・沢部および南側の平坦地にはない。

Ⅳ層：明黄褐色ローム（旧石器遺物包含層)。 （佐川俊一）

掘り上げ土

’
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Ⅲ遺構と遺物

1I1 遺構と遺物

縄文時代,続縄文時代,中世,近代の遺物包含層である第1～Ⅲ層と旧石器時代の包含層

である第Ⅳ層に大別し，説明する。第1～Ⅲ層では，住居跡， フラスコ状ピット，円形･楕

円形ピット, Tピット，焼土，包含層の遺物の順に，第Ⅳ層では，石器ブロック，遺物の

順に説明する。第1～Ⅲ層の遺構出土の土製品･石製品については，重複するが包含層のと

ころにも掲載し，詳細な説明は包含層のところで説明する。

1 第1～1I1層の遺構と遺物

住居跡19軒， フラスコ状ピット10基， 円形・楕円形ピット38基, Tピット45基，焼土2

か所を確認した(図1－3)。 また， このほかに住居跡の掘り上げ土の下に， 多くの土器力；

廃棄された遺物集中区がlか所ある。

(1)住居跡

住居跡の
時 期本遺跡より検出された住居跡は，全部で19軒である。時期は，縄文時代中期初頭が1軒

(KH-19), 中期中葉のサイベ沢Ⅶ式のもの力罰6軒(KH-8,12, 14, 16～18),榎林式

のものが5軒(KH-3, 5, 6, 10, 11), 中期後半～末葉にかけてのもの力罰1軒(KH-

7),中期と思われるが細分できないものが2軒(KH-13,15),時期不明のもの4軒(KH-
25'5 200５

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

ピ

KH-I7 、 ｜ ／蛭H-I2
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’
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I
454030 35
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I

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
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Ｇ

Ｈ
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’ O|

型割r~7
~~｜Kや'二1

ｬ
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図Ⅲ－1 住居跡分布図
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1， 2， 4， 9）である。

住居跡は，沢部をはさんだ北側に6軒，南側に13軒分布する。いずれも，現在の段丘縁

辺部もしくはそれより12m程内側に入った平坦地に立地する。北側の6軒は，標高

28.00～29.50mの間に長軸方向を等高線と直交する状態でつくられている。一番高いとこ

ろにあるKH-1, 2は,いずれも畑地の耕作やたばこ産業株式会社のグランド造成のため

に上部をかなり削平されており,KH-1などは床面が,かろうじて検出されるような状態

であった。KH-1, 2は2軒とも，住居跡の時期は不明である。KH-1, 2から少し下

がった標高28.50～29.50mの位置に榎林式の住居跡が3軒ある(KH-3, 5, 6)｡KH-

3は， 5．5×4.7mの隅丸長方形の大きな住居跡にもかかわらず，復元された土器は, 1個

体しかなく遺物の出土量が少ない。KH-5とKH-6は，切り合い関係にあり,KH-5

が新し<,KH-6が古い。覆土および床面から榎林式の土器が出土しており，住居跡の時

期もその時期と思われる。またKH-5からは,残存状態の良好な炭化材力罰床面近くから多

量に検出された。KH-5, 6からさらに低い標高28.00mのところに3.6×3.2mの楕円形

う.ランのKH-4がある｡床面および覆土中から遺物力ざ出土していないため時期は不明であ

る。

沢部より南側には， 13軒の住居跡がある。北寄りの標高28.50mのところには，隅丸方形

のKH-9がある。時期の判明できる遺物が出土していないため時期は不明である。さらに

南側の標高29.00～29.50mの広い平坦地には, 7軒の住居跡力寄ある。KH-10,11は,おおよ

そ4×3mの隅丸長方形のプランで住居跡の長軸上に2本の柱穴があるなど類似点がある。

KH-11の床面とKH-10の覆土中より榎林式の土器が出土しているので,榎林式の住居跡

と思われる。さらに南側にはKH-12がある。 2.8×2.4mの隅丸方形のフ･ランで， フラス

コ状ピットKP-73の上に貼床をしてつくられている｡住居跡はサイベ沢Ⅶ式の時期である。

KH-12の東と南東には,KH-15, 7がある。KH-15は，覆土中の遺物，周溝の存在よ

り中期の時期と思われる。KH-7は,石組炉の存在から中期後半～末葉にかけての時期と

思われる。 さらに南側にはおおよそ10×6mの大型住居跡が2軒ある(KH-8, 17)｡ 2

軒とも畑の耕作のため壁面が壊され， とくにKH-17は，床面の範囲と柱穴,炉跡を確認し

たのみである。 2軒とも住居跡の規模,長軸方向力：類似しており，時期はKH-8の床面よ

りサイベ沢Ⅶ式の土器が出土していることから， 中期中葉と思われる。

KH-17, 8の南側，標高28.00～29.00mの段丘の平坦地から斜面に変るところに, 5軒

の住居跡力ざある (KH-13, 14, 16, 18, 19)｡KH-19は，平面形が五角形(7.6×6.7m)

で， 内側にベンチ構造をもつ住居跡である。時期は，床面出土の土器から， 中期初頭（円

筒上層a式相当)である。また,KH-19の覆土中からは多くの土器力罫廃棄された状態で出

土しており，接合の結果21個体が復元された｡KH-19は,北側をKH-16に,南側をKH-

18によって切られている。KH-16, 18はともに5×4mの隅丸長方形のフ・ランで，床面

および床面近くから出土した土器よりサイベ沢Ⅷ式の時期である｡KH-16の床面からは残

存状態のよい多量の炭化材が検出された。また覆土中からは， 12個体の土器が復元された。

KH-16の東側の段丘縁辺部には, 2軒の住居跡が切り合う状態で確認された(KH 13,

14)。切り合い関係は,KH-14がKH-13を切っている。住居跡の時期は,KH-13が中期，

KH-14が中期中葉(サイベ沢Ⅶ式)である。 とくにKH-14の覆土中よりシャチを模倣し

たと思われる動物形土製品が一点出土した。ほかに，床面近くから多量の炭化材が，覆土

榎林式

炭化材

石組炉

ベンチ構造

シャチ
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Ⅲ遺構と遺物
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図Ⅲ－2 住居跡(1) ･KH-1,-1遺物

中からは14個体の土器が復元された。

以下，住居跡ごとに説明を加える。 （佐川俊一）

KH-1 (図Ⅲ－2, 図版4-1)

位置C･D-41 規模3.26×3.24/3.21×3.12/0.11m

平面形円形 床面積9.04m2

重複なし。

確認･調査発掘区の北側は,畑地やたばこ産業のグランド造成のため遺物包含層のⅡ層が

削平されている。 とくに西側はⅣ層上面まで削平され， ところどころにたばこ産業のフェ

ンスの土台穴力ざあいている。

壁壁は時計回りに南東から北西にかけてわずかに残り(深さ13cm),それ以外の部分はⅣ

層削平のため壊されている。

床床面の一部はフェンスの土台穴により壊されている。壁の残っていない部分について

はローム面の汚れにより住居跡の範囲を判断した。

溝なし。

柱穴東部に1個検出されたのみである。深さは28cmである。

2Z



炉中央部に75×(60)cmの楕円形の掘りこみ炉がある。

遺物出土状況覆土中より土器片3点， フレイク1点が出土した。

遺物 1は，Ⅲ群A3類の口縁部の破片である。口唇上には箆状工具による刻みがつけられ

ている。外面は無文である。色調は赤褐色を呈し，胎土には小礫を含む。焼成は良好であ

る。 2はⅢ群A3類の胴部破片である。RLの原体による斜行縄文力施されている。

時期不明。 （佐川俊一）

KH-2 (図Ⅲ－3,図版4-2)

位置C-40 規模2.20×1.84/2.09×1.66/0.16m

平面形楕円形 床面積2､69m2

重複KP-10に切られる。

壁全周とも立ち上がりは急である。

床平坦でしまりがある。

溝なし。

柱穴なし。

炉床面中央部より南東に焼土(HF-1) "'ある。

覆土KH-1と同様上部が削平され，厚さ25cmしか残っていない。

炭化材床面の北側％ほどに炭化材の小片が多く検出された｡炭化材は樹種同定用のサン

フ。ルとして取り上げた。

遺物出土状況床面からはめのう質頁岩のフレイクなどが出土している。これらは，後に

述べる旧石器群の一部と考えられる。

遺物 1はめのう質頁岩製のスクレイパーである。 2， 3は長円形の礫である。使用した

痕跡は特に認められないが床面より出土している。ハンマーとして利用されたものである

可
ノO

時期不明。 （佐jll俊-)

’

|日石器群

KH-3 (図Ⅲ－4～7, 図版6 ･ 7)

位置E･F-38．39 規模5.50×4.70/5.04×4.12/0.78m

平面形隅丸長方形 床面積18.45m2

重複なし。

確認･調査第Ⅱ層下位でプランを確認した。掘り込み面はII層中である。長軸方向とこ

れに直交するラインにセクションベル|､を残し掘り下げた。第8層より上位の遺物は一括

して取り上げ， これより下位の遺物は1点ずつ記録した。住居跡の長軸方向はN-35｡-W

である。緩斜面に構築されている。

壁東と南の壁面が近代の掘削により一部攪乱を受けている。他の壁はほぼ垂直に立ち上

がる。北壁と東壁は覆土との界面が明確であったが，西壁と南壁は色調力罰似ている。

床砂質の黄色粘土を貼り，堅くしまっている。主柱穴の内側を嶢る溝を界に，外側と内

側では若干段差を有し， 内側の方が低い。それぞれの面は水平に構築されている。中央に

は床面を掘り込んだ炉跡が， また南に偏して柱穴ｶﾞ集中する。

溝壁際に沿って1本緯る°北壁部には， これに沿ってもう1本断続的に配される。 さら

乱攪

床貼
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に，床面の段差部，すなわち主柱穴HP-1～3．5･6をつなぐ様，弧状に溝が配される。

柱穴主柱穴は4ないし6本と考えられる。 このうちHP-1･3･4･6は，径力罫30～40

CInで床面からの深さ力罫70～80cm程あり,HP-1･3は互いに内側に傾いて掘り込まれる。

またHP-2･7は径力翻25cm程あり，床面からの深さは50cmである。その他のHP-5･

8 .10･13の柱穴状の窪みはいずれも浅い。HP-11～13は貼床の下位より検出され， これ

らはKH-3の構築以前にあった住居跡の柱穴の可能性がある。

炉中央のやや南に偏し,16cm程の窪みに焼土力ざ堆積する｡焼土と窪みの範囲は一致せず，

焼土は窪みの外に広力:る。HP-9は炉内にあり，焼土を被る。

覆土 8層上面には炭化物が堆積しており， このときに住居跡の窪みが何らかの形で利用

されたことを示している。 また，主だった石器類はこの面より検出された。

遺物出土状況覆土からは， 8層の上位から多く出土した。 8層の下位及び床面からの出

土遺物は少ない。覆土内の遺物総数は828点でこのうち土器は48％，石器類は52％である。

遺物復元可能となった土器は1個体である。 1は大きく開く口縁で，胴が膨らむ。口縁

は粘土ひもを貼り肥厚させ,四方に配された山形突起には渦巻文を省略した圧痕を有する。

Ⅲ群B類で榎林式と思われる。

拓影の土器は，早期･前期もあるが，覆土内より出土した土器は中期後半が主体である。

石器は， 13の石鍼が床面からで，他は覆土中より出土した。 19は器面長軸方向に擦痕力叡

認められる。なお，床面南東コーナーに焼石が集中して認められ， これに伴って円盤状土

製品が2点（21.22）検出された。焼石は， 26点検出された。総重量は, 4,0509あり平均

1569で，平均した大きさは，長さ6.3cm,幅4.6cmである。表面には，炭化物が付着して

いる。

時期縄文時代中期中葉（榎林式） と思われる。 （前田正憲）

焼 石

KH-4 (図Ⅲ－8,図版5-1 ･ 2)

位置F･G-35･36 規模3.66×3.20/3.34×2.94/0.4m

平面形楕円形 床面積7.77m2

重複KP-38に切られる。

確認･調査Ⅳ層上面で平面形を確認した。 この段階でKP-38との新旧関係も判明した。

KP-38完掘後，長軸方向にセクションベルトを設定し調査を進めた。

壁住居跡が斜面部に位置するため，南壁は5cm程しか確認されなかった。

床礫混じりのⅣ層中にある。平坦。

溝なし。

柱穴付属ピットは3個検出された。このうちHP-1, 3は深さがそれぞれ72cm, 74Cm

あり，住居跡の長軸上に位置している。この2個が柱穴と考えられる。

炉なし。

遺物出土状況覆土2層から37点出土した。すべて石器である。

遺物 lはスクレイパー。縦長剥片を素材とし湾曲した刃部をもつもの。頁岩製。

時期床面，覆土中より時期のわかる遺物は出土していないので不明である。 （石川朗）

KP－38
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Ⅲ遺構と遺物

15

O 5cm
－ ･－－－｣－

'0cmロ

17 ~18

図Ⅲ－6 住居跡(5)･KH-3遺物
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Ⅲ遺構と遺物

KH-4

ー

，
～

暗褐色土

暗黄褐色土（ロームブロックを含む）

黒褐色土

褐色土

黒褐色土

茶褐色土

0 ｜、

２

３

４

５

６

７

B28－50A

ノ
一

HP－2

Ｃ
ｌ D28．50

＜一一一コ1

0 5cm
ー- 冤

図Ⅲ－8 住居跡(7) ．KH-4,-4遺物

KH-5 (図Ⅲ－9～11,図版8 ･ 9)

位置G-37 規模3.23×2.94/3.01×2.93/094m

平面形隅丸方形 床面積6.98m2

重複KH-6を切る。

確認.調査Ⅳ層上面で，長軸4m,短軸3mの隅丸長方形の住居跡が数軒切り合ってい

るようなう°ランで確認された。確認面における覆土の状態は，中央部分に3×2mの楕円

形で黄褐色ロームカ罰， その囲りに0．5～1.0mの幅で黒色土が，一番外側は褐色土がめぐっ

ていた。遺構の切り合いが予想されたので，住居跡と思われるう．ランの長軸とそれに直交

するように，十字にトレンチを設定し調査を開始した。う．ランの端の方は深さ20cmほどで

29



床面が検出されたが， 中央部の方ではなかなか検出されないため， トレンチに沿ってセク

ションベルトを残し面的に掘り下げた。その結果，幅60cmのベンチカ訂周囲をめく･り，床面

までの深さが94cmと深い住居跡であると思われた。 ところが，その後の調査で，ベンチ状

と思われたものは土層断面の観察から別の住居跡(KH-6)であることが判明, KH-5

とKH-6は切り合い関係にあることカゴわかった。新旧関係はKH-5の方が新しい。

遺物は小片をのぞき位置，高さを記録し， 1点ずつ取り上げた。炭化材は実測後，樹種

同定のため番号をつけサンプルを取り上げた。

壁全周とも急に立ち上がる。

床床面は黄褐色砂質土の上につくられ， しまりはない。

溝なし。

柱穴住居跡の付属ピットは全部で11個検出された。HP-10･11は床面精査の段階で確認

された。ピットの深さは10cm前後の浅いものと, 40cm前後の深いものの2種類に分けら

れる。HP-1, 2, 3, 10(9), 4(5, 6)の5個が主柱穴と思われる。

炉床面の中央部に黄褐色砂質土が焼けた状態で確認された｡焼土の厚さは， 1～2cmで

遺物は出土していない。

覆土 1層は汚れたロームでほかの遺構の掘り上げ土であろうか。層厚40cm｡ 2層は褐色

土で焼土と思われる｡径35cmの広がりで,その周囲に拳大より大きめの礫を2個確認した。

ほかに遺物は出土していない。 3層は自然堆積層である。

炭化材床面の上5cmより検出された｡床面の北東側をのぞいて全体に分布している｡全

体的には求心状に分布しているカゴ，北西～南西の壁際では丸太状の炭化材が壁に貼り付い

た状態で検出された。炭化材の残存状態は良好である。なお，遺構平面図中のセクション

ポイントA-B, C-Dにそって開けたトレンチからも炭化材は出土したが，発掘途中で

取り上げたため炭化材の出土状況図ではぬけた状態となっている。

遺物出土状況土器654点，石器等256点，土製品4点，計914点の遺物が出土した。このう

ち床面出土のものはスクレイパー1点， フレイク1点のみである。遺物の出土状況は，覆

土中では散在している。遺物別では土器力ざ北西側に，礫が東側にかたよって分布する。図

Ⅲ－11－1の土器はフ・ラン中央部の床上30cmから口縁部が比較的まとまった状態で出土し

た。

遺物土器はⅢ群B類の榎林式のものが多い。復元できた土器は2個体である。 1は，ゆ

るい山形の突起が4か所にある。胴部が若干ふくらみ，底部が急にすぼまる瓶形の土器で

ある。地文は,RLの原体による斜行縄文で， 口縁上部では斜行するが，胴部から底部にか

けては横走する。施文は，浅いためかところどころ消えている。胎土は，ザラザラとして

いる。 2は，先の尖った山形突起が口縁部に3か所ある。口唇部は，肥厚しその断面形は，

切り出し形である。底部は若干張り出す｡地文は,RLRの原体による複節の斜行縄文である。

器面の調整は,内外面とも良好でとくに底部外面は,底部より5cm上までよく磨かれてい

る。 3は, I群B4類の胴部破片。 4は， Ⅲ群B類の胴部破片である。厚みがあり，底部に

近い部位と思われる。 5～9, 11はⅢ群B類（榎林式）の土器と思われる。 5は口縁部の

破片で， 2本の横走する沈線文と口唇に1条の縄線が施文される。 7の口縁上部にも1条

の縄線文がみられる。 9は，山形の突起部で,RLの原体による斜行縄文が口縁の上部まで

施文されている。

KH－ 6

’

出土状況

榎林式

”



Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物

石器は， 13力、石鑛， 14～17がスクレイパー, 18がたたき石, 19．20はすり石である。 20

をのぞいて， いずれも覆土の上部から出土している。

21, 22は円盤状土製品である。いずれも胎土の特徴からⅢ群B類（榎林式）の土器片を

利用して作られたと思われる。KH-5からは，このほかに円盤状土製品が, 2点出土して

いる。いずれも覆土出土のもので， 1点は径5cmで，中央に孔はあけられていない。もう

1点は，径3cmで中央に孔力罰あけられているが,全体の半分ほどしか残存しない。

時期床面近くから出土した土器(図Ⅲ－11-1)から，縄文時代中期中葉(榎林式)の頃

と思われる。なお、床面近くより検出された炭化材の'4C年代測定の結果は, 3,950±60y.

B.P.(KSU-1653)である。 （佐川俊-)

状
品

円盤
土製

KH-6 (図Ⅲ－12,図版8 ･ 9)

位置F-37,G-36･37 規模4.21×3.44/4.02×3.30/0.38m

平面形隅丸長方形 床面積12.35m2

重複KH-5,KP-43･44に切られる。

壁北西および南の壁の一部が,KP-43･44によって壊されている。そのほかは全周とも

急に立ち上がる。

床黄褐色ローム中につくられ， よくしまっている。

溝なし。

柱穴床面の西隅より1個検出されたのみである。柱穴については， さらに床面を精査し

たがこれ以上は検出できなかった。

覆土覆土は1層のみである。暗黄褐色でよくしまっており， ところどころブロック状で

ある。KH-5の覆土とは明らかに異なる。

遺物出土状況床面より2個体分の土器が出土している。北西の床面より小さい完形土器

（図Ⅲ－12-1)力葡横になった状態で,南の床面より図Ⅲ 12-2の土器が横につぶれた状

態で出土した（図版8－4 ． 5）。

遺物 lは， Ⅲ群B類の土器で口縁部に2個の山形突起がある。突起は，沈線文の構成力●

4単位であることから，本来は4か所にあったと思われる。地文は,LRの原体による斜行

縄文である。内面調整及び焼成は良好である。 2はⅢ群B類（榎林式）の土器である。突

起は， 円形の孔のあいた山形突起とそのすぐ右隣にそれより小さい突起の2個一組のもの

が， 3か所にある。 口縁および，大きな突起の円形の孔の周囲に一条の沈線文がある。内

面の調整は，底部近くまでよく磨かれ良好である。 5は， Ⅱ群B類（円筒下層c式相当）

の底部破片である｡地文はRLの撚糸文で,胎土中には織維の混入及び細砂礫の混入が認め

られる。

時期床面出土の土器（図Ⅲ－12－2）から，縄文時代中期中葉（榎林式）である。

（佐川俊一）

ブロック状

榎林式

KH-7 (図Ⅲ－13･14, 図版10-1)

位置G-15･ 16 規模3.28×2.83/3.04×2.64/0.34m

平面形多角形 床面積5.46m2

重複なし。
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壁北から南東側の壁は残存するが， ほかは削平されてない。残存部の壁の立ち上がりは

急である。

床Ⅳ層中につくられている。西側は，壁面が壊されているが床面は残存する。

溝東および西の壁際に一条の溝が認められた。

柱穴南西壁より内側に深さ11cmのHP-1が検出された。

炉床面中央部よりやや東寄りに60×50cmの方形の石組炉がある｡炉を囲む石は全部で11 石組炉

個あったと思われるが， そのうち西側の2個は抜かれて現存しない。石はすべて上半部が

焼け赤色化し，表面には黒色の有機物が付着している。

覆土石組炉中の土である覆土3層には炭化物が含まれるほかは何も検出されていない。

遺物出土状況覆土中より土器79点，石器等が18点出土している。床面出土のものは石組

炉などの礫を含め19点である。北西の壁際からは大きな石皿力罰出土している。

遺物 1～4は， Ⅱ群B類（円筒下層c式相当）の土器片である。 2， 3は，色調･胎土

の特徴から同一個体のものと思われる。色調は，表面が茶褐色を呈する。胎土中には繊維

の混入および砂粒の混入が多く認められる。 5～10は， Ⅲ群A3類の口縁部破片。 11は，同

じくⅢ群A3類の胴部破片である。8は，横走するRLの原体による斜行縄文の上に断面が三角

形に近い2本一組の貼付帯が斜めに施されている｡11はRLの結束第二種斜行縄文が施され

た，やや厚みのある胴部の破片である。 12は，槍先・ナイフ。 13． 14は， スクレイパー。

15は, 36×36cmの大きさの偏平で大型の台石・石皿である。使用面は一面のみである。 台石・石皿

時期床面出土の遺物がないものの，石組炉の存在から縄文時代中期後半～末頃と思われ

る。

（佐川俊一）
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Ⅲ遺構と遺物

KH-
B28 70~Ａ

ｌ

.’
一

ﾕｰｰｰｰｰｰ－~－－－－コ
一

７
１

黒褐色土

褐色土（ローム粒を多量含む）↑
１

２

‐
Ｉ

Ｄ
’Ｃ

ｌ 1

1

／ 》

C

／

~

Ｉ

Ｉ
１
１
ｌ
い
、

／

_／
一-一二

一

＝於 ｜m
一

0＜一

1

一
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KH－8 (図Ⅲ－15～17, 図版11)

位置F・G-12～14, H-13･ 14規模 (9.70)×5.66/(9.50)×5.20/0.14m

平面形楕円形 床面積37.82m2

重複なし。

確認･調査耕作土を剥いだ段階で平面形を確認した。この地区は，第Ⅲ層上面を近代の削

平によって消失している。長軸方向と， これに直交する2本のセクションベルトを残し掘

り下げた，貼床下位まで調査した。遺物はすべて1点ずつ記録した。住居跡の長軸方向は，

N-25°－Eである。

壁南西端は，床面まで削平されている。他は壁力罰若干残されており， ほぼ垂直に立ち上

がる。覆土と壁の界面は明確である。

床黄色粘土を貼り，堅くしまっている。床面は平坦に構築され， 3か所に炉跡がある。 貼

貼床の厚さは5～10cm程あり，地山は砂質のロームである。

溝壁際全周を僥る溝が1本認められた。

柱穴貼床上から掘り込まれた柱穴のうち, HP-12･13･15を除<12個力訂KH-8に直接

関わる柱穴と思われる。なお,HP-9は貼床面より約40cm掘り込まれている。貼床下位

より検出された柱穴(HP-16～29)は平均して，掘り込みが浅く ， これらの柱穴は,KH-

8の構築以前にあった住居跡の柱穴と思われる。

炉HF-2 ･ 3･ 4は地床炉で,HF-1は炉底力ぎ窪んでいる。

覆土最下位が残存する。

遺物出土状況床面からの出土遺物は少ない。住居跡から出土した遺物総点数は230点で、

このうち土器75％，石器等は25％である。

遺物復元可能となった土器は1個体である。 1は，胴部がやや膨らみ， 口縁から若干開

き平縁である。口唇には連続した縦方向の撚糸圧痕を付し， 2個一組の突起を四方に配す。
‐り

突起下位には，横位に粘土帯を貼付する。Ⅲ群A3類でサイベ沢Ⅷ式と思われる。 Ⅵ

拓影の土器は，すべてⅢ群A3類の時期である。

石器は， 16の石錐が貼床である黄色粘土中より検出された。 17･22は両面加工のスクレ

4Z

サ

床

イベ沢
Ⅶ 式
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Ⅲ遺構と遺物
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イパーである。

時期縄文時代中期中葉と思われる。 (前田正憲）

KH-9 (図Ⅲ－18,図版10-2)

位置G-23 規模2.18×1.97/1.99×1.90/0.26m

平面形隅丸方形 床面積3.09m2

重複なし。

壁東壁は5cm,西壁は35cmである。

床平坦

溝・柱穴・炉いずれも検出されなかった。

遺物出土状況・遺物覆土2層から土器のみが8点出土した。いずれも細片であるが，器

厚や混和材の状態から縄文時代中期に相当するものと考えられる。

時期不明 （石川朗）

KH-10 (図Ⅲ-19～21,図版12－1)

位置E･F-22･23 規模4.19×3.45/3.96×3.26/0.36m

平面形隅丸長方形 床面積11.11m2

重複なし。

43



~

"~
’ ’ ｡

一■－－

0 5cm

今

一℃

鶴
－4

Q6－5

＜＞

C9

11

&~
卜至

13

O IOcm

図Ⅲ－21住居跡00)･KH-10遺物

確認･調査Fラインで断面を確認した。住居跡掘り込み面はⅡ層中にある。西半分はⅣ層

中まで削平されていたのでセクションベルトは覆土の残り力、良好な長軸方向に1本設定し，

調査を進めた｡床面で平面形を確認したピットの発掘作業が終了した後,床面を5cm掘り

下げ引き続きピットの検出を行った。

壁Fラインの土層観察から，壁の高さは約36cmである。削平を受けている部分では，約

7cm確認された。

床中央部力ざやや深い。

溝南西コーナの一部を除き壁際にある。大きさは最大で幅9cm,深さ6cmである。

柱穴付属ピットは合計11個検出された。このうち形状や規模からみてHP-2, 3を除い

たものが柱穴と考えられる。HP-1, 8は深さがそれぞれ68, 66cmあり長軸上に位置し

ている。このほかは深さ30～46cmあるもので,HP-7, 9は8の東と西に隣接している。

HP-4, 5の擴口の一部には焼土(HF-1)力罰形成されている。HP-6は床面下5cm

の深さで平面形が確認できたものである。

遺物出土状況床面出土カミ12点，覆土出土が244点ある。垂直分布からみて，覆土出土の遣

ピッ トの

検 出
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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~物は住居跡廃絶後のくぼみに流れ込んだものと考えられる。

遺物 4 ． 7～9 ･11は床面, 2 ･ 5 ･13は付属ピット内， このほかは住居跡覆土から出土し

たもの。 1， 2はⅢ群A3類土器。 4～6は石鑑。 4は背面に礫面が残っている。 6は肉厚

で先端がドリル状に細く尖力罫っている。 7～11はスクレイパー， 12はすり石, 13はたたき

石である。石質は4力罰黒曜石， 5， 6， 8～11が頁岩, 12, 13が安山岩である。

時期榎林式の住居跡であるKH-11と住居跡の規模,柱穴配置が類似しており，本住居跡

も同時期と考えられる。 （石川朗）

KH-11 (図Ⅲ-22～24,図版12-2, 13-1, 2)

位置E-20 規模4.02×3,33/3.88×3.88/0.38m

平面形隅丸長方形 床面積10.24m2

重複なし。

調査・確認Ⅳ層上面で平面形を確認し長軸と短軸にそれぞれセクションベルトを設定し
た。

壁床面から直角に近い角度で立ち上がる。

溝壁際を一周するものと，壁より20～50cm内側に掘られたものがある。内側の溝は西側

では確認されなかった。大きさは壁際のものが最大で幅8cm,深さ5cm,内側のもの力ざ

幅15cm,深さ4cmある。

床面内側の溝より内部が，ほかと比べ約5cm程深<,二段構造をなす｡堅くしまっている。

柱穴付属ピットは10個検出された｡このうち断面が皿状をなすHP－9を除いたものが柱

穴と考えられる。HP-3, 6は深さがそれぞれ60cm, 56cmあり，長軸上に位置している。

これに次ぐ．ものはHP-1, 2, 4, 5で深さが30～40cmある。また1と5, 2と4は口

径が類似しており，これらはHP-3を中心にして東側にHP-2と1が，西側にHP-4

と5力、各おのおの対称する位置にある。このように主柱穴と考えられるものが2個長軸上

にあり，一方の主柱穴の両脇にやや浅めの柱穴力訂配される状態はKH-10と共通している。

炉長軸中央に2か所ある(HF-1, 2)｡いずれも下位に浅いピットをもつもので， その

深さはHF-1"r4cm,HF-2が8cmである。

覆土・炭化材 3， 5層から多量の炭化材が検出され，火災住居であることがわかった。

炭化材の残存度は北西部において最も良好で， このほかでは殆んど材として確認されなか

った。炭化材には丸太状，板状，枝状のものと小片がある。丸太状材は変形が著しい。各

材の大きさは，丸太状のものが巾15cm,厚さ8cm,板状のものは，最大で長さ100cm,巾

10cm,厚さ2cm,枝状のものは直径が2～3cmである。形状別に出土状態をみると，丸

太状材が竪穴中央の長軸方向にあり，壁からこれにむかって板状，小枝状材が倒れこむ様

子が観察された。下位の焼土層（7層）は炭化材の分布と一致している。

遺物出土状況床面出土力罰336点，覆土出土が372点ある。床面出土遺物のうち273点のフレ

イク･チップ．は北西コーナー，東側の壁際, HP-9擴底の3か所に集中していた。北西コ

ーナの集中箇所からは， たたき石も出土しており，住居内で石器製作が行なわれた可能性

も考えられる。

遺物 1, 7～9, 11, 13, 14は床面出土, 1, 6は榎林式土器。 2は小突起をもつ口縁部破

片。横位に6条の縄線文が施され，その間に縄と管状工具による刺突力：みられる。Ⅲ群AⅡ

KH-10

石器製作
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Ⅲ遺構と遺物
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類土器。 3～5はⅢ群A3類土器。 7, 9～llは有茎の石鑛。 8は茎部の不明瞭な石鑛。 12

はスクレイパー。 13, 14, 15は楕円礫, 16は棒状礫をそれぞれ素材としたたたき石。 17は

すり石。石質は9力罫頁岩。 7, 8, 10～12力罫めのう質頁岩, 14, 16が砂岩, 13, 15, 17が

安山岩である。

時期床面出土の土器から，縄文時代中期中葉（榎林式） と考えられる。住居跡より出土

した炭化材の'4C年代測定の結果は, 3,920±35y.B,P.(KSU-1654)である。
（石川朗）

KH-12 (図Ⅲ-25～27, 図版14-1, 2)

位置E-17･ 18 規模2.81×2.44/2.68×2.21/0.31m

5Z



平面形隅丸方形 床面積5.06m2

重複KP-73を切る。

確認･調査耕作土を剥いだ段階でプランを確認した。この一帯は第Ⅱ．Ⅲ層を近代の削平

により消失している。長軸方向にセクションベルトを残し掘り下げた。遺物はすべて1点

ずつ記録した。住居跡の長軸方向はN-80｡-Wである。

壁上部が削平されているが，床からほぼ垂直に立ち上がる。東壁は，覆土と同色で界面

力§判然としない。北東コーナーの壁は近代の撹乱を受けている。

床黄色粘土を貼り，固くしまっている｡床面は中央がやや窪む｡これは,下位にあるKP-

73の覆土が，沈下したためと思われる。

KP－73 溝西壁を除いて緯る°またHP-3にかかる弧状の溝が認められるが，これはKP-73の

覆土の沈下に伴って生じたクラックの可能性がある。

柱穴 5個検出された。HP-3･5は径は細い力烹床面からの深さは,HP-4と同様50～60

cIn程ある。HP-1･2は床面からの深さが20～30cmである。床面中央に小規模のピット

が並ぶが深さはいずれも5cm未満である。

炉床面中央に位置し, 0.26×0.22mの規模でやや窪む。

覆土上位は削平されている。 2層に炭化物ｶﾐ混入している。

遺物出土状況主として覆土2 ． 3層中より出土し，西に偏して密度が高い。遺物総数は

772点で， このうち土器は95％，石器等は5％である。

遺物復元可能となった土器は3個体である。 1は，口縁に上端の窪む突起を四方に配す。

胴部上半には， 2本1単位の沈線で文様を描く。底部は張り出す。 2は深鉢形で平縁の口

縁に2個一組の突起を四方に配す。突起下位には，縦に橋状の粘土帯を貼付する。底部は

網代痕若干張り出す。 3は網代痕のあるやや張り出す底部を有す。いずれもⅢ群A3類(サイベ沢

Ⅶ式） と思われる。

拓影の土器は，すべてⅢ群A3類に含まれる。

石器は, 20がドリルで, 21～23力§スクレイパー。 24はたたき石である。

25は木の葉状の器形をし， 中央部をつまみ出す土製品である。

時期縄文時代中期中葉と思われる。 （前田正憲）

KH-13 (図Ⅲ-28･29,図版15-1)

位置G･H-9 ･ 10 規模4.8×(2.34)/4.26×(3.21)/064m

平面形円形？ 床面積 (7.70)m2

重複KH-14に切られる。

確認･調査第Ⅱ層下位でプランを確認した。Hラインと'0ラインに沿ってセクションベル

トを残し掘り下げた。床の下位まで調査した。遺物はすべて1点ずつ記録した。斜面に構

築されており，東側は崖で崩落している。

壁北側と西側は傾斜力罰あり，南側はほぼ垂直に立つ。北側の壁面は，覆土との界面があ

まり明確では無い。

床砂質の黄色粘土で床を貼っており，硬質である。床面はやや凹凸があり，全体的に南

側に低く ，傾斜している。

溝なし。

貼 床
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Ⅲ遺構と遺物

柱穴 3個検出された。床面からの深さは40～50cmである。貼床の下位からは検出されな
かった。

炉なし。

覆土第7層は北側から流れ込んでおり,KH-14の掘り上げ土と思われる。また，西側か
らの流れ込みは, KP-6の掘り上げ土の可能性がある。

遺物出土状況主として床面近くから出土する傾向がある。住居跡から出土した遺物の総

点数は65点で， このうち土器は18％，石器等は82％である。

遺物土器は完形となった個体は無く ，拓影の土器はⅢ群Al類（円筒上層a式相当） と
III群A3類(サイベ沢ⅥI式）である。

石器は8 ･10･12が床面より出土した。 14は床面直上の第7層中より検出された。 ll ･

12は14の石核に接合した剥片である。

時期縄文時代中期と思われる。 （前田正憲）

掘り上げ土

接合資料

KH-14 (図Ⅲ-30～38, 図版16, 17)

位置GH-10･ 11 規模5.28×(3.90)/5.09×3.68/0.36m

平面形隅丸長方形 床面積 (15.94)m2

重複KH-13を切る。

確認・調査耕作土を剥いた段階でう°ランを確認した。住居跡の西半は，覆土上位力罰近代

の耕地造成のため削平されている。Hラインとl1ライン上に土層観察のためのベルトを残

し掘り下げた。覆土内の遺物は基本的に1点ずつ記録した。長軸方向は,N-15｡－Eであ

る。

壁ほぼ垂直に立ち上がる。南西隅は不明の落ち込みにより攪乱を受けている。東側は崖

に面し南東隅はKH-13と重複する。

床黄色粘土を貼っており，堅くしまっている。床面はほぼ水平に構築され， 4か所炉跡

がある。

溝北・東壁に沿って検出された。

柱穴KH－14に関わる柱穴は, HP－5 ･ 7 ･ 8～10の計5個である。貼床下に構築され

た柱穴は, HP-1 ･ 3 ･ 4 ･11･12で， このうち11の覆土を掘り込んでl力罫掘られている。

炉 4か所検出されたが,いずれも小規模なもので,HF-1は炉底をやや掘り窪め, 2～4

は地床炉である。

覆土炭化材の分布などから， 5層はKH-14の屋根の覆い土と思われる。

炭化材主として5層上面に，住居跡に対し放射状に検出された。丸太状のものが多く ，

主として壁際に検出される。

遺物出土状況床面から出土した遺物は少なく ， 多くは覆土中位（5層）から上位にかけ

て検出された。土器は完形となるものが多く ，横位に押しつぶされた状態で検出された。

また，住居跡中央2か所の覆土中に， フレイク・チップ°の集中する部位が認められ， どち

らも5層より上位である。動物形土製品も覆土上位より出土し，Ⅲ群A3類(サイベ沢Ⅶ式）
の土器に伴って検出された。覆土中の遺物総数は12,151点で， このうち土器は17％，石器

1％で，剥片が82％である。

遺物土器は図示したものすべてがⅢ群A3類に含まれると思われる。図Ⅲ－33－1は， 口
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Ⅲ遺構と遺物

唇に縦方向の撚糸圧痕を有するもので平縁である。 2は大きく開く口縁で， 四方に山形突
起を配す。 口唇部は粘土紐を貼り肥厚させ，縦位に撚糸圧痕を付す。胴部文様帯は， 2本
一組の粘土紐を貼り付ける。粘土紐は撚糸圧痕を施す。馬蹄形圧痕を有し， 山形突起下方
には，渦巻状に粘土紐を貼付する。底部付近は縦方向にミガキ痕が認められる。 3は， 口

縁が開き山形突起を有する。山形突起下には, Y字状把手を付す。文様帯は, 2本一組の

粘土紐と， 馬蹄形圧痕で構成される。文様帯下位に綾らす太い粘土帯部にも馬蹄形圧痕を
付す。底部は張り出す。 4は口縁に2個一組の突起と，単独の突起を交互に配す。各突起
の下位には横位に橋状の粘土帯を貼付する。 口唇には縦方向に粘土を貼付し， その上部に

撚糸圧痕を付す。文様帯の粘土紐上には，縦方向に撚糸圧痕を付す。底部は張り出す。 5

は口縁に2本の粘土紐を貼付する。 口縁はゆるやかな波状を呈すかも知れない。 6は口縁

カミやや開く。 口縁の四方に突起があり， 2個一組の突起と，単独の突起を交互に配す。突

起の下位は，縦方向に橋状の粘土帯を貼り付ける。口縁部には粘土紐を2本一組で貼付し，

弧状の連続文を構成する。粘土紐上には， 2条の撚糸圧痕文を付す。 7は胴部から口縁に

かけて直線的に開く器形である。 2本一組の沈線で山形突起を結ぶ様にめく．らす。胴部中

央にも同様の2本一組の沈線を緯らす。沈線は半裁竹管状工具の内側で施文する。 口唇に

は縦方向に撚糸圧痕文を施す。 8は口縁に山形突起を有し， その端部に縦方向の刻文を施

す。 口縁部文様帯は， 2本一組の沈線で，半裁竹管状工具の内側で施文する。底部付近は

縦方向のミガキ痕がある。 9は口縁にl対の突起を有し，その下位に瘤状突起を貼付する。

口唇に縦方向に縄の圧痕文を施す。底部はやや張り出す。 10は他と比べ砂粒に富む胎土で

ある。ゆるやかな山形ロ縁である。 口唇断面形は鋭角的に作出され，縦方向に縄の圧痕を

付す。 11は， 口唇部に粘土帯を貼付し，縦方向に縄の圧痕を付す。底部はやや張り出す。

12は大きく開く口縁で,山形突起はやや内向する。山形突起には直径lcm程の小孔を穿つ。

底部付近は縦方向のミガキ痕がある。 13は大きく外反する口縁を有する。 口唇に胴部と同

じ縄文を施す。 口縁部に補修孔を穿つ°底部はやや張り出す。底部付近には縦方向にミガ

キ痕を有する。

拓影の土器は， 14がI群A類で, 15はII群B類, 16～22はIII群A3類である。石器は, 23

～27力ざ石雛で， 25～27は先端部あるいは基部が欠損する。 28はドリル。 29～32がつまみ付

ナイフで， 31は両面加工のもの。 32は打点に対し側縁方向につまみを有するもの。

33～39はスクレイパーで，両側縁あるいは一側縁に刃部を有するもの。刃部は両刃の

ものもある。 40～47は槍先あるいはナイフと思われるものである。 40と45は同一地点より

検出された。ここからフレイク・チップ．が38点検出され， それぞれの石器に2点ずつ剥片

が接合している。 41～43は住居跡東側の剥片集中出土地点（4,932点）より検出され， それ

ぞれの石器に2点ずつ剥片が接合した。 45～47は，住居跡西側の剥片集中出土地点(4,623

点） より検出され， 45に2点， 46に3点接合した。 47は被熱している。 48．49の石斧は先

端部が欠損する。 50･51はすり石で一側縁に使用痕を有す。 52･54が砥石。 53がたたき石

で端部に使用痕力罰認められる。 55は台石あるいは石皿と考えられ，被熱し赤化した部位が

認められる。

土製品・石製品は6点図示した。 56．57はミニアチュアの土器で， 58は脚付土器の脚部

破片である。 60．61は石製品で，端部に小孔を穿つ。 59は動物形土製品で， シャチを模し

たものと思われる。 59に関してはV－3で詳述する。

拓影土器

フレイク・

チップの集中
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’

時期縄文時代中期中葉と思われる。なお,覆土第5層中より出土した炭化材の'4C年代測

定の結果は3,900±40yB.P.(KSU-1655)である。 （前田正憲）

~KH－15 (図Ⅲ－39,図版15-2)

位置G･H-17 規模2.30×2.06/2.12×1.78/0.38m
平面形隅丸方形 床面積3.05m2

重複なし。

壁壁の立ち上がりは全周とも急である。

床Ⅳ層中につくられている。踏み硬められるほどではないがしまりがある。
溝壁際に一条あるカゴ，西の壁際の一部ｶｺ途切れている。

柱穴付属ピットは全部で4個検出された。HP-1をのぞきいずれも10cm以下の浅いもの
である。

炉なし。

遺物出土状況遺物はすべて覆土中より出土している。土器が24点，石器等が8点の計32

点である。HP-2の近くから，人頭大より大きめの礫が1点出土している。床面より若干

上のレベルから出土している。礫の表面に使用の痕跡は認められない。

遺物 1， 2はⅢ群A3類の口縁部の破片である。 3～5は，同じくⅢ群A3類の胴部破片で
ある。

時期溝があることから縄文時代中期と思われる。 （佐川俊一）

~
礫

KH-16 (図Ⅲ-40～48,図版18･19)

位置E･F-10～12 規模5.32×4.20/4.79×3.56/0.50m

平面形隅丸長方形 床面積15.30m2

重複KH-19,KP-92を切る。KP-91に切られる。

壁全周とも急に立ち上がる。

床床は全体に堅くしまっている｡本住居跡と切り合い関係のあるKH-19とをつなぐ｡トレ

ンチを入れたところ,KH-19との切り合い部分については厚さ35cmのロームで貼床をし

ていることが判明した。

溝壁際に一条あるが，部分的に途切れる。 とくにKH 19との境は確認できなかった。

炉床面中央部に浅い掘りこみの炉を確認した。炉の焼土(HF-1の2層）をフローテー

ション・水洗処理した結果，獣骨・魚骨， チップ°を検出した。

覆土 1, 2層はKP-91が掘られた後の自然堆積層である。3層はKH-16に関連するか，

もしくはほかの遺構の掘り上げ土であると思われる。 4， 5層は色調が異なるが炭化物を

少量含む点では共通する。 8層はKH-19の低い床部分を貼床にしたものである。

炭化材床面の6cm上より炭化材の多く分布することを確認した｡炭化材は6個の柱穴で

囲んだ線より内側にあり， とくにHP-1, 6, 5の付近には残存状態の良好なものが分布す

る。またKP-91はKH-16より後から掘られたため，その部分には炭化材が分布していな

い。なお，炭化材は，樹種同定のため実測後，番号を付けサンプルとして取り上げた。

遺物出土状況実測土器・石器を中心に覆土上部出土のもの（図Ⅲ-42上段） と床面近く

および床面出土のもの（図Ⅲ 42下段）に分けて図示した。

骨焼

KP－91

口
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覆土上部より出土した復元土器は7個体，実測石器は13点である。土器の出土状況は，

多くがその場でつぶれたような状態で出土した。 しかしそのなかで6， 7の土器はやや散

在した状態で出土している。覆土上部より出土した石器等の分布には特にかたよりがみら

れない。覆土上部の西壁（チップ°集中地点NO1)および東壁（チップ・集中地点No.2)近く

の2か所でチップ・力:集中して出土した。これらについては，土ごと取り上げ選別した結果，

めのう質頁岩，頁岩のチップが3,039点検出された。このうちチップ集中地点No.1では，半

半分ほどのチップが焼けて赤褐色化していた｡南側の覆土上部で出土した石皿の破片1点が，

フラスコ状ピットKP-75, 86の石皿片と接合している。 （図Ⅱ1-73-24)｡

またチップ°集中地点No.2の北西lmのところに45×30cmの範囲で，骨， チップ．を含ん

だ焼土が検出された。土ごと取り上げフローテーション・水洗処理を行なった。その結果

については後述する。

床面，床面近くより出土した遺物は以下のとおりである。床面からは， 頁岩製のスクレ

イパーが1点(図Ⅲ-47-20)とその近くより同じ石質のフレイクカゴ11点集中して出土した。

67
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Ⅲ遺構と遺物

床面近くからは，実測土器が5個体出土した。それらは， 1個体の土器が横倒しになり完
形もしくはつぶれた状態で出土した｡図Ⅲ－43－1， 2の土器は床面近くより出土している

が（図Ⅲ-43下段)，覆土上部から出土した土器片も各一点ずつ接合している（図Ⅲ-43上
段の1， 2)。また，図Ⅲ－43－1の土器は床直上から出土しているように見えたが，その
土器の下より炭化材が出土している。このことからこれらの土器は床面近くより出土して

いるものの，本住居跡に伴うものではないと思われる。

つぎに,KH－16の覆土中のチップ．混入土壌，焼土のうローテーション･水洗処理の結果

をのべる。資料は，覆土中のチップ・集中地点No.l ･No2, 同じく覆土中の焼土，覆土4層
中のチップ°混入土壌，炉跡(HF-1)の焼土の5か所について採取した。以下，地点ごと
にその結果をのべる。

チップ°集中地点No.1からは，チップ・が2,396点，骨が少量得られた。チップ°は，めのう質

頁岩， 頁岩で全体の量の半分程は，火熱を受け赤褐色化している。骨は，種不明であるが
獣骨の小片がみられる。

チップ.集中地点No.2からは，チップ°が643点得られている。チップ．の多くは，めのう質頁

岩で火熱を受けた跡は認められなかった。骨は得られていない。

覆土中の焼土からは，頁岩のチップ．が88点，骨が2.1g得られた。骨は，獣骨(種不明） 焼
と魚骨が得られている。魚骨は， ホッケもしくはアイナメの小椎体，ニシンの椎体，サケ
科の大型椎体片がみられる。

炉跡(HF-1)の焼土中からは，頁岩のチップ°力罰32点，骨が0.3g得られた。骨はいずれ
も小片のため種不明である。

覆土4層中のチップ・混入土壌からは， チップ｡18点と鳥の脛骨ｶﾐ得られている。

遺物実測土器のうち1～5は床面近くで出土したもの(図Ⅲ-43)， 6～12は，覆土上部実
から出土したものである(図Ⅲ-44～46)。拓影土器では， 5が床面近くから出土している

ほかは,いずれも覆土上部より出土している(図Ⅲ-47)。以下，掲載遺物の特徴について説
明を加える。

lは， 口径45cm,器高64cmの大型土器である。 2個一組の棒状突起が1対, 1個の棒大
状突起がl対，計4か所に突起がある。突起下には，橋状把手およびY字状の把手がある。
口縁部には， 2本単位の貼付帯が，弧状または平行につけられている。棒状突起や把手，
口縁部に施された貼付帯上には1～2条の縄の圧痕が認められる。地文は, LR-RLの

結束第二種羽状縄文力施される。 2， 3は4個の山形突起をもち．突起の外面に，横位の
貼付けや指頭によるくぼみをつける。 口縁部文様帯は， 2～3本単位の沈線で， ゆるい弧

実

大

骨

測土器

型土器

状，直線状の文様を描く。地文は， 2がRLRの複節の斜行縄文, 3がRLの原体による斜
行縄文である。 4， 5は，文様が縄文のみのものである。 4は，弁状突起の外面に縦長の
貼付があり，地文はRL-RLの結束第二種斜行縄文である。内面調整は良好である。胎土
中には, 3mm以下の小礫力ざ多く認められる。 5は, 4個の山形突起のうちの1つに環状
の貼付けがある。地文は, RLの斜行縄文， 口唇にはLRの縄の圧痕がある。胎土中には，
5mm位の小礫を含んでいる。実測図の正面右側には1対の補修孔が認められる。

6は， 3頂の山形突起を4か所にもち，突起の外面に弧状および直線状の貼付けが横位
につけられている。口縁部の文様帯は,胴部の上部路までが2本一組の沈線により，弧状・
直線状の文様が施されている。 7は，五角形の突起が4か所にあり，突起の外面に横長の

刀
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貼付けが1本， その上に2本一組の沈線力:山形状に配されている。 口縁部文様帯には， 3

条の沈線によるゆるい弧状の文様が描かれている。 7は，底部を欠失しているが， 6の土

器とほぼ同じ大きさのものと思われる。 8は， 2個1対の突起が4か所に配されている。

1対の突起は， 山形状の突起で環状の貼付があり頂部には1条の溝がある。ほかの1対の

突起は， 2個の小さな山形突起が並んだもので， そのうちの1組の突起下には，竹管状工

具による縦の刺突文がある。 口縁部の文様帯は，波状の沈線力:5～6段めぐる。地文は，

結束第一・二種羽状縄文力施されている。 4～11は，文様帯が地文のみのものである。 9

は4個の弁状突起があり， その外面には縦長の太い貼付がある。地文は, RL(－部LR)

の原体による斜行縄文が施されている。 10は， 4個の弁状突起をもち， 口唇上には竹管状

工具による刻み目が施されている。地文は, RLRの原体による複節の斜行縄文である。

1lは，細い山形突起力:あり，突起上にはRLの縄の圧痕力§縦に1条ある。地文は, RLの

原体による斜行縄文が施されている。 12は弁状突起上の中央に1つの小突起をもち， 口唇

上には，細い縄の圧痕が認められる。地文は, RL-LRの結束第二種羽状縄文である。

器 拓影土器は， 1がⅡ群B類の口縁部破片である。胎土中には，繊維の混入の痕が多く認

められる。 2は，Ⅲ群A1類の口縁部破片である。 3～8はⅢ群A3類の口縁部および胴部の

破片である。 3は， その大きさからミニアチュア土器の口縁部と思われる。 8は，結束第

一種羽状縄文力施された土器で，胎土中には，小礫・砂粒が多く含まれている。

器 石器の多くは，覆土上部より出土している。 9～14は石鑑，すべて頁岩製である。 15は

槍先・ナイフ。 16～25はスクレイパー， このうち20は床面出土のものである。 26, 27は石

斧で， 2点とも緑色泥岩製である。 26は刃部を欠失している。 27は，右側面に擦り切り痕

がみられる。28, 31は，たたき石。このうち28はHP-1の覆土中より出土したものである。

29, 30はすり石。 32, 33は， 台石・石皿である。 33は，接合資料で，図の上部のものは，

床面近くより，下部の方は，覆土上部より出土したものである。

時期床面近くの土器より，縄文時代中期中葉（サイベ沢Ⅷ式）の頃と思われる。なお，

床面近くの炭化材の'4C年代測定の結果は, 4,160士35y.B.P.(KSU-1656)である。

（佐川俊一）

’

拓影土器

石

KH-17 (図Ⅲ－49, 50, 図版20-1)

位置D･E-14～16, F-15･ 16規模10.50×6.44m(床面のみ）

平面形楕円形 床面積53.46m2

重複KP-69, 70, 71を切る。KP-89に切られる。

平確認・調査すでにⅣ層上面まで耕作力ざ及んでいたため，床面，付属ピット，炉力ざ確認で

きたにとどまる。調査はこれらを記録した後に床面をさらに掘り下げ， そのほかの付属ピ

ットなどの検出を行なった。

壁耕作によって消失している。

床Ⅳ層上面で楕円形の暗黄褐色を呈する範囲を確認した｡この暗黄褐色土はKP-69,70,

71の擴口の一部を覆い,KP-89の擴口には認められなかった。これらのことから各ピット

との新旧関係がわかった。床面はわずかに南側に傾斜する。

溝なし。

柱穴合計19個の付属ピットがある。HP-1～9, 12は床面で, 11, 13～19は床面を約30

削

7召
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Ⅲ遺構と遺物

cIn掘り下げた段階でそれぞれ確認された。これらは深さが28～90cmとばらつき力§大きい

が,断面形や覆土の状態から柱穴と見なし得るものである。HP-1～8は床面外周より約

1m内側にあり，長軸を中心にHP-2と8,HP-3と7,HP-4と6がそれぞれ対称

する位置にある｡HP-1に対応するものはKP-89によって切られた可能性力ざある｡HP-

5に対応するものは検出できなかったが， これを含めて10個の柱穴が主柱穴をなすものと

考えられる。

炉長軸上やや南寄りの位置とHP-4および5の南側の3か所に地床炉がある｡長軸上の

もの(HF-1)は下位に深さ10cmの皿状のピットがある。

遺物出土状況すべて付属ピットおよび炉内から出土したもので合計702点である。このう

ち604点はHF-1覆土を水洗処理した結果得られたチップ･である。

遺物 1は弁状突起部破片。体部には縄文地に4条の平行沈線文が， 口唇には縄の圧痕力：

それぞれ施されている。 1～3はいずれもⅢ群A3類土器。 4はつまみ付ナイフ。つまみ部

を作り出した粗雑なもの。背面には自然面が残されている。 5は石斧。 6はたたき石。石

質は4がめのう質頁岩， 5力、泥岩， 6カゴ安山岩である。

時期縄文時代中期中葉と思われる。 （石川朗）

主柱穴

水洗処理

KH-18 (図Ⅲ-51～53,図版20-2)

位置E･F-21．22 規模4.19×3.45/3.96×3.26/0.36m

平面形隅丸長方形 床面積11.11m2

重複KH-19を切る。KP-3より新しい。

確認･調査Ⅱ層調査中に平面形と黄褐色土の広がりを確認した。この黄褐色土はKH-18

の覆土にはなく周辺のD･E-7～9区,F-8区，およびKH-19竪穴内に分布しており，

遺物力ざまったく出土しなかった。 このことから本住居跡の掘り上げ土と考えられる。なお

KP-3との新旧関係は， この掘り上げ土が擴内に直接堆積していることから判断した。

壁立ち上がりは明瞭で，高さは34cmある。

床平坦である。

溝北コーナーを除き壁際に掘られている。大きさは最大で幅10cm,深さ5cmである。

柱穴付属ピットは10個検出された。このうちHP-2, 3, 7, 10は深さが50cm以上あ

り， この4本が主柱穴をなすものと考えられる。

炉長軸上やや西寄りの位置にlか所あり，その下位に深さ7cmの浅い皿状のピットがあ

る。

覆土・炭化材 1層は黄褐色火山灰。遺構覆土で火山灰層が確認されたのは本住居跡のみ

である。床面から5～10cm上位の5層中で炭化材が検出された。このことから本住居跡は

火災住居と考えられる。 これらは平面的には西半分に分布している。炭化材の形状による

特徴的な分布傾向は認められなかった。

遺物出土状況床面出土力§156点，覆土出土が978点ある。床面出土遺物は南半に片寄る傾

向力爵ある。南東コーナ付近からは100×56cmの範囲でチップの集中力罰認められた。これは

土ごと採集し水洗した結果329点のチップ°が得られた。

遺物 2～6， 17， 18は床面， そのほかは覆土から出土したもの。7はⅡ群B類土器の底部お

よび胴部破片。無節の撚糸文が施されている。 lはⅢ群A,類土器。内面，底面ともよく磨

火災住居

チップの

集 中

8Z
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Ⅲ遺構と遺物

かれている。14はⅢ群A3類土器の口縁部破片。横位の耳状突起が貼付されている。17, 18,

20はスクレイパー。 17はチップ・集中箇所から出土したもの。 20は槍先またはナイフの未製

品の可能性もある。 19は槍先またはナイフ。 21はたたき石。 22は石皿・台石。 23は円盤状

土製品。

時期縄文時代中期。床面出土の炭化材の14C年代測定結果は,3,930~40y.B.P. (KSU-

1657)である。 （石川朗）

KH-19 (図Ⅲ-54～63,図版21～23)

位置E･F-9～11 規模7.60×6.74/7.48×6.46/0.58m

平面形五角形 床面積41.74m2 (上段を含む総床面積）

重複KH-16． 18に切られる。

確認･調査Ⅳ層上面で北側と南側の一部をKH-16,KH-18にそれぞれ切られる細長い

五角形のフ・ランを確認した。長軸はほぼ南北方向で南側は角，北側は五角形の底辺の部分

にあたる。北東コーナーはほぼ直角で，東側の二辺は直線的であるのに対し，西側はやや

丸味を帯びている。土層の観察はメインセクションであるFライン， これと直交する方向，

KH-16長軸延長セクションの3面で行なった｡入れ子状に住居跡が重複している可能性も

想定し，覆土の掘り下げにあたってはセクションベルト脇にサプトレンチを設け，重複の

有無，遺物の出土状態について予備調査を行なった。その結果，本住居跡は床面力:2段あ

り， 「ベンチ状」 「ベット状」 と呼ばれる構造をもつものであること，大量の土器が住居跡

廃絶後何枚かの面に一括投棄されていること,KH-18の掘り上げ土と類似するが分布範囲

の異なる土層力§あることがわかった。

これらのことから本格的な掘り下げにあたっては可能な限り遺物出土状態の実測， 出土

層位の記録を行い面の把握に努めた。遺構の実測，写真撮影などの作業がすべて終了した

後に床面をさらに10cm掘り下げ付属ピットの検出を行なった。

壁上段，下段の立ち上がりはいずれも明瞭で高さはそれぞれ40Cm, 27cmである。

床二段構造をなす。上段は平坦，下段はやや中央部がくぼんでいる。上，下段ともに堅

くしまっている。下段床面の平面形は六角形をなす。

溝上段北東コーナ部壁際で確認された。大きさは最大で幅16cm,深さ8cmである。

柱穴KH-19竪穴内には合計37個の付属ピットカ訂ある。これらは確認面の違いからA,B,

Cの3つのグループ．に分けられる｡Aグループ・は床面で確認されたものでHP-1～9,11,

13～17， 20， 26， 28， 33～37の23個,Bグループ．は床面より5cm下位で確認されたもので

HP-10, 18, 19, 21～25, 27, 29, 30～32の13個, Cグループ．は覆土8層から掘られたも

のでHP-12の1個がそれぞれある。このうち位置からみて下段壁際にあるHP-1～6が

主柱穴をなすものと考えられる。ただし,HP-1～4は深さが50cm以上あるのに対して，

HP-5, 6はそれぞれ30, 10cmと浅く ， 口径も小さい。HP-28は深さ力罫57cmあり，位

置的にも主柱穴とみなしうるものである。これはHP-3に切られていることからHP-28

→3という小規模な柱の移動力罰想定される。Bグループ°はすべてHP-1, 4を結ぶライン

より北側にある力ざその分布には規則性はない。これらの覆土は黄褐色土でAグループ．と比

べ堅くしまっていた。 また床面直上にはこれらの覆土と同質の土層堆積は見られないこと

から,意図的に埋めもどされた可能性ｶｺある｡Cグループ．は確認面の位置からKH-19に付

住居跡の
重 複

3 つの

グループ

柱の移動
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属するピットではない。

炉KH-19に伴うものがlか所(HF-1),覆土内で検出されたもの(HF-2)がlか

所ある。HF-lはHP-2と3の中間にあり下位に長さ73cm,幅58cm,深さ5cmの皿

状のピットがある。HF-2は竪穴中央, 8層中で検出された。これは長さ57cm,幅48cm,

深さ9cmのピットに6個の石組みをもつものである｡焼土はピット内および周辺に広力罫っ

ている。

覆土 8～11, 13, 20, 23, 24層は住居廃絶後に竪穴内に流れ込んだものである。 8層の

堆積途中に竪穴のくぼみ中央では, HF-2,HP-12が作られている。 3層はKH-18の

掘り上げ土である。 12層は均質な黄褐色土でかつ無遺物層である， 3層同様一度に堆積し

たものと考えられる。しかし,KH-19東側から中央に向かって堆積しており，乗直方向に

おいても3層とは結びつかない。 これらのことから別遺構の掘り上げ土の可能性がある。

遺物出土状況床面出土力訂47点，覆土出土が4,365点ある。出土層位別に大きく床面， 4層

以下， 1～2層内の3つに分類される。床面では上段壁際で図Ⅲ－57－1の土器が出

土した。 このほかでは石器類が下段から出土している。 4層以下では17, 19層相当から正

立した状態で図Ⅲ－57－2の土器が出土した｡これは周辺の土層を観察することは出来なかっ

たが,埋甕の可能性がある｡HF-2と同レベルないし直上からは図Ⅲ－58-8,図Ⅲ-59-

15の土器や漏斗状土製品，すり石が出土した。 4層上面では9個体の土器(図Ⅲ－57－3，

4， 5，図Ⅲ－58 9～13,図Ⅲ－59-14)がまとまって出土した。いずれもほぼ完形の土

器で，接合はすべて4層上面の遺物だけで帰結している。 これらは3層に直接覆われてお

りKH-18が掘られる直前ないし，その作業中に意図的に廃棄されたものと考えられる。1

～2層からは土偶1個を含む6個体の土器(図Ⅲ-59-16～21)力訂出土している。 4層上面

の土器同様， ほぼ完形でその場で押し潰されたような状態で出土している。平面的にも住

居内東半に集中しており一括廃棄された可能性が強い。

遺物土器が3,827点，石器が58点ある。 1, 43, 51が床面出土。このほかは覆土から出土

した。 1， 22～25, 29はⅢ群A:類土器, 1は口縁部が肥厚する。胎土に植物繊維が微量含

まれる。 29は多軸絡条体の回転文が施される胴部破片。 2, 26, 27, 30はⅢ群A2類土器。

2は縄の圧痕のある貼付帯で文様帯を区画し，貼付帯内際をR2本,L1本の3本の縄を

平行して押圧し， 馬蹄状圧痕文を加えたもの。胴部は結束第一種羽状縄文を縦方向に施文

している。上記以外の土器はすべてⅢ群A3類土器である。 3は口縁部に波状，円弧状の2

本1組の貼付帯をもつもの。貼付帯上には縄により刻みがある。 6は口唇部に3個一組の

突起と1個の突起を1対ずつ配し， 3個突起の直下には横形の耳状把手， 1個突起の下に

は縦形の耳状把手がそれぞれある。 口縁部には2本一組の貼付帯を円弧状に5段施してい

る。貼付帯上には同方向の撚りの2本の縄の押圧がある。円弧状内部の4分の3周は馬蹄

形圧痕文力罫，残り4分の1周は管状工具による刺突力施されている。 7は口縁部を2本一

組の貼付帯で区画し， さらにその内部を弁状突起の最下位貼付帯から垂下する2本一組の

貼付帯によって4等分している。胴部文様は結束第二種羽状縄文である。 8の口縁部の区

画の方法は7と同じである。区画内は貼付帯を網目状に配している。胴部文様は結束第二

種縄文。 10は沈線によって7, 8と同じ区画を行なったもの。区画内は沈線による円弧文

を2段施している。 11～14は， 口縁部に区画をもたないもの。 18は口縁部に2本一組の沈

線を弧状に2段施したもの。胴部文様は17が結束第二種羽状縄文, 18力、結束第一種羽状縄

甕埋

器土
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Ⅲ遺構と遺物

文である。 19は複節の結束第二種羽状縄文力施されたもの， 口唇部には撚紐による刻みが

ある。

33～35は石錐。いずれも茎部が不明瞭なもの。 36は棒状のドリル。両端に使用による磨石 器

減がみられる。 37～39はつまみ付ナイフ。 37はつまみ部のみを作り出したもの。 39は二次

加工力訂背面には全面，腹面には右側縁に浅く施されるもの。 このような加工のあり方から

縄文時代早期に属するものと考えられる。 40～50はスクレイパー。 51， 52は石斧。 51は基

部を敲打調整している。 52は火熱を受け表面が剥落している。 53～59はすり石。 53～58は

半円状扁平打製石器と呼ばれるもの。 59は北海道式石冠。 60～63はたたき石。 64は石核。

打面と剥片剥離作業面のなす角度はほぼ90｡である。 65は台石･石皿。石質は, 33, 35, 37,

38， 46～48力罫めのう質頁岩。 34， 36， 39～45, 49, 50, 64が頁岩。 51が輝緑岩。 52が泥岩。

53～59， 62， 65力罫安山岩。 60， 61が珪岩。 63力罰砂岩である。

66は台付土器の台部破片。底面は上げ底になっている。 67， 68は脚付土器の脚部破片。 土・石製品

焼成，施文力罰共通しており同一個体片と考えられる。69は漏斗状土製品。70は土偶, 71～73

は軽石製の石製品である。

時期縄文時代中期初頭， Ⅲ群A類土器の時期である。 （石川朗）

（2） フラスコ状ピット （図Ⅲ-64～73,図版24.25）

フラスコ状ピットは10基検出された。 これらはすべて東西方向11ラインと20ライン間の

台地上に分布している。この地区はすべてⅣ層まで削平されており，遺構の確認は,KH－

12， 16内にあるKP-73, 91を除きすべてⅣ層上面で行なった。時期は明確に決める判断材

料を欠くが，覆土出土の土器や，遺物の接合状態，周辺の出土土器などから， おおむね縄

文時代中期に相当するものと考えられる。

KP-63 (図Ⅲ－65, 図版24-2)

位置F-19･20 規模2.38×1.80/2.50×2.20/1.32m

平面形楕円形 重複なし

特徴擴底面中央に深さ11cmの皿状のピットがある。

遺物出土状況遺物はすべて覆土から出土した。東側オーバーハング部直下から完形土器

が1個出土している。

遣物総遺物点数は51点。その内訳は土器が43点，石器等が8点である。 1, 4はⅢ群A2

類土器。 2， 3はⅢ群A3類土器である。 ’は口縁部を太い貼付帯で区画し，馬蹄形圧痕文

を施したもの。 口縁直下には蛇行する貼付帯ｶｺある。貼付帯上には縄による刻みがある。

胴部文様は結束第一種羽状縄文。 5は石斧。折れ面を中心に敲打調整が行なわれている。

石質は輝緑岩。

時期縄文時代中期前半。Ⅲ群A2類の時期と考えられる。

完形土器

KP－66 (図Ⅲ－66, 図版25-1, 2)

位置G-17 規模

平面形円形 重複

1.18×1.14/1.60×1.58/1.30m

KP-65に切られる。
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遺物総遺物点数は45点｡その内訳は土器力§1点,石器等が44点である。すべて覆土出土。

6はつまみ付ナイフ。剥片の端部につまみ部を作り出している。石質は頁岩。

時期覆土出土土器から縄文時代中期と考えられる。

KP-69 (図Ⅲ-66)

位置E-15, F-15･ 16 規模1.98×1.62/2.48×2.55/1.04m

平面形楕円形 重複KH-17に切られる。

遺物総遺物点数は15点。その内訳は土器が8点,石器等が7点である。すべて2層下位の

覆土から出土した。 7， 8はⅢ群A3類土器, 9は無茎の石鑑。石質は頁岩。

時期縄文時代中期。

KP-70 (図Ⅲ-67)

位置E-16

平面形楕円形

遺物なし。

時期縄文時代中期と考えられる。

規模2.12×170/2.30×2"16/1.60m

重複KH-17に切られる。

KP-71 (図Ⅲ-67)

位置D-15･ 16 規模

平面形楕円形 重複

切られる。

遺物覆土から礫が35点出土している。

時期縄文時代中期と考えられる。

(古) / /0.76m
(新)1.79×1.58/2.32×1.56/1.94m

擴口部の同じものが重複している｡KH-17に

礫
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図Ⅲ－64 フラスコ状ピット分布図
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Ⅲ遺構と遺物

KP-73 (図Ⅲ－68, 図版25-3, 4)

位置E-17･ 18 規模1.60×1.46/2.70×2.41/1.15m

平面形楕円形 重複KH-12に切られる。

特徴擴口はKH-12の貼床で閉じられている。

遺物覆土からスクレイパーが1点出土している。

時期縄文時代中期と考えられる。

KH－12

KP-75 (図Ⅲ－68,図版25-5, 6)

位置G･H-14･ 15 規模1.50×1.38/2.32×2.22/1"42m

平面形楕円形 重複なし。

遺物総遺物点数は70点。その内訳は土器7点,石器等63点である。すべて6層より下位か

ら出土したものである。 10～14はⅢ群A｣類土器。 15～16はスクレイパー。 18はすり石。 19

はたたき石。 20は台石・石皿。 21は砥石。扁平な円礫の平坦面に細い溝がある。石質は，

16力罰めのう質頁岩, 17が頁岩，他は安山岩である。

時期縄文時代中期と考えられる。

KP-86 (図Ⅲ-69)

位置D･E-17 規模1.58×1.54/1.86×1.84/0.79m

平面形円形 重複なし。

遺物総遺物点数は19点。その内訳は土器9点,石器等10点である。すべて覆土から出土し

たものである。 23はⅢ群A3類土器。 22, 24は台石・石皿。 24はKH-16とKP-75の覆土

から出土したものと接合した状態で図示している。

時期縄文時代中期と考えられる。

接合資料

KP-89 (図Ⅲ-69)

位置D・E-14 規模

平面形楕円形 重複

遺物礫力罫1点覆土から出土している。

時期縄文時代中期と考えられる。

2.49×2.23/3=0O×2.80/0.67m

KH-17を切る。

KP-91 (図Ⅲ-70)

位置E-11 規模1.00×1.00/1.62×1.48/1.72m

平面形円形 重複KH-16を切る。

特徴擴底面に直径12cm,深さ5cmの小ピットカ罰ある｡KH-16の覆土4層上面から掘り

込まれている。

遺物総遺物点数は411点。その内訳は土器188点，石器等が223点ある。すべて覆土から出

土した。 25はⅢ群A1類土器, 26～37はⅢ群A3類土器である。Ⅲ群A3類土器のうち8層か

ら出土した2点が, KH-16のもの（図Ⅲ－43-1)と接合した。 38は有茎の石雛。 39は槍

先・ナイフ。 40は石斧。火熱を受け部分的に変色している。石質は38, 39が頁岩, 40は緑

色泥岩である。
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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KP-91の覆土14層よりチップ．，骨が検出されている。チップ｡,骨は土ごと取り上げてフ

ローテーション及び水洗処理をした結果，チップ・が138点，骨はサメ類(メジロザメに酷似）

の椎体， 烏の頚骨，種不明の獣骨の小片など力罫出土している。

時期縄文時代中期中葉（サイベ沢Ⅶ式） と考えられる。 （石川朗）
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物

(3) 円形・楕円形ピット （図Ⅲ-74～85,図版26, 27）

本遺跡より検出された円形・楕円形ピットは，全部で38基である。形状別の内訳は， 円

形ピットカ罫16基，楕円形ピットが19基， その他が3基である。以下，形状別に分け説明を

加える。

円形ピットは，沢の北側に10基，南側に6基分布する。沢の北側では，緩斜面の35ライ

ンあたりに集中するほかは， その背後の平坦地に点在する。沢の南側では，段丘縁辺部お

よび平坦地に点在する。円形ピットの規模は，径0.4～1.26m,深さ0.09～0.68mで，なか

でも径0.7～0.8m,深さ0.5m程度のものが多い。覆土の状態は，擴底および壁面に黄褐色

土が少量堆積し，その上に黒色もしくは褐色の土力、堆積する例力罫多い。遺物の出土状況は，

覆土中より少量の土器片，石器等が出土する例が多い。特異な例としては， 円形ピットの

覆土上部より土器の底部が正立した状態で出土したものがある(KP－84)。土器の時期は，

Ⅲ群A1類である。円形ピットの重複は,KP-35力ざTピット(KP-36)を切るものと,KP-

41がTピット (KP-26)に切られる2例がある。

楕円形ピットは，沢の北側に11基，沢の南側に8基分布する。ピットは両地点とも段丘

縁辺部から平坦地にかけ点在した分布を示す｡楕円形ピットの規模は,0.75～1.70m(長軸)×

0.6～1.24m(短軸),深さ0.10～l.38mで，平均的なものはLOm(長軸)×0.8m(短軸),深さ

0.4mである。覆土の状態は，円形ピットと同じ堆積をするものがほとんどであるが，なか

には汚れた黄褐色ロームのみ力ざ堆積する例(KP-37, 45),覆土の下部に茶褐色土が，上

部に自然堆積層力罰埋っている例(KP-60)などは特異である。遺物の出土状況は，円形ピ
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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図Ⅲ－82 円形，楕円形ピット(8) ･KP-62, 64, 67, 80
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KP-84
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図Ⅲ－83 円形，楕円形ピット(9) ･KP-84, 90, 92

ツト同様覆土中から少量の遺物が出土する例が多い。その他の例としては，以下のような

もの力ざある。KP-60は覆土中より礫25点， フレイク37点などが出土している。覆土中の土

器は， Ⅱ群B類の時期であるが，遺構の時期については不明である。KP-34, 90の擴底面

近くからは，拳大より大きめの礫が1～3点出土している。KP-11は，他のピットにくら

べ深さが1.38mもあり，土層の堆積状況から, Tピットの可能性もある。楕円形ピットの

重複は，住居跡に切られるもの(KP-92), Tピットを切るもの(KP-55, 58),Tピッ

トに切られるもの(KP-33, 80, 60, 90) ":ある。

その他のピットとしたものは形状が長方形のもの(KP-18),五角形のもの(KP-44)

とがある。 このほかに馬を埋葬した楕円形のピット (KP-82)が1例ある。KP-44は，

その他の
ピ ツ ト
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Ⅲ遺構と遺物

KP-82
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図Ⅲ－84 円形，楕円形ピット(10) ･KP 82

住居跡KH-6を切っている。KP-82は，雌の馬が一頭埋葬されており，その馬の腹部付

近には胎児の骨も見られた。時期は， このあたりを畑地として利用していたころと思われ

る。

円形・楕円形ピットより出土した遺物は，土器265点，石器5点， フレイク・礫力訂133点

の計403点である。以下， 図Ⅲ-85に掲載した遣物のおもなものについて説明を加える。

KP-4 1, 2はⅢ群A1類の口縁部および胴部である。 2点とも内面ｶﾞよくみがかれ

ており，胎土中には繊維の混入の痕が多くみられる。 4～6は，いずれもⅢ群A3類の胴部

である。地文は，結束第一種の羽状縄文である。胎土中には，砂粒，小礫を多く含んでい

る。

KP-14 8は， Ⅲ群A3類の胴部で， 内面は横位に調整の痕がみられる。

KP-33, 35 12, 13は， Ⅱ群B類の口縁部，胴部の破片である。 14の内面は， よくみ

がかれている。

KP-37 15～18は， Ⅲ群A3類の口縁および胴部の破片である。 15の口唇上には，管状

工具による刻み目がある。 16の口唇断面は丸味を帯び， 口縁上部は無文である。

KP-41 19は， Ⅱ群A類の底部近くの破片である。爪形文が2段にわたり施文されて

いる。

ピット出土
の遺物

ZZ9
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Ⅲ遺構と遺物

KP-42, 44 20, 21は， Ⅲ群B類（榎林式）の土器片である。2点とも複節の斜行縄文

が施され，硬質な感じのするものである。内面の調整は良好である。

KP-60 27, 28は，同一個体と思われるⅡ群B類の胴部破片である。土器片は厚みが

あり， 内面調整は良好で，炭化物が薄く付着している。

KP-84 36はⅢ群A1類の底部である。LRの原体による斜行縄文を，器面全体に施文

している。底径は16cmで若干上げ底である。内面・底面の調整は良好である。
（佐川俊一）

(4) Tピット （図Ⅲ-86～104,図版28, 29-1～3)

桔梗2遺跡からTピットは44基検出された。これらは調査区全域にわたって分布してい

る。確認はKP-48を除きⅣ層上面でおこなった｡規模は擴底面の最大長の比較から2.5m未満

のもの(KP－8 ･ 10･22･23･26･28･38･46･47･56･68･81･83･88) と2.5m以上

のもの(KP-1･ 2 ･3･ 6･ 9･24．25･31･32･36･39･43･48･51･52･53･54･

59．65．72．76．77．78．79．85．87）の2つに大きく分けられる。平面形は確認面の深

さや壁の崩落度合いによる違いがあるものの総じて長円形をなすものである。重複は住居

跡を切るものが3基(KP-10･38．43), フラスコ状ピットを切るものl基(KP-65),

円形・楕円形ピットと重複するもの7基(KP-26･32．36･56･59･68･85)がそれぞれ

ある。Tピットどうしの重複例はない。また,KP-3はKH-18の掘り上げ土力罰直接擴内

に堆積していることから， これよりも古い時期のものであることがわかった。Tビット列

は，長軸方向，規模の共通性などからA･B･Cの3列が確認された。A列はKP-2･3･
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図Ⅲ－86 Tピット分布図
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~
6 ．78の4基から成るもので，南斜面から台地縁辺部にかけて分布している。列方向は北

東一南西をさす。規模は（以下いずれも擴底面における最大長×最大幅）平均3.23×0.22

In7 ピット間隔は平均10.6mである。B列はKP-83･88と93力ぎこれに加わるものと考えら

れる。台地上に分布し，列方向は北東一南西をさす。規模は平均1.84×0.16m,ピット間隔

は平均10.8mである。C列はKP-8 ･10･22･23･26と7 ･27がこれに加わるものと考え

られる。 32ライン以北の緩斜面に分布している。列方向は北一南ないし北北西一南南東を

さす。規模は平均1.69×0.95m, ピット間隔は平均8.7mである。このほかに調査区中央の

部湾入部付近にはTピットの長軸力罰等高線に対して直交するものがあるが(KP-32･36･38･

43．46．47･50･72･81),長軸方向にばらつきが見られ，列として抽出することはできな

かった。湾入部にあるKP-48は， Ⅱ層中に擴底面があるもので，台地縁辺部の急斜面にあ

るKP-46･47の確認状態と考え合せると， これらのTピットが掘られた時期において，

物 この湾入部はかなり埋没していたものと考えられる。遺物はすべて覆土から出土したもの

である。土器は総計652点出土した。その内訳はI群が85点， Ⅱ群が50点，Ⅲ群が343点，不

明･その他が174点である｡石器等は総計88点出土した。その内訳は石鑛2点，槍先またはナ

イフ1点，つまみ付ナイフ1点， スクレイパー6点，すり石1点，石核1点， フレイク68

点，礫8点である。図示したものについて以下に概要する。

KP－1 Ⅲ群A,類， Ⅲ群A3類土器が出土している。 3は無茎鍍。石材は頁岩。

KP-3 5はⅡ群B類土器，胎土には繊維を含む。ほかはⅢ群A3類土器。

KP-6 12～14はⅡ群B類， このほかはⅢ群A類土器である。 18は有茎鑛, 19はスクレ

イパー。 20は石核。 これは接合しなかったがKH-13の石核(図Ⅲ－29-14)と同一母岩で

あると考えられる。石材は， 18がチャート, 19･20が頁岩である。

KP-8, 9 21･23ともにつまみ付ナイフ。加工のあり方から縄文時代早期のものと判

断される。石材はともに頁岩。

KP-10, 22 24～26はI群B3類土器。

KP-25 30はI群B4類, 31はⅢ群A3類土器。 32はつまみ付ナイフ。石材は頁岩。

KP-28 33はI群A｣類のムシリ I式系土器。

KP-31 34, 37～39はI群B4類。 35･40はⅢ群A3類。

KP-32 41はI群B4類土器。

KP-36 42はⅢ群A3類土器。 43はすり石。石材は安山岩。

KP-38 44はⅢ群B類, 45はⅢ群A3類, 46はI群B4類土器。

KP－39, 51 47, 48, 51はⅢ群A3類土器。

KP-50 50はI群B3類土器。

KP－52 52, 53はⅢ群A1類土器。 54はスクレイパー。石材は頁岩。

KP-53 55～59はⅢ群A3類土器。61は両面加工の槍先またはナイフ破片。石材は頁岩。

KP-54 62, 63はⅢ群A3類土器。

KP-59 66はⅢ群A,類土器。ほかはⅢ群A3類土器。

KP-65 71はⅢ群A3類, 72はI群B4類土器。

KP-67 73はⅢ群A3類, 74はⅢ群A]類土器。

KP-68, 74, 77 75～77, 80はⅢ群A3類土器。

KP-78 81はⅡ群B類土器。ほかはⅢ群A3類土器。

湾入部

~
遺
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物

KP-50

C

黒色土

黄褐色土

黒色土

暗褐色土

１

２

３

４

1づ

b27.70~5… 。
’

C

一一

~

プ

／

KP-51

土

土

土

土

色

土

土

色

土

色

土

色

褐

色

色

褐

色

褐

色

黒
黄
黒
黒
暗
黒
黒
黒

１

２

３

４

５

６

７

８

C ／

'。
…頭d27．80 。

’
Ｃ
ｌ

1

~

8

KP-52

。

。C

1 黒褐色土

2 茶褐色土

3 黒色土

4 黄褐色士

5 黒色土

'。
d28．50Ｃ

ｌ

b28，30~q

〆

|、0
4

図Ⅲ－95 Tピット(9) ･KP 50, 51, 52

Z3Z



KP-53
'。

戯
、,些一l 黒褐色土

2 茶褐色土

（ロームブロックを含む）

3 黒色土

4 黒色土

5 茶褐色土

6 黒褐色土

7 黒色土

旦聖旦p Q b29OO

一

-E(

C

I

－－ラ
~イ

KP-54

Ｑ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ ふ

Ｃ
ｌ

．､1ー
ノ

I

l 暗褐色土
o b2920

ノーーーーー一一

丁｢丁

C

／

KP-56
Ｃ
ｌ ｄ

’

む

捧

部

一

フ

壁
土
老
壁
土
・
一

褐

色

ロ

褐

色

暗
黒
く
黄
黒

１

２

３

４
Ｃ
ｌ d2泥|O~

一

R
一

3

4
~

O lm

図Ⅲ－96 Tピット(10) ･KP 53， 54， 56

132



Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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KP-79, 83 90～93はⅢ群A3類土器。

これらの遺物は，各Tピット周辺の包含層出土のものと接合しなかったカミ，時期的に共

通しており自然営力によって流れこんだものと考えられる。よってTピットの時期は縄文

時代中期以前に属するものと考えられる。 （石川朗）

時 期
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Ⅲ遺構と遺物

(5) 焼土（図Ⅲ-105,図版29-4, 5)

焼土は2か所検出された。KF-1, 2はともにⅡ層中で確認されたものである。

KF-2 1層から祥符元宝（初鋳1008年） 力罫1点出土した。火熱を受け4つに破砕して

いる。時期は出土遺物から中世までさかのぼるものと考えられる。 （石川朗） 中 世

（6） 包含層の遺物（図Ⅲ-106～132, 図版43-4～51, 57~62)

1 ）遺物集中区（図Ⅲ－106～111,図版30, 31, 43-4～6, 44, 45-1～4)

D･E-7～9区およびF-8 ･ 9区ではⅡ層中にKH-18の掘り上げ土が確認され， こ 掘り上げ土

の上,下から大量の土器,石器が層位的に出土した。ここではそれらの遺物をほかのⅡ層出

土のものと分けて報告する。

掘り上げ土は1～6．8．9層に分けられる （図Ⅲ－106)｡ 1～6層は色調に僅かな違い

力ざある力ざ，いずれも均質な黄褐色土で，層厚は最大30cmをはかる。 8層は炭化物を多量に

含む黒褐色土， 9層は暗褐色土である。 l～6層は無遺物層である。

遺物は1～6層の直上と直下から出土しており，取り上げ時に前者をⅡa7後者をⅡbと

した。 Ⅱaの総遺物点数は196点で， その内訳は土器185点（復元個体数2)，石器11点であ Ⅱa

る｡土器はグリットポイントD－9付近から2個体が押し潰された状態で出土したもので，

縄文時代中期中葉のⅢ群A3類である。石器には石鑛(2点), ドリル(1点),槍先または

ナイフ（1点)，つまみ付ナイフ（1点)， スクレイパー（3点)， たたき石（3点）力罫ある。

Ⅱbの総遺物点数は2,386点で， その内訳は土器2,229点（復元個体数19)，石器22点， フ Ⅱb

レイク53点，礫81点，土製品1点である。土器には完形に近いものがその場で押し潰され

た状態で出土したもの（図Ⅲ-107～109-1～8･10･15) と，数個体の破片力叡一箇所にま

とまって出土したもの（図Ⅲ-108-9.11～14）がある。すべて縄文時代中期初頭のⅢ群

A1類土器である。石器にはドリル(1点),つまみ付ナイフ(1点), スクレイパー(9点),

石斧（2点)，すり石（6点)， たたき石（3点）がある。

Ⅱbの遺物復元土器は19個体で,そのうち全体および胴部上半まで復元できたもの15個体

を掲載した(図Ⅲ-107～109-1～15)。これらの土器はいずれもⅢ群A｣類に分類されるも III群A,類

ので，器形・口縁部文様帯・器面調整・胎土などの共通するものカゴ多い°すなわち，器形

は円筒形で口縁部ｶｺ少し外へ開き，胴部から底部にかけては少しずつ狭まり，底部は平底

である。 1個あるいは2個一組の低い山形突起が4か所に配される。 口縁部文様帯は概し

て狭く ，縄線文・短縄文の組合せにより施文される。器面の調整は， 内面・底面ともに良

好で，滑沢をおびる。胎土には繊維が少量含まれるが，小礫・砂粒の混入は少ない。

以下，体部文様から4種類に分け説明を加える。なお，拓影土器については，体部文様

の不明なものがあるので一括して説明する。

①多軸絡条体の回転文と普通の撚糸文のもの(1, 2, 12)

1 ･ 2は, 2個一組の突起とその間の突起下に縦に棒状の貼付帯がある。 口縁部文様帯

は， 2条一組の縄線文と縄端の圧痕もしくは短縄文の組合せにより施文される。文様帯の

幅は， 5～6cmである。 2の口縁部は，大きく外反する。 12は， 口縁部を欠失している。

地文は底部の一部にLRの原体による斜行縄文を施し,その上からRLの太い撚糸文を底部

まで施す。底部は他の土器と異なり上げ底である。胎土中には，繊維混入の痕力罫多く認め

Z4Z



られる。

②複節の斜行縄文のもの（3～5）

3は，瘤状突起が4か所にあると思われ(現存するのはlか所のみ)， 口縁部が少し外反

する小型の土器である。土器の内面・底面の調整は良好であるが，胎土のせいかザラザラ

した感じである。 4は，低い突起が4か所にあり，突起下には橋状把手力ごある。把手の高

さの位置には幅2.5cmの浅い溝力ざ，横位にめぐる。地文は， 口縁部で斜行し，胴部では縦

走する。 5は，片流れの山形突起が4か所にある。 口唇部には縄の圧痕力ざ， 口縁部には絡

条体圧痕が4段施文される。縄文は，胴上部では斜行し， それより下では縦走する。

③単節の斜行縄文のもの（6～10， 13， 14）

6， 7は浅鉢である。 6は山形突起ｶﾀ2か所にあり， それらの下に円い孔力、1個ずつあ

けられている｡器面には，口唇から底部までLRの原体による斜行縄文がていねいに施文さ

れる。 7は， 2個一組の山形突起が4か所にあり，突起下に橋状把手がある。把手の高さ

の位置には，幅2cmの浅い溝力罫めぐる。 8は， 口縁力:凸帯状につく り出されている。施文

は,LRの原体を上部では横に，下部では縦に回転させている。 9, 10は, 2個1組の低い

山形突起を4か所に配し，突起に対応して，棒状もしくは逆T字状の貼付帯が口縁部につ

けられる。 口縁部文様帯は， 2条一組の縄線文，絡条体圧痕文，短縄文の組み合せにより

施文されている。 9の口縁部文様帯の下には，貼付帯が横位にめぐり， その上に縦の縄の

圧痕力叡施文される。 13, 14は， 口縁部を欠失する。 2点ともLRの原体による斜行縄文力罫，

体部全面に施文されている。

④口縁部文様帯の幅が広いもの， 口縁が強く外反するもの（11, 15）

11は， 2個一組の低い山形突起が， 4か所に配される大型土器である。 2個一組の突起

はその片方が少し大きく ，突起下にはJ字形の貼付帯がある。貼付帯の下には，横位に貼

付帯がめぐる。 口縁と貼付帯との間には, 13～14段の縄線文力施文されている。地文は，

胴部の上半までは斜行するが,それより下は横走する縄文が底面近くまで施文されている。

15は，大きな深鉢形土器である。器形は， 口縁部が外反し胴部がふくらむ。 口縁には4

か所に突起があり，突起下には菱形および垂下する一本の貼付帯がある。菱形の貼付帯の

中央には， 円い孔力:開けられている。垂下する一本の貼付帯の両側には蕨状の貼付けがあ

り， その下には，横位の貼付帯がめぐる。 4個の突起間には， 2個一組の低い瘤状の突起

があり，その下には，環状の貼付けがある。さらにその下には，逆U字状の貼付けがある。

口唇部および貼付帯上には，縄の圧痕が施文されている。口縁から横環する貼付帯までの

間には,撚りの異なる2条一組の縄線文と短縄文の組合せが数段にわたり施文されている。

文様帯の範囲は，突起部において18cmと広い。地文は結束第一種羽状縄文が底面近くまで

施文されている。胎土中には，小礫・砂粒を含む。

~

橋状把手

J 字形

16～26は， Ⅱb層出土の拓影掲載土器である。16～19は，口縁部力罫斜行縄文のみのもので，

16～18は単節， 19は複節である。 20は，縄線文と短縄文力葹文されている。 21, 22, 24は，

縄線文が施文されている。 23は， 3条一組の縄線文力苛横だけではなく鋸歯状にも施文され

ている。

23， 25， 26は， 口縁部の下に横位の貼付帯力烹めぐる。貼付帯上には，管状工具による刺

突，縄による縦の圧痕がみられる。 26は， 2頂の突起部であり，突起下の縦の貼付帯の間

拓影土器
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図Ⅲ－107遺物集中区，遺物(1)
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Ⅲ遺構と遺物

に，竹管状工具による刺突がみられる。

出土石器22点の内訳は， ドリル1点，つまみ付ナイフ1点， スクレイパー9点，石斧2

点， たたき石3点，すり石6点である。 27はドリル。先端部が磨耗している。 28はつまみ

付ナイフ。加工は表面側縁におこなわれている。 29.30はスクレイパー。 31は石斧未製品。

角柱状をなし，二条の擦り切り痕がある。稜線部には敲打痕がある。 32は石斧。基端部，

側縁部は平坦に作られている。33～36はすり石。33は半円状偏平打製石器と呼ばれるもの。

34～36は北海道式石冠。 37はたたき石。石材は27～30が頁岩, 31｡32が緑色泥岩, 33が砂

岩， 34が輝緑岩， 35．36が安山岩， 37は珪岩である。

Ⅱaの遺物38は口縁部に4個の弁状突起をもつ土器｡地文はRLの原体による斜行縄文で

あるが，器面調整だけで施文されていない部分もある。口唇部には，縄による刻みをもつ。

39は口縁部に山形の小突起をもつもの。出土石器11点の内訳は，石鍍2点， ドリル1点，

つまみ付ナイフ1点， スクレイパー3点， たたき石3点である。 40， 41は有茎鑑。 42はド

リル。 43は木葉形の槍先またはナイフ。加工は両面とも全面におこなわれている。 44は横

形のつまみ付ナイフ。加工は縁辺部に限定されている。 45～47はスクレイパー。 48～50は

たたき石。石材は40～46"頁岩, 47がめのう質頁岩, 48･49が安山岩, 50力罰珪岩である。

（佐川俊一・石川朗）

2）土器（図Ⅲ－112～120, 図版46～51)

包含層より出土した土器の総数は, 30,292点である。時期別には， Ⅲ群A類ｶｺ最も多く

全体の64.3％を占め，以下， Ⅱ群4.6%, I群1%, Ⅲ群B類0.4%, V群0.2%,Ⅵ群0.1

％，Ⅳ群0.1％’である。このほかに細片のため時期不明のものが29.3％ある。時期別の分

布についてはV－1で述べる。以下，本書に掲載した資料について時期別に説明を加える。

I群A類（図Ⅲ－113－1～10） 1は物見台式系の口縁部に近い破片である。貝殼腹縁

による鋸歯状の文様があり， その下に沈線力ざ2本横位に施文されている。色調は外面が黄

褐色， 内面が暗黄褐色を呈する。胎土には砂粒が多く含まれ，焼成は良好である。物見台

式系の土器片は,このほかにKH-14の覆土より口縁部力罰一点出土している(図Ⅲ-34-14)。

2～7は，貝殼条痕文の施された口縁部，胴部である。口唇断面は角型をなし，外反する。

内外面に貝殼条痕が横位に施文される。器面調整は良好である。胎土には， 多くの砂粒を

含む。焼成は良好である。 8～10は， ムシリI式系と見られる胴部，底部である。薄手の

土器で，外面には2～3本の沈線が横位・縦位に施文される。器面調整は良好である。胎

土中には，砂粒を多く含む。器厚，底径から小形の土器であろうか。

I群B,類(図Ⅲ-113-11, 12) 11, 12は東釧路Ⅲ式相当と思われる口縁部である。 口

唇断面は角型で，縄の圧痕力ざ斜に深く押捺されている。胎土には砂粒を含む。焼成は良好

である。

I群B3類(図Ⅲ-113-13～36) 中茶路式相当と思われる破片である。 口唇断面は，切

り出し状のものと，少し丸味を帯びたものがある。 口縁部は，やや外反する。文様は，微

隆起線文，短縄文，綾絡文，斜行縄文力苛底部近くまで施されている。底部は平底で，立ち

上がりはゆるい。

I群B4類(図Ⅲ-113-37～60) 東釧路Ⅳ式に相当すると思われるものである。薄手の

もの（37～44） と厚手のもの（45～60)に分けられる。

物見台式系

ムシリ I式系

東釧路
Ⅲ式相当

中茶路式
相 当

東釧路Ⅳ式
相 当

I型9



薄手のものは， 口唇断面が少し丸味を帯びた形状で，地文には口縁から撚糸文が施文さ

れている。

厚手のものは， 口唇断面は角力:丸味を帯びた角型である。 口縁上部には，太い縄の圧痕

力罫横位に施され，胴部には結束第一種羽状縄文，斜行縄文が施される。 60は内面にも施文

されている。胎土には砂粒を多く含み，器面はザラザラしている。 51には絡条体圧痕文力罫

施される。これら厚手の土器は東北の早稲田V類に近いものとみられる。

Ⅱ群A類(図Ⅲ－114-61～101) 61～68は,仮称桔梗野式とみなされるものである｡61～63

は，花積下層式相当と思われ，斜の刻文が施されている。65～67は太い無節の斜行縄文力ざ，

68は，撚りの異なる原体の斜行縄文が施文されている。 67， 68は，胎土に多くの砂粒が含

まれている。内面調整は良好である。

石川野式 69～98は石川野式である。口唇断面が切り出し型で， 口縁部文様帯には箆状工具による

爪形文がl～5段施され，一番上部の爪形文上には棒状工具による押捺を加えている。 口

唇部は磨かれている。胴部には,斜行縄文が深く施文され,縄端の圧痕ｶｺみられる(69～79,

コンパス文 91～95)。 82～86は， コンパス文の施されたもの。 87， 88は円形刺突文の施されたもの。 93

ループ文にはルーフ・文がみられる。 96～98は，底部近くの破片である。箆状工具による爪形文が，

数段にわたり施文されている。胎土には，小礫・砂粒を含む。内面には横位のなで調整痕

の残るものｶｾ多い。

春日町式 99～101は，春日町式である。 99･100は押し引きの痕が, 101は沈線文力施されている。

胎土には小礫，砂粒を含み， 内面調整は良好である。

Ⅱ群B類（図Ⅲ-112-1, 114-102～162) 1, 102～153は円筒下層c式相当のもの，

154～162は同d式相当のものと思われる。

醇醒 1は,円筒形の土器で口縁はゆるく波打ち,口唇断面は丸型である｡u縁部はRLの横走
する撚糸文が，胴部には， 同じ原体による縦走する撚糸文が右傾して施文される。 口縁と

胴部の境は少しもりあがり，境の下lcmほどは磨かれ無文となっている。内面は底部近く

までよく調整されている。胎土には繊維の混入が少しみられる。 口縁と胴部は直接接合し

ないが， 同一個体である。

102～119は， 口縁部文様帯力罰，斜行縄文もしくは撚り戻しの原体による縄文力施文され

るもの。107は口縁部文様帯の下が横位に隆起し，その上を箆状工具による刻み目がみられ

る。 113は，文様帯の下に沈線文力ざみられる。 116は，文様帯の下に指頭によるかと思われ

る丸い圧痕力ざみられる。

120～125は， 口縁部文様帯力§おもに撚糸文により施文されるもの。 120, 121は，撚糸文

を施文した後に， 2本一組の沈線を横位，縦位，斜位に施している。 122は，網目状撚糸文

が施文される。 123～125は， 口縁部に撚糸文力叡縦に施文されている。

126～128は，文様帯に沈線文が加わるもの。126は，地文にLRの撚り戻しの縄文を施し，

その上に太い円棒状工具により縦位に2本,口縁上部に横位に1本沈線文が施されている。

127, 128は同一個体と思われるが, LRの地文の上に，横位，斜位の沈線力施文される。

129～137は， 口頸部である。 129は網目状撚糸文。 130, 134は撚り戻しの縄文。 131～133

は口縁上部では横方向へ，それより下では縦方向に撚糸文が施文されている。 135～137は，

口頚部に隆起帯のあるものである。

138～148は胴部の破片である。141, 142は多軸絡条体の回転文｡143は網目状撚糸文｡144,

150
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145は，条の幅の太い撚糸文。146は撚り戻しの縄文の上に横走する撚糸文を施文したもの。
147, 148は底部近くの破片である。

149～153は底部の破片である。 149, 150は底面にも施文されている。底は揚げ底である。

154～162は，円筒下層d式相当と思われるものである。 154～157, 159は多軸絡条体の回

転文, 160～162は底部の破片である。底部は平底で，角は丸味を帯びている。 161, 162は
多軸絡条体の回転文。

円筒下層c式の土器の口縁部，胎土， 内面調整の特徴は以下のとおりである。 口唇断面

は丸味を帯びた形状で，少し外反するものが多い。胎土には繊維を多く含む。内面調整は

良好で滑沢を帯びるものと，ザラザラした感じのものとがあるが， これらの間に文様上の

違いはない。円筒下層d式の土器は胴部・底部のみである。

Ⅲ群A1類(図Ⅲ 112-2, 116-163～211) 円筒上層a式相当と思われる土器である。

この時期の土器は，前述したように遺物集中区で多く出土し， その特徴を述べたのでここ

での説明は簡単にふれる。 口縁部文様帯の特徴により以下のように分けた。

①縄文のみのもの（163～166) 163, 164は単節の斜行縄文, 165は複節の斜行縄文，

166は，結束第一種羽状縄文が施文されている。 166の口唇断面は切り出し状を呈し， ほか

のと異なりここに入らないかもしれない。

②縄線文によるもの(167～176) 縄線文が横位，斜位，縦位に施文される。 169, 174,

175は斜位に施文された例。 176は横位と縦位の組合せによるもの。突起の部分はいずれも

背の低い山形突起でその下に縦に貼付帯のつくものもある。

③縄線文のほかに短縄文，縄端の圧痕力罰施文されるもの(177～179) 178は短縄文，

馬蹄形状圧痕文が施文されている。 179は，縄端の圧痕力施文されている。

④絡条体圧痕文によるもの（180～182） 182は山形突起の部分で，突起下の両側にV

字状の貼付帯力罫ある。絡条体圧痕文は， 口唇部，貼付帯上， 口縁部に施文される。

⑤把手状の貼付帯力ぎっ〈もの(183～186) 口縁部文様帯には斜行縄文，縄線文力ざ施

文され，突起下に把手状の貼付帯力罫つく。 183の口唇部， 184の口唇部と貼付帯の下に撚糸

の円形状の圧痕ｶｺ施文される。

⑥逆J字の貼付帯がつくもの(187～189) 突起下に逆J字の貼付帯があり， 口縁部

文様は縄線文，短縄文，管状工具による刺突文力舗施文される。 口縁部文様帯の下には，横

位の隆起帯がめぐり，隆起帯上には縄線文および横からの押し引きがある。

⑦環状の貼付けがつくもの(190～194) 山形， 台形状の突起で， 口縁上部に環状の

貼付け力奇あり， その両側や下方に縦位の貼付帯や菱形状の貼付けがつく。 口縁は，縄線文

と短縄文の組合せにより施文される。

⑧その他（2， 195～211） 2は口縁部に縦位の細い沈線が施された壺形土器である。

口唇断面は角型である。口縁はゆるく波打ち外反する。胎土には，径3mmぐらいの砂粒，

石英粒を多く含む。

195～205は胴部破片である。単節･複節の斜行縄文のもの力、ある。底部近くになると204

のように横走した縄文が施文される。

206～211は底部破片である。206～208は単節の斜行縄文｡209は結束第一種羽状縄文｡210

は撚り戻しの縄文。211は横走する縄文。底部まで施文されている。底部は平底で角は丸味

を帯びている。

円筒下層
d式相当

円筒上層
a式相当
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Ⅲ遺構と遺物

Ⅲ群A&類の土器の胎土,器面調整については遺物集中区のところで説明したのでここで

は省略する。

Ⅲ群A3類（図Ⅲ－112-3～5, 118-212～270)

本類の土器は，遺構の遺物のところでその多くを取り上げた。ここでは包含層出土の復

元土器（図Ⅲ－112－3～5）をのぞき，突起部のみを掲載しその施文方法により以下のよ

うに分けた。

①貼付帯によるもの(212～225) 突起の形状は，三角形状，弁状, 2頂の山形突起
などがあり， その外面， 内面に貼付帯がつけられる。貼付帯上には縄の圧痕が施される例

が多いが，つけられないものもある。 214～216は，貼付帯の下に沈線文もみられるが，一

応ここに入れておく。

②沈線文によるもの（5， 226～234） 5は口縁部，底部を欠失する。 2本一組の沈
線による連弧文と管状工具による横位の押し引き文が施されている。拓影土器では，弁状

突起が多いが， その他に弁状突起上に1個の小突起があるもの(226, 227)， 4頂の突起が

あるもの（234）がある。 234は突起の外面に横位の貼付帯があるが，一応ここに入れてお

く。

③斜行縄文のみのもの（4， 235～255） 4は弁状突起を4か所にもつ大型土器であ

る。底部を欠失する。地文はRL-RL結束第二種斜行縄文である。胎土には，小礫，砂粒

を含む。

拓影掲載土器は弁状突起のほかに，弁状突起上にさらに1個の小突起力罰つくもの（244,

245)，弁状突起がやや細くなって肥厚し， その上面観が楕円形となるもの(246～252)，弁

状突起力§細くなったもの（253～255）がある。

④その他(3, 256～270) 3は平縁で， 口縁から胴部にかけてすぼまり底部で張り出

す。器高がある割には厚みのある土器である。口唇には縄の圧痕が施される。RL-RL結

束第二種斜行縄文。底部のけずりは顕著である。

拓影掲載土器では③の突起外面に小さい瘤状の貼付けｶｺつくもの(256～263)，突起外面

の中央に環状の貼付けおよび円孔があるもの（264～266）など力罰ある。 267は沈線による横

位，弧状，渦巻状の文様が施されている。 268は口縁が二重になっているもの。 269は3頂

の小さい突起をもつもの。 270は2個一組の瘤状の突起をもつもの。

Ⅲ群A3類の土器の地文は，単節の斜行縄文，結束第二種斜行縄文が多くみられる。胎土

には，砂粒・小礫を含み， とくに小礫を多く含むもの力罰ある。内面調整，焼成ともに良好

である。

Ⅲ群B類（図Ⅲ-112-6, 120-271～288) 6は大安在B式相当と思われる土器であ

る｡地文は,横走するLRの原体による斜行縄文が口縁部から底部近くまで施文されている。

口縁上部と胴上部のくびれた部分より少し下に3条の縄線文がある。内面調整・焼成とも

に良好である。

271～283は榎林式である。 口縁部力:肥厚し， 口唇断面は丸味を帯びる。口唇部から口縁

上部にかけてみがかれている。口縁に折り返しがあるものもある(275,277, 280)｡271～275

は， 口唇部に一条の縄線文カミ施文されたもの。 282, 283は突起の口唇部上に縄の圧痕など

によると思われる楕円形・円形のくぼみ力罰ある。そのほかの口唇部上には縄の回転圧痕，

沈線文が施文されている。283の口縁部には沈線文が2本認められる。胎土には，砂粒の混

Z6Z
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入がみられるものもある力罰多くはない。胎土はザラついた感じ力ざするのが特徴である。内

面の調整・焼成ともに良好である。地文はほとんど斜行縄文であるが横走するものもみら
れる。

ノダップⅡ式 284～288は， ノダッフ．Ⅱ式である。同じ発掘区から出土しており，同一個体と思われる。

口唇断面は角型を呈し，外反する。 口縁は折り返し口縁で平縁と思われる。口縁部文様帯

は，折り返しの口縁上部に円形のくぼみがありそこから2本の貼付帯が垂下する。 口縁下

部では，横位の貼付帯もある。貼付帯上には，竹管状工具による刺突が施される。口縁部文様

はその他に2本一組の沈線文が横位・縦位に， 2条一組の刺突文が横位に施文される。地

文は縦走する縄文である。胎土には小礫・砂粒を含む。内面の調整は良好である。

Ⅳ群(図Ⅲ-120-289～293) 289, 290は余市式と思われる。 290は, LRの原体を縦に

回転施文している。 291, 292は入江式に相当すると思われる。胎土中に砂粒を多く含む。

内面の調整は良好である。293は大場式と思われる口縁部である。胎土中には石英，黒雲母

などを多量に含む。外面は無文である力罰，横へなでた痕力罰ある。内面の調整は良好である。

想鞄V群(図Ⅲ-112-7, 120-294~298) 大洞C2~A式に相当するものが出土している。
7は，無文で土器の外面， 内面にはベンガラと思われるものと黒色の有機物質が付着し

ている。ベンガラと思われるものは， 内面により多く付着する。土器の外面はよく磨かれ

ている。 294, 295は浅鉢形土器の口縁部破片である。 298は口縁部を欠失した深鉢形土器。

恵山式 Ⅵ群(図Ⅲ-120-299～306) 299～305は恵山式である。 299は浅鉢形土器の口縁部破片

である。 300, 301は同一個体と思われる胴部の破片である。 302, 303は口縁部破片。口唇

断面は，角度のゆるい切り出し型である。外面には口縁から縦走する縄文を施し，下位に

は横位の沈線が一本ある。胎土には砂粒を含む。内面の調整は顕著である。304は胴部破片，

後北C,式 305は底部破片。いずれも内面調整は良好である。 306は，後北C,式の胴部破片。横位，斜

位，弧状の微隆起線文力ず施される。後北式の破片はこの一点のみである。 （佐川俊一）
3）石器（図Ⅲ-121～128,図版57～60)

包含層からは，剥片石器296点，礫石器163点,Uフレイク55点，フレイク2,796点，礫360

点力:出土した。 1－4－(2)で述べたように，部分的にⅣ層上面まで削平・耕作が及ぶ調査

区ｶﾞあるため，石器の分布はこれに左右されている。 （図1-3, 4)

剥片石器では， スクレイパーカざ67％を占め，石鍍，槍先またはナイフ，つまみ付ナイフ

カ:9％とこれに次いでいる。礫石器ではすり石が63％を占め， たたき石19％，石斧8％を
占めている。

剥片石器の石質はめのう質頁岩が多く ，頁岩，チャートカ：これに次ぐものである。黒曜

石は51点を数えるのみである。礫石器では，安山岩が多< ,砂岩，珪岩，輝緑岩など力罰あ
る。

石鍼（図Ⅲ－121-1～19,図版57-1) 28点が出土した。形状別の内訳は有茎鑛(8

~18) 18点，無茎雛(2～5) 8点，柳葉形のもの(19)1点，形状不明のもの(1)1点で

ある。有茎錐と無茎嫉には分布上の差は認められない。無茎鑛の基部形態には平坦なもの

（2）と，湾入しているもの（3～6）力:ある。 lは両端部を欠損しているカゴ，側縁の形状か

ら柳葉形のものの可能性がある。石材は3 ． 17がめのう質頁岩, 10 ･ 12･ 14力ざチャート，
2 ． 4～9 ･ 11 ． 13． 15･ 16 ･ 18 ･ 19が頁岩, 1が黒曜石である。

ドIﾉル（図Ⅲ 121-20～22,図版57-1) 9点力欝出土した。 これらは遺跡全域に分布
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Ⅲ遺構と遺物

している。棒状のもの(20･21) と剥片の一端に刺突部を作りだしたもの(22)がある。石
材は20力ご珪藻岩, 21 ･22が頁岩である。

槍先またはナイフ（図Ⅲ-121-23～29, 図版57－1） 27点が出土した。 これらは欠損
するもの力罰多く ，形状の傾向は明確にし得ない。 23．24は裏面の加工が周縁のみにおこな
われるもの。 25， 26は木葉形のもの。 29は大形で加工の粗いもの。石材はすべて頁岩であ

る。

つまみ付ナイフ（図Ⅲ-122-30～41, 図版57-2)27点力:出土した。 30～37は表面が全

面加工，裏面は一側縁に刃潰し状の加工を施したもの。 38は表面全面に平行剥離を施した
ものである。 これらは加工のあり方から縄文時代早期に属するものと考えられる。 これら

は13点ある力訂， そのうち10点がA～C-34～37区にあり, I群土器の分布に重なる。 39･40 1群土器

は表面は周辺部に浅い加工力罰，裏面はつまみ部を中心に加工力施されるもの。 41は両面全

面加工のもの。つまみ部の作出は不明瞭である。石材は30･39力：めのう質頁岩。 このほか

は頁岩。

スクレイパー（図Ⅲ-122～124-42～64, 図版58-1 ･2) 205点が出土した。 42～49

はへら状石器と呼ばれるもので12点がある。このうち9点は32ライン以北に分布している。 へら状石器

42～48は表面が全面に，裏面は縁辺部に加工がおこなわれるもの。49は表面の加工が粗い。

45．46は素材の剥離方向を短軸に設定している。石材はすべて頁岩である。 50～64はスク

レイパー。図示したものは縦長剥片を素材として， その縁辺部に加工が施されるものであ

る。 59．60は湾入する刃部をもつものである。石材は61･64がめのう質頁岩， このほかは

頁岩である。

石斧（図Ⅲ-124-65～70, 図版59 1) 13点力訂出土した。すべて30ライン以南に分布

している。 66～68は片刃石斧。石材は66．67．69．70力寸緑色泥岩， 65が片岩， 68力:蛇紋岩

である。

すり石（図Ⅲ-125.126-71～94,図版59-2) 102点が出土した。 71～78は断面が三

角形をなす礫を素材としたものである。 25点力:あり， このうち17点は30ライン以北に分布

している。 73は火熱を受け表面力罰剥落している。 79～82は北海道式石冠。 8点がありすべ

て30ライン以南に分布している。 83～94は半円状偏平打製石器と呼ばれるもので69点力罰あ

り， このうち64点が30ライン以南に分布している｡板状節理による礫(86)と偏平な楕円礫Mライ筒
（83～85．87～94） を素材としたものがある。 84は平坦面に敲打痕があるもの。長軸両端

の剥離はこの敲打痕より新しいことから， たたき石から転用されたものの可能性がある。

石材は75．76．78．79．81 ．83～89．91～94が安山岩， 74．80が輝緑岩， 77力、泥岩， ほ

かは砂岩である。

たたき石(図Ⅲ-127-95～102,図版59－1） 32点が出土した。 これらは，遺跡全域に

分布している。 95.96は棒状礫の両端部にたたき痕のあるもの。 97～102は円礫を素材とし

たもの。石材は97～101が安山岩, 96･102が砂岩, 95が珪岩である。

石錘(図Ⅲ-127-103, 図版60-2) 1点が出土した。長軸両端に挟りをもつものであ

る。石材は安山岩。

砥石（図Ⅲ-127-104･105, 図版60-2) 5点が出土した。石材は104･105ともに砂

岩である。

台石･石皿（図Ⅲ-128-106～109, 図版60-2) 10点が出土した。石材は106～109と
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図Ⅲ－129土製品(1)

もに安山岩である。 （石川朗）

4）土製品，石製品など（図Ⅲ-129～132-1～31,図版61, 62-1 ･ 2)

土製品が10点，石製品が5点出土した。 ここでは遺構から出土したものも合せて図示し

た。 1～4はミニアチュア土器。 5～7は脚付き土器の脚部破片。 6 ． 7は文様，焼成が

共通しており同一個体片であると考えられる。 8は台付土器の台部破片。 9は漏斗状土製

品。 口縁は朝顔状に大きく開く。 10はスフ．－ン状土製品。 11はスタンプ．様をなす土製品。

12～19は土器片を利用した土製品。 18, 19は擦り切り痕をもつもの。 18は遺物集中区のⅡb

層より出土したものである。出土状態，胎土，文様などから, 18･19はⅢ群A｣類土器の時

期， その他はⅢ群A3類， Ⅲ群B類（榎林式）土器の時期にそれぞれ所属するものである。

20･21は土偶。 ドットスクリーントーン部は欠損面を表わす。 20はやや後傾するう°ロポー

ァ
器
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千
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Ⅲ遺構と遺物

ションをもつもので，胸，腹部の表現はない。胴部は緩く くびれている。底面は上げ底で

ある。文様は沈線のみで，脇の下からの刺突がある。胎土には砂粒，石英粒が含まれてい

る。 21も20と同様，上げ底状をなすものである。文様は沈線カミ正面とこれから側縁にかけ

て,環状の貼付が側縁の〈びれ部にそれぞれ施されている｡22は動物形土製品｡大きさは， 塾劉驚
6.3×3．9×2.9cm,重さは22.09をはかる。刺突によって， 目，噴気孔が表現されており，

背びれの前部に刻み力施されている。この詳細についてはV－3で述べる。23はコハク玉。 コハク玉

断面形はレンズ状をなす。孔は器体中央にあり，両面から穿孔されている。 24は有孔自然

石。石材は泥岩。 25～27は軽石製の垂飾。 28～30は平坦に調整された面をもつ石製品。 29

は溝状のくびれをもつ。石材はいずれも軽石。 31は敲打痕をもつ片岩。石斧未製品であろ

うか。 25～30は共伴土器からⅢ群A3類土器の時期と考えられる。 （石川朗）

5）金属製品（図Ⅲ-132-32～35,図版62－3）

渡来銭が4点出土した。 32は祥符元宝（初鋳1008年), 33は皇宋通宝（初鋳1039年), 34 渡来銭

は熈寧元宝（初鋳1068年）である。 35は判読不明。 （石川朗）

I
、

一－－

20

0 '0cm

図Ⅲ-13(） 土製品(2)
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Ⅲ遺構と遺物
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2 第Ⅳ層の遺構と遺物

本遺跡における第Ⅳ層からの旧石器出土は，隣接する石川l遺跡の状況からみて，可能

性が高いと判断し，縄文時代の包含層，遺構調査終了後，順次第Ⅳ層の調査を行った。確

認調査は66カ所の発掘区(1,056m2)で実施し， その結果, 11カ所の発掘区で旧石器が出土

した。出土位置は，沢の北側と南側の二つの地域で，北側は10カ所(B-40, C-39～41,

D-39～41, E-39･40, F-40),南側は1カ所(G-11)の発掘区である。北側は, C-

40とD-40にまたがる径4mの集中域を中心に16×8mの範囲に石器類力ざ分布するが,南

写ロッジ側は4点のみが散在するだけである｡北側および南側の石器ブロックをそれぞれKSb-1,
KSb-2と呼ぶ。

遺物総数 出土遺物総数は1,366点， その内訳はナイフ様石器19点，ナイフ様剥片17点(個体数は15

点)，彫器1点，石刃2点（個体数は1点)，石核18点，剥片775点，礫片534点で，剥片と

総重量礫が96％を占める。総重量は5,481.09,そのうち石器は1,755.29,剥片･礫は3,725.89で，
その比率は32 ：68である。

石器,剥片類の石材はめのう質頁岩と頁岩力罫みられるが,めのう質頁岩が99％を占める。

礫はすべて火熱をうけ破砕した状態で，石材は安山岩，砂岩，頁岩などみられる力ざ，頁岩

母岩別分類が大半を占める。 また，母岩別分類を試みたところ，めのう質頁岩13個体，砂岩1個体，

頁岩3個体が抽出できた。 さらに母岩別資料17個体のうち， 9個体については，原石の状

態に近い形まで接合すること力罫できた。以下，石器ブロックの特色と石器について説明す

る。 （長沼孝）

(1)石器ブロックと石器

KSb-1 (図Ⅲ－134, 図版32･33)

分布石器はB 40, C-39～41, D-39～41, E-39．40区に分布する。おおきさは東西

約16m,南北約8mで，厚さ20cmである。最も遺物が集中するのはC-40,D-40区にま

たがった径約4mの範囲で， ここからは総点数の90%,総重量の81%が出土している。ま

た礫は，そのなかのさらに径約2mからの総点数の97%,総重量の96%が出土している。

このように本ブロックは礫群を中心に形成している。

石器1,362点が出土した。その内訳はナイフ様石器19点，ナイフ様剥片17点，石核17点，

剥片775点，礫534点で総重量は4,993.89ある。礫は火熱をうけて破砕したもので1点あ

たりの平均重量は約29である。剥片にも同様に表面が黒く変色したり， ひび割れを生じ

たもの力葡19点ある。 これらはすべて剥離後に火熱をうけたものである。

礫 の

平均重量

404I 4243444546474
1 1 1 I I I I I
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図Ⅲ－133 旧石器調査範囲と石器~ブロックの位置
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Ⅲ遺構と遺物

表Ⅲ－1 石器ブロック・器種・石材別点数および重量

KSb-2

めのう質頁岩 ｜ 頁
点 数|重量｜点

KSb-1

めのう質頁岩 頁

点 数重量点

19 113.9

17 58，5

＝~『

局T合卓公
恥じ、

岩
一
数

岩

数

ほ

三
里

ほ
一
重

か

量

か
一
自
重 点 数

19

17

1

2

18

57

775

534

1．309

量
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５

０

８

９
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１
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５

６

６

１

５

７

６

０

１
７
，
１

重

１

１

２

１

、

ナイ フ様石器 19 113.9

ナイ フ様剥片 17 58，5

彫 器

石 刃

石 核 17 1,095.6

石 器 合 計 53 1,268.0

剥 片 774 2,663.5

礫

剥片なとﾞ合計 774 2,663.5

０

８

４

２

９

４

３

７

１

６

８

４

４

１
－
２
’
１
’
’
４

１

２

３

１
｜
認
一
邪

Ｕ

２

２

６

６

０

Ｏ

Ｌ

１ 3,725.8

1 1 487.21 1,366 1 5,481.0計 827 1 3,931.5 1 535 1 1,062.3合＊公
恥じ、

石材礫以外の石器は頁岩の1点をのぞき，すべてめのう質頁岩である。礫は7点が安山

岩， 5点力ず砂岩， 522点が頁岩である。

接合剥片・石核接合資料13個と，礫接合資料4個をそれぞれ抽出することができた。

ナイフ様石器･ナイフ様剥片（図Ⅲ-135,図版63－2） ナイフ様石器は19点が出土した。

ここでナイフ様石器としたものには剥片の縁辺部に刃こぼれ状の微細な剥離がみられるも

の(6･7･11･12･15･16･17･24･25･26･27･28･29･31) と二次加工力罰あるもの(4･13 ･23 ．32 ･

33）がある。微細剥離の当否は20倍のルーペで観察し，剥離面にロームが残っていること

を判断基準とした。ナイフ様剥片は17点が出土した。 （1.2.3.5.8.9.10.14･18･19･20･21･22･

30） ここでナイフ様剥片として抽出したものは，形状，大きさ，剥離面の構成などがナイ

フ様石器と共通し,それらの素材と考えられるものである｡図IⅡ-135はナイフ様石器,ナイフ

様剥片を形態別に一括して掲載したものである。図示するにあたってこれらは基本的に打

点側を下に統一してある。剥片の形態別に個々の石器を概観する。 1～9は長軸が剥離方

向に対して左傾するもの。 1 ． 8には古い折れ面がある。微細剥離は6 ． 7にみられ

る。その位置は6力罰バルブ側から右側縁にかけて， 7は左側縁先端部側である。 4は切り

出しナイフ状の形態をなすもの。右側縁先端部にはブランティングと考えられる二次加工

が施されている。10～17は扇状ないし台形状のもの。10･12｡13･14は背面にポジティブな面

力罰あり，石核となる剥片の主剥離面側で取られたものであること力：わかる。11.12.15.16.17の

微細剥離は末端部にある。 11の背面にある小剥離面は， この剥片が剥取される以前に施さ

れた頭部調整で，微細剥離は腹面にみられる。 13は曲線を描く刃部をもつもので，右側縁

には基部調整がある。また左側縁は折り取られた可能性がある｡18～24は長幅比がほぼl :

1のもの｡19.21.22.23の背面には異なる2方向の剥離面がみられる。 23には背面から急峻な

二次加工が施されている。 25～27は縦長のもの。微細剥離は側縁に部分的にみられる。 27

は3点が接合しているが中間部の剥片だけが火熱をうけて赤く変色している。背面には対

向する剥離面がみられ,打面が両接に設けられていたことをうかがわせる｡28～34は幅広の縦長の

もの｡29･30･31･33の背面には直交する2方向の剥離面が観察される｡微細剥離,二次加工は側縁に

あるもの(28･31･32･33),先端部にあるもの(29･34)がそれぞれある。1 ･3･7･29が母岩別

資料7, 9 .17.26.27.32が母岩別資料5， 11．34力釘母岩別資料2， 28は母岩別資料8である。

微細剥離

二次加工

微細剥離の
認 定

切り出し
ナイ フ

ブラ ン
ティング

頭部調整

基部調整
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Ⅲ遺構と遺物
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4･10･12･13･14･18･19･20･23は母岩別資料10,そのうち12･13は38の石核から13→12の順に

（個体別資料C), 4･19･23は4･23･19の順に（個体別資料D)それぞれ連続して剥取され

たものである。石材はすべてめのう質頁岩。

剥片・石核接合資料（図Ⅲ－136～146, 図版64～69) KSb-1から出土した礫以外の剥

片，石核は接合作業の結果，母岩別に13個の接合資料が抽出され， このうち8個は原材の

形状を推定すること力ざできた。ここではその8資料について剥片剥離過程を中心に述べる。

図は最終接合図，剥離模式図，接合分布図，ナイフ様石器，ナイフ様剥片，石核実測図を

一組にして掲載した。

35は母岩別資料6の最終接合図である。 18点が接合しており， その内訳はナイフ様石器

2点，剥片15点，石核1点で，総重量は113.79である。 これらはC-40･41, D-39.40に

分布している。分布の主体はD 40にある力ざ,石核は単体でC-41から出土した。石材は灰
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別
６
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Ⅲ遺構と遺物
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Ⅲ遺構と遺物
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色のめのう質頁岩で礫皮面には珪藻質部がみられる。原材の形状は偏平礫，剥片剥離がお

こなわれている面はポジティヴな面で， この面は茶色に変色していることから古い段階で

形成されたものと考えられる。接合図中上縁では背面の礫皮面に打面を設定し，打点を横

に移動させな力ざら連続して8個の剥片が剥取されている。それらのうちにはナイフ様石器

力罰2個含まれている。下縁では1回の剥離であらかじめ打面を作出し， 3個の剥片が剥取

されている。

37は母岩別資料2の最終接合図である。 8点が接合しており， その内訳はナイフ様石

器2点，剥片5点，石核1点で，総重量は304.29である。これらはC-39･40, に分布し，

その分布状態はまばらで集中する箇所はみられない。石材はめのう質頁岩。礫皮面は黄茶

褐色で珪藻質部が部分的にみられ， 内面は鼠色を基調に白色部が縞状にまじっている。原

材は角礫状をなすものと考えられる。接合状態から復元される剥離工程は，平坦な礫皮面

からの剥片剥離→頭部調整→剥片剥離→原材からの分割→下縁礫皮面への打面転位→分割

面側への剥片剥離の順に進行している。頭部調整の剥離は幅広かつ浅いもので，打面側か

ら見ると縁辺が直線的に整形されている。原材からの分割は剥離面の切り合いがないため

明かではないが最初の剥片剥離よりも先におこなわれた可能性がある。ナイフ様石器は接

合図正面と分割面に1点ずつ接合している。

39は母岩別資料8の最終接合図である。 15点が接合しており， その内訳はナイフ様石器

1点，剥片13点，石核1点で総重量は228.99である。このうちナイフ様石器と剥片12点は

グリッドポイントD-40を中心に半径約2mの範囲から出土したが,石核はこの分布域

からはずれている。斜線スクリーントーン部の剥片は剥離されたあとに折れ， さらに火熱

をうけたものである。石材は白色のめのう質頁岩で， 内部には空洞がみられる。原材の形

状は角礫。剥片剥離は平坦な礫皮面ないし剥離面から求心状におこなわれているが， 図中

上面の礫皮面からの剥片剥離の直前には，母岩別資料2と同様の頭部調整力罰行なわれてい

る。

41は母岩別資料7の最終接合図である。 34点が接合しており， その内訳はナイフ様石器

2点，ナイフ様剥片2点，剥片30点で総重量は293.59である。これらはC-39･40,D-39･

40に分布している。このうちC-40,D-40からは29点が出土した。剥片のうち5点は接合

作業の結果， 1個の剥片が剥離後火熱をうけ破砕したものであることがわかった。石材は

灰白色のめのう質頁岩で礫皮面には珪藻質部力ざ部分的にみられる。原材は断面が三角形を

なす角礫。最終接合図は連続的な打点の移動が観察される面を正面にみたものである。剥

片剥離はまず正面図中左上で礫皮面，剥離面を打面とし打点を中心部に移動させながら連

続的におこなわれる。 ここで1， 3のナイフ様剥片が得られている。つぎにほぼ直角をな

す原材縁辺に打点を移動させ背面の礫皮面を除去し，再び正面にもどり右上部で剥片を剥

取したものと考えられるが， この部分の剥片は出土していない。つぎに正面の稜線部から

打点を後退もしくはジグザグ状に移動させながら剥片を剥取し， 16．29のナイフ様石器を

得ている。下部中央の空白が残核に相当するが， 出土しておらず遺跡外に持ち出されたも

のと考えられる。

42は母岩別資料1の最終接合図である。 48点が接合しており， その内訳はナイフ様石

器2点，ナイフ様剥片3点，剥片42点，石核1点で,総重量は438.59である。これらはC-

39･40,D-39･40,E-40から出土しており今回抽出された母岩別資料のなかで最も分布域
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が広い。グリッド別の出土点数は上記の順に8点， 6点， 2点, 21点, 1点である。剥片

には剥離後火熱をうけたものと，剥離後折れ， さらに火熱をうけたもの力:それぞれ2点あ

る。石材は灰色のめのう質頁岩。原材の形は柱状の角礫である。剥片剥離の概略は図-141

に示した。 1から4までは打面と作業面を交互に変え剥片を剥取している。 5 ：両接打面

から剥離がおこなわれている。後者はバルブ部分が欠損しているため打面の詳細は不明で

ある。 6．7 ： 1～4と同じ様に打面を交互に変えての剥片剥離がおこなわれている。 7の

剥離で25のナイフ様石器と21のナイフ様剥片が得られている。 このあと石核を転力ぎすよう

にして縦長の剥片を剥取して，全工程を終了している。43はその残核でサイコロ状をなす。

44は母岩別資料5の最終接合図である。 37点が接合しており， その内訳はナイフ様石

器4点，ナイフ様剥片1点，剥片32点，石核1点で，総重量は569.99をはかる。これらは

C-40,D-39･40,E 39から出土している。グリッド別の出土点数は上記の順に6点, 3

点， 27点, 1点である。平面分布をみるとD-40半径約1mの範囲に集中する傾向がうか

がえる。石材はめのう質頁岩。礫皮面は茶色で凹凸が著しい。内面はくすんだ灰色で中心

部には空洞がみられる。原材の形状は角礫と考えられる。 44は最初の打面作出剥片の打点

側を正面においている。剥片剥離工程の概略を以下に述べる。 1．2 ：分割または剥離によ

って,石核の形状を直方体様に整える段階で,この分割面･剥離面が3以下の打面になっている。

3．4 ：両接打面からの剥片剥離。 3は上下両打面から正面の礫皮面へ， 4は2で作出され

た右打面から3の剥離面へそれぞれ剥片がとられている。接合状態から3と4と同じ方向

の打面転位→剥片剥離はこのあと少なくとも3回おこなわれ， 5以前には背面の礫皮面を

打面として側面へ剥片を剥取していることがわかった。図示したナイフ様石器，ナイフ様

剥片はすべて3と4の段階のものである。 5 ：最終剥離。打面を厚く残した縦長剥片が2

枚取られている。 45は残核の状態で，背面に礫皮面をのこす柱状の形態になっている。 こ

のように打面を交互に変えて剥片剥離がおこなわれる点，両接打面をもつ点で母岩別資料

1と類似している。

46は母岩別資料3の最終接合図である。 27点が接合しており， その内訳はナイフ様石器

1点，剥片24点，石核3点で，総重量は212.59である。石材は灰色のめのう質頁岩。原材

の形状は偏平礫である。剥片剥離は原材を3分割したあと，個別におこなわれている。Aは

原材の端部にあたるもので礫面を打面としたナイフ様石器1点が,BはCとの分割面を打

面とした剥片2点がそれぞれ接合している｡Cは礫面ないし前段階の剥離面を打面とし剥離

模式図にみるように少なくとも5回，打面と作業面を変えながら20個の剥片を得ている。

50は母岩別資料10の最終接合図である。 48点が接合しており， その内訳はナイフ様石器

4点，ナイフ様剥片5点，剥片35点，石核4点で,総重量は321.89をはかる。これらはC-

39,40,D-39･40に分布している。このうちC-40から38点が出土しており分布の偏りがみ

られる。石核のうち36と37はこの集中域から2m以上はなれて出土している。剥片のなか

には剥離後火熱をうけたものが2点ある。石材は灰白色のめのう質頁岩で，礫皮面には珪

藻質部力ぐみられる。原材の形状は円礫。石核には剥片を素材とし， その腹面で剥片剥離作

業をおこなうもの（51， 52， 53） と，打面を次々に転位しながら剥片を剥取するもの（54）

がある。剥片剥離は前者の石核素材剥片の獲得から開始されている。 まず原材を長軸方向

に縦割り, 51を石核とする個体別資料Aが剥離されている。剥離面の観察から珪藻質の礫

皮面を打面として3個の剥片が取られていることがわかる。次に52, 53をそれぞれ石核と
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Ⅲ遺構と遺物

5cm
－． -一
Ⅱ

1

遜騨
↑2、／ ↑3
、／

2

サ 52

⑧ 瓢・ 雪．
IJ

I 、J

I ､ |
~、． 、 ロ

…鬼､ DDふき:･･･#/
J－｡ ､｡」~

認験
~／
~／
／

二一窪､
く一重~’1、~｜、 1

I ID-4]
、~綱

,↓ﾉ

4 ○一
● ●

●′･･

~ 一

~～一三子皇-2。
● □

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

一

一

●

唇

○ロ

ごど＞

I識
~、

､尋講
、とニニュ

ド"灘認

↓

屋．
●

△

、

毒

図Ⅲ－145母岩別資料10-(1)

19Z



綴麗韻翁懸懲驚
く－2 へ 4 ◇】o

畷i鰯騨憲一。鐸鱒…‘ ゞ"“溌遭
G

篭
垂Z乍痙狸12

鰯《鰯
弓多23

GZZ&

一

品

引

図Ⅲ－146母岩別資料10-(2)

する個体別資料BとC力ざ剥離される｡加撃はBは側面から,CはAと同方向からおこなわ

れている。52はAの剥離面を打面としており, 10のナイフ様剥片が, 38はA･B両方の剥離

面を打面とし， 14， 15のナイフ様石器とナイフ様剥片1点がそれぞれ得られている。個体

別資料DはCの剥離面を打面にして剥片剥離力ざ開始されている｡剥片剥離の順序は明らかで

はないが， これ以降は打面を少なくとも5回以上転位している。Dからはナイフ様石器が

2点とナイフ様剥片が3点が得られており，このうち4．23のナイフ様石器と19のナイフ様

剥片は同一打面から連続して剥離されている。 18のナイフ様剥片は最終段階で剥離された

ものである。残核（54）は角すい状をなし，背面に礫皮面力:みられる。

礫接合資料(図147,図版70-2) 礫は534点が出土し，総重量は1,06239である。石器ブ

ロックの所でふれたように， このうち総点数の97％，総重量の96％はKSb-1分布域のほ

ぼ中心にあたる径約2mの範囲から出土したものである。すべて火熱をうけており，細か

く破砕したり，変色している。礫接合資料は4個が抽出された。図47の右上の図はその出

土状態をあらわしたものである。石材には安山岩，砂岩，頁岩があり接合資料や礫皮面の

観察からすべて円礫であることがわかる。そのおおきさは最大でも拳大以下である。

55は礫接合資料1で6点が接合している｡礫皮面ははじけとび,わずかに残るのみで，赤く変色し

ている｡重量は243.79で石材は砂岩である｡56は礫接合資糀で30点が接合している。本来は黒な

いし灰色をしていたものとおもわれるが内外面とも白く変色している｡重量は199.29で石材は

頁岩である。

火熱破砕

石 材

変 色

KSb-2 (図Ⅲ－148)

分布石器はG-11に分布する。その範囲は径約2m。この周辺には縄文時代の住居跡が

集中しており， それらによってブロックが破壊されている可能性がある。
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KSb-2
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石器 4点力罰出土した。その内訳は彫器1点，石刃2点，石核1点で，総重量は488.99て
ある。57は先端で交差する樋状剥離がある彫器。樋状剥離は右側に2面，左側に4面ある。
58は石刃， 59は石核。原材の形状は円礫。打面は単剥離面で幅広の剥片が剥取されており

末端ではヒンジーフラクチャーとなっている。背面は節理面で割れている。

石材 4点とも珪質分の多い頁岩である。 この種の石材は縄文時代のものとは異なる。
接合器体中央で折れた石刃2点が接合している。 （石川朗）
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Ⅳ各種分析， 同定

Ⅳ各種分析，同定

~ 1 液体シンチレーション炭素年代測定結果

山田 治

（京都産業大学）

(NQ73, 74)木炭 3,950=t60y.B.P.

(No.70)木炭 3,920=t35y.B.P.

(NO34)木炭 3,900±40y.B.P.

(No252)木炭 4,160=t35y.B.P.

木炭 3,930士40y.B.P.

14Cの半減期は5,568年, y.B.P・は西暦1950年よりさかのぼる年数

測定番号KSU-1653

測定番号KSU-1654

測定番号KSU-1655

測定番号KSU-1656

測定番号KSU-1657
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2 桔梗2遺跡の火山灰について

ｍＥ

Ｏ

相

１

２

３

●

●

●

1 はじめに

本遺跡で認められる火山灰は，粘土質の更新世降下火山灰（いわゆ

る「ローム｣。以下， この語を使用｡） と完新世降下火山灰である。こ

的 こでは， これらの火山灰について，火山灰の対比や遺物・遺構の編年

の基礎資料とするために，主に鉱物組成上の特徴を記載する。 ローム

については粒度分析を合わせて行い,旧石器の産出層準を検討した。

グリッドC-41におけるトレンチ断面の観察では,ローム層は明褐色・

黄褐色を呈し，層厚約1mである。上部はやや硬く褐色味力：強い。下

半部は軟かく榿色味が強い。 ローム層の直下は段丘堆積物の砂層であ

る。 この砂は，上位のローム層中に塊状に産出することがあり，かな

り上方にも認められる。 ローム層は層厚の変化が大きく ，概して，現

地表面の傾斜方向へ薄くなるようである。

乱 ローム層は，堆積後かなり擾乱を受けていると思われるので， ロー

ム試料の採取は遺物直下に限定し， これを旧石器産出層準の検討試料
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完新世の降下火山灰は,表層部の黒ﾎｸ土中にﾚﾝ箕状簿層を成鮮洲灰‘熟砂噂
して産出する （図Ⅳ－1)。下位の火山灰は黄褐色･褐色･淡黄色のシ ：礫 f :炭化植物片

ﾙﾄ質火山灰である｡層厚5cm±･中位の火山灰はにぶい黄褐色の砂鯏頚跡の完新
質火山灰である。層厚1.5-2cm・下半部は中粒砂質，上半部は細粒世火山灰層序（グ
砂質である。上位の火山灰は灰白色の火山灰で，三つのフォールュニ リツド1-29)

ツトから成る。下位から上位へ， シルト質→細粒砂質→シルト質で， これらの間には堆積

間隙は認められない。各フォールユニットの層厚は1-2cmである。完新世の火山灰は，

すべて縄文時代・続縄文時代の遺物・遺構の上位に堆積し， これらを直接に覆うことはな
い。
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図Ⅳ－2 桔梗2遺跡のロームの重鉱物組成と粒度組成（グリッドD-40)
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2 試料の処理

ロームについては， グリッドD-40の遺物NO28(フレイク), N084･85(フレイク),及び

No.108･109 (石核) ･110 (フレイク）の直下から, 2.5cm間隔の連続した試料を採取した。

完新世火山灰については， グリッド1-29の地質断面から上・中・下位の火山灰試料を採

取した。採取試料は検鏡の他， ロームについては粒度分析に供した。

検鏡用試料は次の手順で処理した。水洗→6%H202･10%HCl処理→水洗→乾燥→蹄

分け→粒径1/4-1/8mmについてカナダバルサムを封入剤としてう．レパラートを作成→偏

光顕微鏡下で,ロームについては重鉱物を250粒前後,完新世火山灰については全鉱物を350

粒前後検鏡→各鉱物量比を粒数％で表わす。

粒度分析は，砂分（粒径2-1/16mm)以上を諦分け法，泥質分（粒径1/16mm>)をピ

ペット法で行った。ピペットによる吸い上げは粒径1/256mmまでである。

一部の試料については，浸液法による火山ガラスの屈折率を測定した。 また，火山ガラ

スについては，以下のように形態分類を行い，各型の量比を粒数％で表わした。

B型：気泡が微細で粒子全体の形状が漿果状。

F型：扁平で，気泡が繊維状に細長く平行に伸びているもの。

L-C型：気泡が破砕し，泡壁がridgeをなして直線～曲線状に走るもの。

M型：気泡と泡壁がつくる模様が網目状にみえるもの。

N型：扁平～塊状で，針状の気泡・条線力罰認められるもの。針状の微少結晶を包有する

ことが多い。

P型：薄い平板状。

UT:未分類。

手 順

火山ガラス
の形態
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図Ⅳ－3 桔梗2遺跡のロームの粒度累積曲線
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図Ⅳ 4 桔梗2遺跡の完新世火山灰の鉱物組成

3 鉱物組成・粒度組成上の特徴

（1） 口 一ム

重鉱物組成を図Ⅳ－2に示す。試料には，上部から下部へ,-1,-2,-3の番号を添付

してある。ただし, No28-1は遺物の側方に位置する試料で粒度組成のみ(図Ⅳ 3), No

28－3は重鉱物組成のみを示している。重鉱物量は，各試料とも斜方輝石に富み，不透明

鉱物（鉄鉱物）がこれに次いでいる。単斜輝石は少なく ，単斜輝石比（単斜輝石量／全輝

石量）は0.07-0.19である．

斜方輝石

|’T鰯
粒度組成を図Ⅳ－2及び図Ⅳ－3に示す。各試料はシルト

質または粘土質で,砂分を8-20%含んでいる。N084･85-1

は砂分が比較的多い。中央粒径Md(mm)は0.0038-0.0056

である。

（2） 完新世火山灰

鉱物組成を図Ⅳ－4に示す。下位の火山灰（試料6）は，

火山ガラス ほとんど火山ガラスから成り，重鉱物を含んでいない。アル

カリ長石を僅量含む。火山ガラスは, L-C型が多く ,F型．

M型･P型を伴う。火山ガラスの屈折率は1.505-1.521であ

る。

斜長石 中位の火山灰（試料4．5）は主に斜長石から成る。火山ガ

ラスは少ない。下半部（試料5）の重鉱物量は，角閃石＞単

斜輝石＞斜方輝石＞不透明鉱物｡単斜輝石比0.58.上半部(試

料4）の重鉱物量は，角閃石＞単斜輝石＞斜方輝石。単斜輝

石比0.70．上・下半部ともに，軽石・スコリアを含んでいる。

上位の火山灰は， シルト質部で火山ガラス，砂質部で斜長

石に富む。下部のフォールユニット （試料3）では，主に火

山ガラスと斜長石から成る｡火山ガラスはほとんどがM型で，

F型･LC型･N型を僅量含む｡重鉱物は少な< ,斜方輝石＞

不透明鉱物である。中部のフォールユニット （試料2）では，

主に斜長石から成る。火山ガラスは少ない。重鉱物量は，斜
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粒度組成
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図Ⅳ－6 石川1遺跡のローム層標準柱状図試料の重鉱物組成と粒度組成

方輝石＞不透明鉱物＞単斜輝石。単斜輝石比0.09．上部のフォールユニット （試料1)で

は，主に火山ガラスから成る。火山ガラスはほとんどがM型で, F型･L C型･N型を
僅量含む。重鉱物は少なく ，斜方輝石＞不透明鉱物＝角閃石。火山ガラスの屈折率は，各
フォールユニットともに, 1.500-1.505である。

以上の完新世の火山灰のうち，下位の火山灰は，特異な鉱物組成，火山ガラスの形態と

屈折率，及び層準から， 「白頭山一苫小牧火山灰」 （町田ほか， 1981 ；町田ほか， 1984）に
対比される。上位の火山灰は， 同様の観点から，湯の里3遺跡の｢Yn-b火山灰｣，札苅遣
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図Ⅳ－7 石川1遺跡のローム層標準柱状図試料の粒度累積曲線

跡の「St-a火山灰｣，建川2遺跡と新道4遺跡の「Sm-a｣,及び矢不来2遺跡の「Yf-

a」 （側北海道埋蔵文化財センター, 1986a.b･1987a.b)に対比される。ただし， これらの
火山灰と各フォールユニットとの関係は未詳である。

4 旧石器産出層準の検討

旧石器はローム層から産出し， その産出層準を明らかにすることは，遺物の編年ばかり

ではなく ，函館周辺の第四紀地史を編む上でも重要である。

産出層準を検討する一つの方法は， ローム層断面から連続した柱状試料を採取し，鉱物

組成・粒度組成・鉱物の屈折率等を明らかにして， これらと遺物の垂直分布との関係を調
Am

くることである。ただし，本遺跡のロ－くることである。ただし，本遺跡のロー

ム層はかなりの擾乱を受けていると思わ

れる （前述）ので， 同じ段丘面上に立地

している，隣接する石川1遺跡のローム

層を標準とし(図Ⅳ－5)， これと本遺跡

の遺物直下のローム試料とを比較した(石

川1遺跡におけるロームの特徴を,図Ⅳ－

5～7に示す)。

本遺跡における遺物直下のロームの角

閃石一斜方輝石一単斜輝石量比を図Ⅳ－

8に示す。 この図において， ほぼ一致す

るのはAの範囲にある三試料である。こ

oPxの範囲には，本遺跡のNO84･85-1,石

5｝/T ブ、§,

｡＄ ｡ o
O
O

o
● ●

。 A③．△

｡

2

△

EPx× 50% OPx vノ早凶煙1 VｰしJ､シ zf=]且剛､(/ノNu64．60－19 ノロ

Am：角閃石 。Px :斜方輝石 cPx :単斜輝石●:石川l遺跡のローム 川l遺跡の4-26･ 4-27が含まれる。
層標準柱状図試料△：桔梗2遺跡のローム試料A: 4-26･ 4-27.
NO~84 ．85 l この三試料の粒度累積曲線を比較すると，

図Ⅳ－8 桔梗2遺跡のロームの角閃石一斜方輝石- No.84･85-1と4 26は概ね一致する(図
単斜輝石量比
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Ⅳ－3)。この二試料は， ともに単斜輝石比0.19，比較的多くの砂分を含み，互いに対比さ
れるものであろう。

一方, No.84･85-1が石川1遺跡の4－26に対比されるとすれば, No.84･85-1の層準
は，図Ⅳ－5においてローム層の基底から上方10cmの位置である。 しかし，本遺跡の遺物
は， ローム層基底附近ではなく ，現地表面に近いローム層上部から産出する。 このことは，

本遺跡のローム層が擾乱を受けているという推定を支持する。遺物直下の試料自体も鉱物
量比はあまり一致しない（図Ⅳ－8）。

遺物の垂直分布は， ある幅に集中し，著しい擾乱を受けていないと思われる。 したがっ

て，遺物の年代はローム層擾乱後である。 また，本遺跡の遺物直下のロームは，遺物産出
層準を直接に示すものではないと考えられる。

ローム層
の擾乱

5 ま とめ

桔梗2遺跡で認められた火山灰は，更新世の降下火山灰起源のロームと完新世の降下火

山灰である。完新世の火山灰のうち，下位の火山灰は, 800-900年前の白頭山一苫小牧火

山灰（町田ほか， 1981 ；町田ほか， 1984）に対比される。上位の火山灰は三つのフォール

ユニットから成り，細粒均質である。比較的広範囲に分布している可能性がある。

グリッドC-41のトレンチ断面の観察や旧石器直下のロームの鉱物組成から,本遺跡のロ

ーム層は擾乱を受けていると考えられる。本遺跡の|日石器直下のローム試料を，隣接する

石川1遺跡のローム層標準柱状図（側北海道埋蔵文化財センター， 1988）の試料と比較す

ると，標準柱状図におけるローム層基底から上方10cmに対比される。しかし， これは, |日

石器の産出層準を直接示しているものではない。

｜日石器の絶対年代資料はない力罫， ローム層の擾乱後であろう。本遺跡の旧石器産出層準

は，今回行った野外観察や室内実験のみでは不明である。 （花岡正光）

引用文献

肋北海道埋蔵文化財センター(1986a) :木古内町札苅遺跡. 128pp.

㈱北海道埋蔵文化財センター(1986b) :知内町湯の里3遺跡. 54pp.

㈱北海道埋蔵文化財センター(1987a) :上磯町矢不来2遺跡. 91pp.

助北海道埋蔵文化財センター(1987b) :木古内町建川2 ･新道4遺跡． 614pp.

側北海道埋蔵文化財センター(1988) :函館市石jl l l遺跡（印刷中).

町田洋・新井房夫・森脇広（1981） ： 日本海を渡ってきたテフラ．科学, 51, pp.562-569.

町田洋・新井房夫・小田静雄・遠藤邦彦・杉原重夫（1984） ：テフラと日本考古学一考古学研究と関係す

るテフラのカタログー.古文化財編集委員会編｢古文化財の自然科学的研究｣,984pp.,同朋舎：

pp.865-928.
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3 函館市桔梗2遺跡より得た炭化木片について

~１
三野紀雄

（北海道開拓記念館）

函館市桔梗2遺跡より得た炭化木片について樹種同定をおこなった。炭化木片は図Ⅳ－

9の地表下30cmの縄文中期中葉の竪穴住居趾KH-14より採取した資料である｡人間力§木

木材利用形態材を利用する形態として， 1）建築・土木建造物の材料， 2）什器・器具･道具類の材料，
3）暖房あるいは炊事のための燃料，土器あるいは器具・道具類を製作するための燃料，
4）その他が考えられる。ここでの竪穴住居杜より得た資料はその1） と推定されるが，
遺跡より採取した木質遺物の樹種を調査することにより樹木に対する当時の人々の考え方

とその利用のされ方それに当時の遺跡周辺の環境を知る一助となる。 この調査の機会を与

えて下さった畑宏明氏，長沼孝氏はじめ財団法人北海道埋蔵文化財センターの方々に感謝
申し上げる。

1 方 法

遺跡の発掘地より採取した資料を，風乾の後それぞれ3個の小片に分割し， それらの小

片を木材組織の木口面，柾目面，板目面を観察できるように安全剃刀でカッティングし，

試料台に伝導性接着剤ドウタイトD-550で接着， さらに金蒸着の後に走査電子顕微鏡

(JEOL-JSM-SI型）で木材組織を観察し樹種を同定した。その際，現生樹木の組織標
本および記載文献を参照した''2)。

処理手順

走査電顕

2 結 果

縄文中期中葉の竪穴住居杜KH-14より採取した炭化木片は住居の構造材と考えられる

カゴ,径数cInの丸太状のものが僅かに見られるほかは,ほとんどが枝状のほそい木材である。

桔梗2遺跡では，縄文早期から縄文中期にかけての19軒の住居杜が確認，発掘され， そ

のうちKH-14住居杜ほか5軒の住居趾で炭化木片が検出されている｡KH-14住居杜は大

きさ5.28×(3=90)m,深さ36cm,隅丸長方形で，主柱穴は壁際に4個そして地床炉とみら

れる焼土が中央部に3カ所みられる。炭化木片は壁際から竪穴住居趾中央に向かって放射
状に倒れた状態で検出された。

炭化木片の樹種同定結果を表Ⅳ－1に示した。その結果，樹種不明（広葉樹散孔材ある

いは広葉樹環孔材）のものも見られたが，他はクリ (CLzs〃"g"C7e"α"Sieb・etZucc)が

ほとんどで，ヤチダモ？と思われるトネリコ属材(Bzzx""ssp.)が僅かに見られた。 クリ

材は木理通直，割裂容易でまた耐久性力罰あり，用材として有用である。 トネリコ属材につ

いても同様である。 クリ材が多用されていることは， それが植生の主要構成要素とも見ら

れる力葡，選択的に伐採・利用された可能性も充分考えられる。

それぞれの資料の樹種同定根拠は次のとおりである。 クリ (Qzs"""c形"α"Sieb. et

Zucc) :広葉樹環孔材,大型の導環は1列あるいは多列,小導環は放射状あるいは火炎状に

配列，導管は単穿孔でチロースが発達する，射出線は単列そして広射出線は存在しない。

トネリコ属(Fm"""ssp.) :広葉樹環孔材，大型の導環は1列あるいは多列，小導環は数
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9 KH-14炭化材分布図Ⅳ

少なく散在，導管は単穿孔，射出線は単列および2， 3列。カバノキ属（Bg”〃s,p､） ？ ：

広葉樹散孔材，導管は放射状に配列する，階段状穿孔を有する，射出線は単列および3，

4列。なお，不明･広葉樹散孔材としたもののうち資料74 ：大型の導管が放射状に配列し，

その大きさの移行が急でまた数を減じる， この資料はクルミ属（ﾉ"g""ssp.)の可能性が

ある。

3 ま とめ

今回の縄文中期中葉の竪穴住居趾KH-14ではクリ (Qzsな"g"C〃"α"Sieb.etZucc)

力:多用されている。北海道では， これまでのところクリ材力訂建築材あるいはその他の用材

として使用された竪穴住居杜の発見例は道南地方に限られている3'4,5)。このことは，道南地

方の植生の反映あるいは木材のもつ特性からの選択的利用を示しているものと思われる。

本州地方では， クリは食糧源のみならず建築材，燃料材としても重要な位置を占め， その

積極的な保護，管理の可能性のあることが指摘されている6)。しかし，本道においてそのよ

うなクリの撫育，管理が行われていたかどうかは今のところ不明である。 さらに多くの発

掘資料の調査が必要である。

クリ材多用

本艸|のクリ

参考文献

1） 小林彌一（1957）本邦における針葉樹材のカード式識別法林業試験場研究報告（98）
2） 須藤彰司(1959)本邦広葉樹材の識別林業試験場研究報告(118)
3） 石田茂雄(1974)縄文時代住居趾内発見の炭化材について西桔梗一函館圏流通センター建設用地内
遺跡調査報告書

4） 三野紀雄（1988）新道4遺跡CH-2住居杜から出土した炭化木材の樹種同定
新道4遺跡一津軽海峡線（北海道方）建設工事埋蔵文化財発掘調査報告書（5）北埋調報52

5） 三野紀雄（1988）石川1遺跡H－5住居杜から出土した炭化木材の樹種同定
石川1遺跡一一般国道5号函館新道道路改良用地内埋蔵文化財発掘調査報告言北埋調報45

6） 千野裕道（1984）縄文時代のクリ 炭化木材の樹種を中心に一歴史公論10巻6号
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表Ⅳ－1 函館市桔梗2遺跡出土の炭化材樹種同定結果

資料番号 樹 種

クリ(Qzs"""c"""Sieb. etZucc)

トネリコ属(F)m『""ssp.)

トネリコ属(Rtzｽ'加況ssp.)

クリ(Qzs"""c花"αねSieb.etZucc)

摘 要 資料番号 樹 種

クリ(Qzskz""c花"α〃Sieb.etZucc)

クリ(Qzs"""c花"α"Sieb. etZucc)

クリ(Qzs"""c"""Sieb. etZucc)

クリ(Qzs"""c姥"α〃Sieb.､Zucc)

クリ(C""""c形"α〃Sieb.etZucc)

摘 要
1 44

2 45

３
46

４
47

5 丸太 48

6 丸太 49

７
丸太 50

8 丸太 51

9 52

10 53

1l 54

T「、

上乙 55

13 56

14
~

r一再

Oイ

15 58

16 59

17 60
~

18 61

19 62

20 63

別
64

句の

ムム 65

23 66

24 67

25 68

妬
69

ワヮ
今~I 70

28 71

29 72

別
~

ワq
JU

31 74

32 75

、、

｡｡
ヴハ

イ0

34 ワワ

イイ

35 78

36 79

句庁

DJ 80

38 81

39 82

40 83

1］ 84

42 85

媚
86
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資料番号 樹 摘 要種 資料番号 樹 摘 要種

不明・広葉樹散孔材・資料74に同じ87 132 クリ(C"s〃"”c花"α〃Sieb. etZucc)

クリ(CZzs畝"βαc彫"αmSiehetZucc) クリ （as"""c"""Sieb. etZucc)88 133

クリ (Qzs"""c花"αmSieb. etZucc)89 クリ(Qzs"""c彫"αねSieb.etZucc)134

90 クリ(Qzs"""c形"αmSieb. etZucc) 不明・広葉樹散孔材135

クリ(Qzs"""c池"α〃Sieb. etZucc)91 クリ(Qzs"""c〃"α"Sieb.etZucc)136

クリ(C""""c""α〃Sieb・etZucc)92 137 クリ(C"s“"“c形"αねSieb.etZucc)

ク'ﾉ (C""""c花"α〃Sieb.etZucc)93 138 クリ（asなれ“c花"α舷Sieb.etZucc)

クリ(CZzs"""c沌祁α畝Sieb.etZucc)94 クリ(Qzs"""C"""Sieb.etZucc)139

クリ(Qzs"""c沌卯α〃Sieb. etZucc)95 ク') (Qzs"""c泥"α畝Sieb.etZucc)140

クリ(Qzs"""c花"α"Sieb. etZucc)96 クリ(Qzs"""c"""Sieb. etZucc)141

クリ(Qzs"""c"""Sieb.etZucc)97 クリ(C""""c花"αmSiehetZucc)142

クリ(Qzs"""c花"αkzSieb.etZucc)98 クリ(C""""c"""Sieb' etZucc)143

クリ(Qzs"""c花"α〃Sieb.etZucc)99 クリ (Qzs"""c花"α〃Sieb.etZucc)144

クリ(C(zs"""c"""Sieb.etZucc)100 145 クリ (Qzs"""c"""Sieb.etZucc)

クリ(Qzs"""c形"α〃Sieb. etZucc) 不明 細粉101 146

102 クリ(Cbs"""cだれα〃Sieb. etZucc) クリ(Qzs"""c彫"α〃Sieb・ etZucc)147

103 クリ(Qzs"""c形""〃Sieb. etZucc) クリ(Qzs"""cだ"α舷Sieb. etZucc)148

クリ("s""""F"α〃Sieb.etZucc) 不明・広葉樹環孔材104 149

105 クリ(Qzs"""c花"α〃Sieb.etZucc) クリ(Qzs"""c形"α雌Sieb.etZucc)150

クリ（as""”c形"α〃Sieb.etZucc)106 クリ(Qzs"""c形"α〃Sieb.etZucc)151

クリ（as""“cだ"α〃Sieb・etZucc)107 152 クリ(Qzs"""c"""Sieb.etZucc)

クリ(Qzs〃"”c花"αなSieb・etZucc) クリ(Qzs"""c花"α〃Sieb.etZucc)108 153

クリ (Qzs"""cだ"α〃Sieb. etZucc) クリ(Qzs"""cだれαmSieb. etZucc)109 154

クリ (Qzs"""c7'F""Sieb.etZucc) カバノキ属(Be""sp.） ？110 155

クリ(Qzs"""c"""Sieb.etZucc) カバノキ属(此/"j上zsp.） ？111 156

クリ(Qzs"""c""α〃Sieb・ etZucc)112 クリ(C""""c"""jtzSieb.etZucc)
1F門

10J

クリ(QzsAz""c花"α〃Sieb・ etZucc)113 158 クリ (Qzs"""c花"α〃Sieb.etZucc)

トネリコ属(F""""ssp)114 クリ (Qzs"""""αmSieb・etZucc)159

不明・広葉樹散孔材 クリ(Qzs"""c"""Sieb.etZucc)115 160

クリ(C"sな"gac花"α〃Sieb.etZucc)116 クリ(Qzs"""c"""Sieb. etZucc)161

不明・広葉樹散孔材・資料115に同じ117 クリ (Qzs"""C7'2""Sieb. etZucc)162

資料無し118 163 クリ(Qzs"""c泥"α"Sieb･ etZucc)

トネリコ属(Rtz"""ssp.) 丸太 クリ(Qzs"""c形"α〃Sieb､ etZucc)119 164

トネリコ属(F""加"ssp.）120 クリ(Qzs"""c形"α〃Sieb. etZucc)165

トネリコ属(F"""zcssp.) クリ (Cfzs"""c'"αねSieb.etZucc)121 166

トネリコ属(F"zzx""ssp.)122 167 クリ(Qzsな"gac花"ZIzSieb.etZucc)

トネリコ属(F､""i"zfssp.) 不明・広葉樹散孔材123 168

クリ(Qzs"""c泥"α〃Sieb.etZucc) クリ（as〃"”c彫"α〃Sieb.etZucc)124 169

クリ(Cas"""cだ"α〃SiehetZucc) クリ(Qzs"""c"""Sieb.etZucc)125 170

クリ(C""""c花"α〃Sieb.etZucc) 不明 細粉126 171

不明・広葉樹127 クリ（as〃"eac形"α〃Sieb･ etZucc)172

クリ(C""""c花"α”Sieb.etZucc) クリ(Qzs"""c形"αmSieb. etZucc)128 173

クリ(Qzsm"gac彫"αmSieb. etZucc)クリ(C(zs"""cだ"α〃Sieb.etZucc)129 174

クリ (Qzsimz"c"""Sieb・ etZucc) クリ(Qzs"""c花"αmSieb. etZucc)130 175

クリ(Qzs"""c""α趣Sieb. etZucc) クリ(C(zs"""c""α畝Sieb. etZucc)131 176

2αラ
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木口面×30 板目面×300

クリ(Qzs"""c花"αmSieb.etZucc)資料Nol9

木口面×30

トネリコ属(Fjtz"""ssp.)資料No.5

板目面×300

木口面×30

不明・広葉樹散孔材資料NQ74

板目面×300

図Ⅳ－10 出土炭化材の組織顕微鏡写真
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V ま と め

V ま とめ

桔梗2遺跡は，函館湾に注ぐ石川右岸の標高25～30mの東側に向いた段丘上にある。今

回はその段丘縁辺部3,540m2について調査を行った。調査区は遺跡のごく一部であり，遺跡

全体の様子がどのようなものかは不明であるが，調査の結果からは，縄文時代中期中葉を

主体として|日石器時代，縄文時代(早期～晩期)，続縄文時代， 中世の生活の痕跡を残す遺

跡であることが判明した。遺跡の性格は，遺構・遺物の時期と種類から類推すると旧石器

時代には石器製作跡であり，縄文時代には集落跡，狩猟の場であったと思われる。それ以

外の時期については不明である。

以下，本遺跡の特徴的な事柄のいくつかについて取り上げまとめとしたい。

1 縄文時代･続縄文時代の遺構と土器の分布について

ここでは縄文時代・続縄文時代の遺構と土器の分布を通して，遺跡の変遷を概観する。

なお， 旧石器時代についてはV－4で述べることとする。

早期の遺構は検出されていない。土器は2か所にまとまりがみられる。 lか所は，北部

の台地奥で中茶路式相当,東釧路Ⅳ式相当,ついで東釧路Ⅲ式相当,貝殼文力:少量分布する。

もうlか所は発掘区南端の南斜面に中茶路式相当と貝殼文が少量分布する。 2か所の分布

のうち前者については，段丘縁辺より台地奥にあることからその広がりはさらに西側への

びるものと思われる。後者については，斜面の上の台地上に早期の主体がありそこからの

流れ込みによると思われる。

前期の遺構については，確実にその時期といい得るものは検出されていない。土器は前

期初頭から末葉までのものが出土しているが， その点数は円筒下層c式をのぞけばわずか

である。土器は，仮称桔梗野式(函館市教育委員会1985） と思われるものが北部の台地奥

および段丘の縁辺に，石川野式は北部の台地奥(C-34区を中心とした地点）に，春日町式

は南斜面に分布する。前期後半の円筒下層c,d式は遺跡全体に分布するが，そのうち円筒

下層c式は， とくに沢部のⅡ層上位から出土しており， ここから図Ⅲ－112－1の土器ｶｺ復

元された。沢部からは， このほかにも数個体分の土器片が散在して出土していることから，

これらの土器は沢上部からの流れこみによるものと思われる。円筒下層c式は前期の土器

の中でも多く出土しているが， この時期の住居跡は検出されていない。

中期は前半のⅢ群A1～A3類と後半のⅢ群B類に分けられる。

Ⅲ群A]類の時期の遺構は，発掘区南端の台地縁辺にベンチ状構造をもつ住居跡が1軒

(KH-19)検出されたのみである。Ⅲ群A1類の土器は， この住居跡南側の遺物集中区よ

り多く出土しており19個体の土器が復元された｡これらの土器はKH-19を構築した人達が

廃棄したものか,それともさらに西側の未調査区にこの時期の住居跡力罫あるのであろうか。

Ⅲ群A1類の土器は， このほかに沢部南の緩斜面(23～28ライン間）にも分布する。

Ⅲ群A2類の時期は,南部の台地上に擴底面近くより該期の完形土器が1個体出土したフ

ラスコ状ピット (KP-63)力罫ある。 また， この付近のⅢ群A3類の住居跡KH-12, 17に切

られたフラスコ状ピット (KP-69, 70, 71, 73)もこの時期の遺構かもしれない。Ⅲ群A2

流れこみ

フラスコ状
ピ ツ ト
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類の土器は， その出土点数が少なく10ライン以南の南斜面に分布する。

多くの住居跡 Ⅲ群A3類の時期には，多くの住居力罰南部の台地上につくられた。大型住居ｶｺ2軒(KH-
8, 17), 中型住居が3軒(KH-14, 16, 18),方形で小型の住居が1軒(KH-12)であ
る。このうち中型住居跡KH-14の覆土中からはシャチを模倣したと思われる動物形土製品

が1点出土した。 また， 中型住居跡の3軒からは，住居の構造材と思われる炭化材力罰検出

された。このうちKH-14の炭化材の樹種同定結果についてはⅣ－3で報告している。

サイベ沢Ⅶ式 Ⅲ群A3類の土器は，おもに10ライン以南の南斜面と，沢部南側の緩斜面(21～26ライン

間)に分布する｡沢部南側の緩斜面上からは図Ⅲ－112－3～5の3個体の土器が出土した。

これらの土器は， その出土状況から流れこみによるものではなく ， その場所へ廃棄された
ものと思われる。

Ⅲ群A3類は，サイベ沢Ⅶ式を主体とする土器群で,桔梗2遺跡では最も多く出土してい

る。 また，本遺跡と同じく函館新道関係で当センターカ罰調査を行なった石川1遺跡でもこ

の時期の土器力罰多く出土する。サイベ沢Ⅶ式の主文様である連弧文を施文するのに桔梗2

遺跡では貼付けによるものが多く ，沈線によるものは少ない。一方，石川1遺跡では貼付

けによるものがほとんどなく ，沈線による施文が主体を占める。このことから，両遺跡で

は同じサイベ沢Ⅶ式を出土するものの本遺跡の方が若干古い方に属すと思われる。両遺跡

のサイベ沢Ⅶ式土器については更に細かな比較が必要と思われるが，今回はそれを行って
いない。

Ⅲ群B類の時期では，榎林式の住居跡力§北部の段丘縁辺部に3軒(KH-3, 5, 6),

沢南側の台地上に2軒(KH-10, 11)検出されている。土器はこれらの住居跡の周囲と南

部の斜面（9ライン以南)にも分布する。榎林式の住居跡のうちKH-5, 11からは住居の
構造材と思われる炭化材力：多く検出された。

炭化材 炭化材を伴う住居跡は， 6軒検出された。榎林式期の住居跡が2軒， Ⅲ群A3類の住居跡

3軒， そして時期不明のものが1軒である。 6軒のうち4軒からはとくに残存状態の良好

な炭化材を検出しており，道南におけるこの時期の住居の構造材， 当時の植生などを知る
上で貴重な資料と思われる。

ノダッフ．Ⅱ式の土器は同一個体と思われるもの力:沢部のG-30区から出土している｡大安

在B式相当と思われる土器(図Ⅲ－112-6)は， 出土地点の詳細は不明である力罰， たばこ

産業㈱のグランド造成の際の盛土中より出土している。いずれも点在的な出土状況である。

中期後半～末葉の石組炉をもつ住居跡が，南部の台地上から1軒(KH-7)検出されて
いる。

後期の土器は余市式，入江式，大湯式のもの力ざ少量出土している。余市式のものは，榎

林式の住居跡(KH-5, 6)の上部より出土しており， この住居跡の凹みに廃棄されたも
のであろうか。

晩期の土器は，大洞C2～A式相当と思われる別個体のものが，それぞれ離れた4か所の
グリッドより出土している。

続縄文時代の土器は，恵山式の別個体と思われるものが， 3か所のグリッドより出土し

ている。 また，後北C&式の土器片が1点出土している。なお，後期～続縄文時代にかけて

の遺構は検出されていない。 （佐川俊一）
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2 炭化材を伴う住居跡について

本遺跡からは6軒の炭化材を伴う住居跡が検出された(KH-2, 5, 11, 14, 16, 18)。
このうちの4軒(KH-5, 11, 14, 16)からは， とくに残存状態の良好な炭化材が検出さ
れた。以下ここでは炭化材を伴う住居跡の調査手順と炭化材の出土状況についてふれる。
現場での調査手順は次のとおりである。 まず炭化材の輪郭や木目の方向をきれいに出し
た後，全体および部分的に写真撮影を行なった。次に1/20の縮尺で炭化材の実測を行なっ

た。炭化材は基本的には一点ずつサンフ・ル番号をつけた。大きな材については，一見同一
の材のように見えても樹種の異なることもあるため，一つの材の2～3か所からサンフ・ル

を取った。取り上げの際には炭化材のレベルをはかり，材の形状，特徴を観察した。炭化

材の形状は，小枝状，枝状，丸太状，板状，薄片，小片などに分けた。割材，板材と確実

に判る例は非常に少ない。資料は一点につきフイルムケース（径3cm,高さ5cm) 1個

分の量を採取し， その後十分風乾させた。整理作業に入ってからは，サンフ・ルを再度肉眼

で観察し， カッティング作業に入った。カッティングは一つのサンフ．ルより5mm角の大
きさで木口面，柾目面，板目面の3種類取れるものは取り， それ以外のものはサンフ°ルの

大きさにより1～2種類のサンフ?ルを取った。樹種の同定は，Ⅳ－3にあるような方法で
開拓記念館の三野氏力罫行った。

残存状態の良好な4軒の住居跡(KH-5, 11, 14, 16)の炭化材出土状況から以下のこ

とがわかった。なお， （ ）内は炭化材の資料Noである。

KH-5では155点のサンフ・ルを採取した。住居跡の長軸線上に棟木と思われる材(1,

2， 14～17， 135， 92， 96)がある。屋根材と思われるものが桁材力:あったと思われる位置

に直交して3か所にみられる(①48～52,②53～58,③118～125)。壁際に立っていたと思

われる材がある(72～74, 138～148)。発掘調査中には， この材の下に壁柱穴の存在が予想

されたが検出されなかった。床面北部の2か所に草本類が検出された （149, 155)。

KH-11では77点のサンフ°ルを採取した。住居跡からは幅10cmの板状の材が，住居跡の

長軸と直交する方向で多く出土している。板状の材は長軸方向でも少量出土している。

KH-14では175点のサンフ°ルを採取した。枝状の材が5個の柱穴を結ぶ線より外側に多

く分布する(炭化材の出土状況はKH 16と対称的である。KH-16では柱穴を結ぶ線より

内側に多く分布する)。炭化材の多くは住居跡の長軸方向に直交するように分布する。屋根

材であろうか。本住居跡の樹種同定の結果についてはⅣ－3にある。

KH-16では274点のサンフ．ルを採取した。炭化材の多くは, 5個の柱穴を結ぶ線より内

側に分布する｡HP-1とHP 2を結ぶ線上に桁材と思われる材が出土している(73,28)。

屋根材と思われるものも出土している （52～55， 56．60)。 （佐川俊一）

調査手順

出土状況
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V ま と め

表V-1 KH-5 炭化材一覧
ニヱ

〆ｲラ備状形考備 No．|犬形考傭 NC|犬形NC

~誌同一，壁際に 薄片

~丸太状
9748.50と同一

48.49と同一

48．49．50と同一？

材の下に焼土あり

49薄片1

9850lと同一２ 〃

99薄片

~〃
51形崩れている丸太状３

101．102と同一？

100･102と同一？

100･101と同一？

106と同一

105の下にあり

48．49．50と同一？
材の下に焼土あり

100Fn

O44 ″

薄片10154.55と同一EQ
JJ5

10253.55と同一薄片(もとは丸太状）546

10353.54と同一丸太状55板材？7

104
~~
同

同

と

と

７

６

５

５

板材？568

106と組んである？７
・太丸105貝'7

J~ロ細い丸太状

丸太状

〃

~薄片
9

103と同一． 1()8
109の下にあり

107～111同一

106581lと同10

10757の下にあり割材(半割）5910と同一

13と同一

12と同一

厚さ4cm

11 〃

107～111同一丸太状10861と同一6012 〃

７
・

~
~
~

同

同

同

１

１

１

１

１

１

１

１

１

－

一

一

７

７

７

０

０

０

１

１

１

10960と同6110

上｡

110小片62板状？14

壁際にあり 111薄片6315

板材？11265と同一板材？64丸太がつぶれた状態

〃

~~
同

同

と

と

７

６

１

１

16

11Q
LユJ64と同一65 ″

17

薄片11466薄片18
11に
上LJ6719 〃

丸太状116壁際に斜に立つ丸太状68板状薄片

薄片

〃

20
司司局

.L上イ割材(半割） ？6921

壁中段に横に位置
する

1187023と同一？0句

乙乙

~1197122と同一？23 〃

72～77同一？

72～74壁際に立つ
120庁ハ

イム24 Ij

72～77同一？

MC年代測定用サンプノ1
121ワq

JJ
ワ匡
竺J

1 1

72～77同一？

1℃年代測定用サンプル
板材？122材の下に焼土あり 74丸太状泌

72～77同一7 1ワq
上白』

Iノ
ワ貝
1J

旬々

ムイ

~

12472～77同一？行ハ

イリ28

12572～77同一7庁巧

jイ枝状ワQ
臼ゾ

79と同一？ ，HP－
lに入り込む

1267830

小枝状12778と同一？
~~
同

同

と

と

２

１

３

３

79丸太状31

128107～1l1と同薄片80冗句

、乙

129丸太小片81｡可旬

｡｡ ~

131と同一,材の中
,1ｺ､空洞丸太状130薄片8236と同一？34

,材の中１Ｆ
同

と
、
７

０
空
過
心131 〃

83薄片35

壁際にあり1328434と同一丸太状

薄片

〃

n戸

dU

壁際にあり13385n号

Oj

87と同一 134丸太？8638

薄片

~丸太状
13586と同一丸太87qQ

JJ

材の中心空洞136７

．

７

・

~~
同

同

と

と

２

２

４

４

１

０

４

４

〕
8840

壁際につく草本13789丸太状41

138～148壁際に立つ薄片138樹皮40･41と同 9042 〃

140と同一？139割材？
〃

9146と同43

139と同一?14096と同一樹皮9244

141'｣､丸太状9345

1429443と同一'1,径丸太46

’ 143薄片95薄片47

144半割材92と同一樹皮9649.5()と同48
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表V－2

血」形
］|丸太状
21板状

丸太状

板状

KH-11

~研一｢屑備 考 形 状 備 考 形恥
一
鋤
『
副
『
刑

状 備 考
“
｜
〃
｜
〃
｜
齢

~~
同

同

と

と

８

７

２

２

板状

小枝状

~丸太状二薄片３

４
’
５

〃

56 〃

板状 板状

~〃
31

~~
同

同

と

と

２

１

３

３

研
一
認

〃

~板状６ 〃

犯

調tL太状７

８
’
９

34と同一
〃

丸太状59

板状

~〃
34

~
~
~

同

同

同

と

と

と

３

６

５

３

３

３

〃
浄
一
榊
一
締
一
吋

60

qR
JU 矼

一
舵
一
“
｜
“

、
｜
皿

調
一
師
一
銘
一
調

″

’

〃丸太状

皿

一

過

薄片

板状~ 板状
戸F

OD

14 40 ″

｜

″

″

66 〃

~小枝状板状過
一 31と同一 41 師

一
銘小枝状16 42 板状

17

18板状

19 /!

20 ''

21 〃

22 〃

23小枝状

板状

〃

〃

〃

22

小枝状

43 〃

小枝状69 71と同

19と同一 '4C年代測定用サ
ンフ･ノレ

44 70

18と同一 小枝状

〃

〃

蝿
一
妬
一
灯
一
銘

小枝状、
｜
ね
一
両
一
別
一
乃

69と同一

~丸太状

『』
〃

49

鍬
一
脚
一
締

〃
ワハ

／0
〃

伏 77 〃
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表V－3 KH－14炭化材一覧
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No．

145

146

147

148

形 状

半割材

ノ

備 考 No．

149

150

151

152

形 状

草本

薄片

丸太状

備 考

壁際につく

NQ

153

154

155

形 状

丸太状

薄片

草本

備 考

床面にあり

NC‘ 形 状 備 考 NC 形 状 備 考 NQ 形 状

1

２

｣､枝状

〃

14

15

枝

″

３

4

5

6

7

R

9

10

11

1o
－L凸

13

〃

〃

丸太状

『

〃

〃

枝状

ノ

〃

『

？

5－－8同一？

″

〃

〃

1戸

上0

17

18

19

20

21

ワリ
ムム

ワq
白』

24

n『ー

乙0

2 6

小枝

小牧

枝

″

〃

″

〃

〃

〃

〃

ノ

17と同一？

16と同一？

20と同一

19と同一

22と同一

21と同一

24と同一

23と同一

26.27と同一

25.27と同一

29

30

ql
J上

qワ
ゾと

33

34

nrー

do

36

qワ
J1

38

39

枝

Pr
rF

I

）

7

7

７

小枝

枝

″

31と同一

30と同一

'4C年代測定用サ
ンう。ノレノノノレ

39．40と同一

38.40と同一

ワワ
合0 枝

28 〃

備 考

25．26と同一
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老備

F
状 ’備
｜
枝
？

形考 NC

写
一

NQ

40

11

状形考 NC備伏
’

一

一

汗多

斗

恢

一

〃

｜

〃

13287.88と同一枝8638.39と同一
「

'41～44同一 二13386.88と同一

86'87と同一

89～93同一

87

134〃

~

胡″

）

42

135 ７

89娼
一

″

’

″

’

″

136’
４
’
“
’

90

1qワ
LJ~イ9145

1389216

139〃

9347

1409448

1419549

143と同一

142と同一
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~
~

｜
｜
同

同Ｌ
ｅ

１

と

７

６

９

９
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帥
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~~
同

同

と

と

５

４

４

４

１

１
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認 7

枝

〃
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豆56
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〃
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｜
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｜
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｜
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｜
幟
一
枝

~149103匡ワ
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樹皮15010458
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~

152 〃
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60 ７
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枝61
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丁
~「

枝

108 7戸n

o乙
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一
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畔

味

と

と

８
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５

５

１

１

６

６

鴫

喝
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11166と同一65

158113と同一 ″

｜

ワ

枝
110
L上乙65と同一

68と同一
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70.71と同一
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戸戸

00
〃

~

159112と同一113小枝
〃〆甸

Oイ

160 7115と同一114 ″

｜

″

－

７

◆

’

７

、

’

７

68 〃

161
フ

114と同115枝69

162～165同一枝16211670

〃

7

小枝

163 〃
11ワ
L且~イ71

164
″

鞭

一

〃

〃

118ワO
イム

165
~~
同

同

と

と

０

９

２

１

１

１

丸太119乃

166 ？
12075と同一

~74と同一
〃

74 『』

｜
〃
｜
枝
一
〃
癌
一
Ｍ

1戸房

上りイ
、
~『122.123と同一枝121房｢ー

イ0
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小枝168121･123と同一12277と同一76

169 7

~枝
121･122と同一

124～127同一

12376と同
〃

ワワ

イノ

17012479と同一

78と同一

81と同一

80と同一

〃
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’

７
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’

７

．

’

７

125 ″

〃
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~『ゾ
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〃
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〃

128～131同一

〃

〃

81 〃
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同

同
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５
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表V-4 KH-16炭化材一覧

| NolNQ状 備 ｜

’
考 形 考状 備 形NO 状 備 考

2と同一？ 49

２

~

二

’
二
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

’

1と同一？ 59

~F 51
~

F句

Oム 固’
n

一ノ

51 53

6 54 102

7

｜
｜
ヨ

55 103

H 弱
一
釘

104

９

~

8と同一？

10の下にあり

9の上にあり

105
｜
叩
一
ｕ
｜
哩

10

11

12

丸太? ６０１58

59 107

60 108

~板状1q八J 61 109

14 62 110

15 63 111

枝状~16 64 112
｜
Ⅳ
’

1句

上／65 11q
上」LJ

18 66 114 112と同一？

19 2()と同一？ 67 板状115 115～117同一7
｜
別
一

2019と同一？

22と同一？

68 115～117同一？

119の_i二にあり

17戸

110

21 69 板状117 115～117同一？
｡，、

乙乙 21と同一？ 70 118 〃

｜
羽

、句

乙』 120と同一？

116の下にあり

119と同一？

71 丸太状
ハ
ｕ
〉

Ｔ
Ｉ
▲

「
１
▲

24 局、

／乙 120

板状25 丸太状73 217･218と同一？ 板状121

丸太26 82と同一？

75の下にあり

74の上にあり

74 枝状122 123の同一7
｜
”
’

r〕ワ
ム』ワ反

jJ 123 122と同一7

丸太28 29と同一
ウハ

イ0 124

29 28と同一 77
~UO

1nF

L乙、

30 78 126

板状)1 79 195と同一？ 127

Q？
J白 丸太状80 128

qq
uJ 81 218と同一？

74と同一？

丸太？129

弘
一
弱

34

35

82 130

83 板状131

36 84 132

qワ
J1 85 1oか

ljO

板状~38 86 枝状134
｜
鋤
一
仙
一

qQ
Jゾ

40

87 135 136と同一？

88 135と同一？
137の下にあり

136

41 ？

。

７

．

~~
同

同

と

と

２

１

４

４

89 10守

上Jイ 136の上にあり

12 90 138 板状 137の上にあり

43 91 139

丸太状44 15と同一？
（
／
』

〈
ｕ
●
》 140

45 14と同一？ 丸太？93 皿
一
皿

’
丸太？46 枝状94 92と同一？ 板状

板状47 95 143 『｣
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り

96 144’ 145の下にあり
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備 考備
孝

弓 形 状状備 考 形 No.形 状 NCN()．

233144の上にあり割材 189145

191と同一？

一括土器の下にあり
235と同一7板状 234190146

190と同一？

一括土器の下にあり 丸太 234と同一7235191147

253と同一7236192148
11

一
？
、

同
上
と
の
８
８
３
３
２
２237193149

〃

237と同一， 240と
同一？ ，237の下？丸太 238194150

〃

241の上にあり79と同一？ 239195 〃151

238と同一？

239の下にあり板状 240155の下にあり 196152

240の上にあり241197153

200と同一？ 242198154

244の上にあり152の上にあり 2431991頁目
ユJJ

243の下にあり198と同一7 244157と同一？ 200156

252と同一？245156と同一？ 201157

247の下にあり246202158

246の上にあり247203159

224～227と同一？板状 248204160

249205161
″

250206162

252と同一7251207163

245.251,253と同一？ ，
MC年代測定用サンーフ，ル板状 252208164

252と同253209165

丸太 256と同一？板状 254210
1戸戸

上00

板状255168の下にあり 211167

254と同一7256167の上にあり 212板状168

板状217の下にあり 257213169

217の下にあり 258214板状
〃

170

丸太 259215171

一括土器の下にあり217の上？丸太状 260216板状
〃

172

216の~上？ ， 213
214の」二にあり

261217173 〃

81と同一7 262218174 〃

263219175

177と同一？
177の上にあり

264220板状176

176と同一？

176の下にあり
222の下にあり 265221177 〃

221の上にあり 266222178

267223179

224～227．248と同
一ワ

278224180

269225181

１ 1270226
〃

82

勺ワ1
白jユ227 〃

183

272228184

273ワワQ
些些辺185

274230186

231187

232188

’

217
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表V-5 KH-18炭化材一覧

形 備状 考NO 形NC 伏 備 形考 No. 状 備 老

小片1 11 81

偏平2 42 82

｣､片3 43 83

4 44〃

84

５ '｣､片45〃

85

割材？６ 46 86〃

小片
~

イヮ
士』 87〃

8 48
川 〃

88

9 49〃

89

10 50〃

90 91と同一？

11 51 91 90と同一7

12 52 92

13 小片貝q
JJ 小片93

14 54 〃
94

偏平1E4J 55 95

16
r一介

00
〃

96〃

17 57 I』

97

小片18 58 98

19 59 丸太？
〃

99

20 板目60I

100

OT

ム上 丸太？611 J

101

22
戸41

0乙
〃

'｣､片102

23 小片
ハヘ

DJ 103 〃

24 64 104 〃

25 小片
戸戸

0， 105 〃

、介

酉0
戸戸

00
〃

106

27 67 『『

107

28 68 小片
Ⅱ

108

29 69 109 110と同一7

30 70 征目 110 109と同一？

ql
JL 71 111

32 72 小片112

33 ワO
jJ 征目 113

34 74 114〃 〃

nF

JO 75 11頁
LユJ

36 76 征目 116

小片
"〕勺

Oイ
司句

イ／ 117〃

38 78 小片118

39 7Q
8Lノ

〃

40 小片80
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V ま と め

3 動物形土製品について

KH-14の覆土中から出土した動物形土製品は部分的に欠損しているものの,全体の形状
を知ることができ， いくつかの特徴から，動物の種類も推定することができる。以下， い
くつかの点について説明する。

出土状況KH-14の北西隅,覆土の上位から出土した｡発見と同時に取り上げてしまった
ため，詳細な出土状況は不明であるが，大きく二つに割れた状態であったらしい。 また，
胴部発見後， その周囲から左右の胸ぴれが出土した。当初より割れ， いくつかの破片にな
っていたものと思われる｡KH-14の覆土中からはこの土製品のほか多数の遺物力欝出土して
いる。覆土の出土遺物総数は12,151点，土器2,009点，石器84点，剥片類10,054点，土･石
製品4点である。土器は2個体のミニアチュア土器を含めて15個体が復元できた。時期は縄
文時代中期中葉，Ⅲ群A3類土器である。出土遺物中最も多い剥片類の大部分は北側の二か
所のブロックから出土したもので，めのう質頁岩のやり先またはナイフを製作した際のも
のである。やり先またはナイフの破損品も同時に8個体出土し，剥片と共に投棄された可
能性がある。

KH-14の覆土の土器･石器などは,量の多さとその出土状況などからみて,住居廃絶後儒居罵絶蔓
の凹みに投棄されたものと考えられ，動物形土製品も同様とみられる。

土製品の大きさ･特徴部分的に欠損しているが，全体の形状は復元すること力葡できる(図
V-4)。大きさは長さ6.3cm,幅3.9cm,高さ2.9cm,重さは22.09(復元後)である。欠
損しているのは右胸びれのつけ根および右尾びれ，破損しているのは左右の胸ぴれと胴部
の中央である。割れ口，表面はかなりもろい状態であったので，水洗，乾燥後， 5～10％
程度のパラロイドB72液を全体に塗布した後，接合，復元を行った。

全体の形状は流線形に近いが，胴部が膨らんでいる。上方からみた場合，左右対称では胴 部

なく ，左側が直線的であるのに対し，右側はやや膨らみをもち，全体に左側にわずかに曲
がっている感じがする。従って，左右の胸びれの状態力:少し異っている。 また，欠損して

いる力罰，尾びれの状態も異っている可能性がある。

頭部は丸味のある三角形で，左右の目は長さ4mm,幅1.5mm,深さ2mmの凹みで表頭 部
現されている。口は長さlcm,幅2mm,深さ5mmで，横方向に切られている。さらに

目の後ろ6mmのところに長さ2mm,幅1.5mm,深さ2mmの噴気孔とみられる凹みが噴気孔

ある。

背びれはつけ根部分で幅1.3cm,厚さ6mm,高さは1cmで，噴気孔の後ろに鋭角的に背びれ
作られている。 また， そのつけ根に長さ1.4cm,幅2mm,深さ2mmの横一文字の沈線
がある力:，何を表現しているかは不明である。

胸びれは胴部のほぼ中央に水平に付いているが，左側に比べ右側がわずかに開き気味で胸びれ
ある。

尾びれは胸びれ同様水平に付いているが，小さい。 尾びれ

胎土は砂礫を含み，良好とはいえない。 また，焼成は比較的良好であるが，胴部中央の

破損部分は非常にもろかった。表面は縦方向に丁寧に研磨されているが，部分的に剥落し
ている(図V－4トーン部分)。色調は黒褐色で,左尾びれの部分だけが榿色を呈している。

二次的な変色ではなく ，焼成時からのものとみられる。 また，赤色顔料などの塗布は全く
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みられない。胎土，焼成，調整などの特徴は，縄文時代中期中葉Ⅲ群A3類土器(サイベ沢

Ⅷ式相当） と酷似している。出土状況と前述の特徴から，土製品は縄文時代中期中葉の時

期と考えられる。

想定される動物全体の形状は魚に近く ，鋭角的に立っている背びれはサメを連想させる。

しかし，尾びれが胴体に対して水平に付いている点から，魚類ではなく ，水生哺乳類の鯨

類と考えられる。

鯨類は大きくひげ鯨目と歯鯨目に分かれるが， ひげ鯨目はシロナガスクジラなどに代表

されるように大型のものが多く ，背びれは非常に小さい。土製品に類似したものは全くみ

られない。粕谷俊雄氏によれば，歯鯨目には，マッコウクジラ科， アカボウクジラ科， イ

ッカク科，マイルカ科， カワイルカ科の31属65種ｶﾐある力罰， 日本近海では23属29種力:知ら

れる(粕谷1980a)。それらのうち，土製品と類似点がみられるのは，マイルカ科のもので，

以下，粕谷氏による「日本近海のイルカの識別法」 （粕谷1980b)を参考に，土製品の種類

を検討したい（図V-5)。

識別は背びれの形状， くちばしの有無などが有力な手がかりとみられる。従って，背び

れのないAはまず除外される。次に背びれの形状であるが，鋭角的に立っている点から，

山形のB,Dの13,小さいDの14, 15など力:除外される。次はくちばしであるが，土製品

には全くみられない｡従って,Cの中で残るのは比較的短い6のカマイルカである。残った

6カマイル力と16シャチはいずれも背びれが大きく ， くちばしがなく土製品に酷似してい

る。 しかし，胸びれの形状を比較するとカマイルカはカマ形で， シャチは丸味があり大き

い。土製品の胸ぴれは，実物と位置がやや異なる力罫，丸味があり大きい。以上の状況から，

土製品はシャチを模したものと考えられる。現生のイルカ類を数多く見ている粕谷氏から

もシャチが最も似ている， との見解をいただいた。

シャチマイルカ科に属し，英語でKillerWhale,学名O汐加"SOγαZ,別名サカマタと呼

ばれ，体長は6～8m,主に温帯～寒冷域の沿岸～外洋に生息し，数～数十頭の群をなし

ている(粕谷1980a･b)。食べ物は小さな魚や無背椎動物から大きな鯨まで幅広いが，大半

は魚とイカで，食物連鎖の頂点に位置するという。 また，サメなどとは異なり，人間には

直接害をあたえないらしい(K.バルカム1986)｡

類例（図V-6) 縄文時代の遺物の中には類例はみあたらない。時代は新しくなるが，

オホーツク文化の遺物の中にはクジラやイルカのレリーフがみられる角器（1， 2） （利尻

町亦稚貝塚･岡田ほか1978), クジラが線刻された針入れ(5～10) (樺太鈴谷貝塚･坪井

1908 (5, 6),根室市弁天島貝塚｡伊藤1935･八幡1943 (7, 8), 同市トーサムポロ・

北構・須見1953(9)，礼文町香深井A遺跡。大場・大井編1981(10)), 「シャチクジラ」

と報告されている牙製品（3， 4） （湧別町川西遺跡・米村1961･大塚1968 (3, 4))

など力罰みられる。 しかし，本土製品のようにシャチの全体を表現した造形はない。

民族資料としては， ギリャークの魔除け(図V 7－1， 2） (加藤1986)， ウイルタのお

守り（図V－7－4）(アイヌ民族博物館1987)， アイヌの豊漁祈願具(イノカ） (図V－7－

3） （北海道開拓記念館1972)などにシャチを表現した木製の造形があり，土製品との関

連性がうかがわれる。

発見の意義と性格明確にシャチとわかる土製品としては初出であろう。 また，他の材質

のものを含めても， これほど写実的なシャチの造形はみられない。縄文時代における動物

所属時期

鯨 類

マィルカ科

カマイルカ
とシャチ

シャチの特徴

亦 稚

鈴 谷

弁天島
トーサムポロ

香深井A

川 西

ギリャーク
・ウィルタ
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図V 5 日本近海のイルカ(粕屋1980b) と動物形土製品
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図V－7 民族資料にみるシャチの造形

4

形土製品はイノシシ， クマ， イヌ，サルなど陸上動物を表現したものが多く ，水生動物で

はカメを表現したものがみられるだけである （江坂1974)。 また，土器の把手や絵画など

を含めても水生動物を表現したものは少ない。従って，本土製品は縄文人の造形世界の粋

を広げたと同時に， シャチに関する精神世界の存在を裏付ける資料といえる。

シャチを表現した民族資料として，魔除け， お守り，豊漁祈願具などの木製の造形があ

ることはすでに紹介したが， それらの背景にはいずれもシャチを尊ぶ精神世界の存在があ

る。例えばアイヌ文化において， シャチは鯨を恵んでくれる神様で， 「トマリ ・コル・カム

イ」 （入江を支配する神様)， 「アヅ・イ ・コル・カムイ」 （海を支配する神様)， 「レフ°ン・カ

ムイ」あるいは「レポルン・カムイ」 （沖の神様)， 「カムイ ・チシ」 （神様の舟)， 「チオハ

ヤク」 （我等力ざ恐れ，かしこむ神様)， 「イソ・ヤンケ・カムイ」 （海幸を浜へ上げる神様）

などと呼ばれ，海岸の岩や崖や岬の上などにその祭壇を設けて，古くは「號祭」などを行

ったらしい， という （知里1954),一般には「レフ．ンカムイ」 （沖の神） と呼ばれることが

多く ， 山の神である熊と対時され，ユーカラではシャチの男性は多感で，やさしい心情の

持ち主として描かれることが多いらしい（萩中1980)。

北海道の縄文時代におけるイノレカ猟は，道東部や噴火湾を中心に積極的に行われ（西本

1984)，特に噴火湾では縄文時代以降近世に至るまで，オットセイやイルカ， クジラを対象

とした海獣狩猟の伝統が維持されていた， という （西本1985)。 しかし， シャチの遣存体

の検出はほとんどなく ，積極的に狩猟対象とはなっていない。それは，全国的な状況も同

アイヌ文化
のシャチ

レブンカムイ

イルカ猟

海獣狩猟
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様でまれに大型の歯力罫検出され，垂飾品に利用されている場合がある， という （金子．忍
沢1986)。シャチが積極的に捕獲できないのは， その生態からみても当然のことと思われ

る。

一方，動物を介した縄文時代の狩猟儀礼は，早・前期の「小地域．集団の域を出ない豊

猟願望｣， 中期の「他の様々の儀礼との重畳化｣，後．晩期の「広範な地域で共通化」 とい

う展開を示し， さらに後．晩期はイノシシ形土製品祭祀，火を介在させる「送り」の儀礼

の普遍化，下顎骨祭祀の出現がみられる， という （土肥1985)。 さらに， イノシシ形土製

品は表現の特徴から「狩猟民共通の属性を集約化した土製品」 （土肥1985)で， 「シカの中

手．中足骨の選択的骨角狩猟具製作」 と表裏一帯をなし，縄文時代の狩猟社会構造を特徴

づけるものである， という （土肥1981)。

おそらく ， シャチ形土製品もイノシシ形土製品と同様な性格が考えられるが， シャチ形

土製品は海をめく･る狩猟．漁携活動に伴う儀礼と深く関連するものであろう。シャチはそ

の生態から積極的な狩猟対象とは考えられないので， その土製品は海に生息するものすべ

てを象徴し， その背景には前述したアイヌ文化などと同様にシャチを重要視する習慣があ

ったことが考えられる。 イノシシ形土製品は．秋の狩猟シーズンの直前に製作され，屋外

でその一部を欠く行為が行われた， という （土肥1981)。シャチ形土製品も，欠損および

破損した状態で出土し，土器や石器の破損品とともに住居跡の凹みに投棄されていた。従

って，土製品の使用は， 日常的に行われたものではなく ， イノシシ形土製品と同様，単発

的なものであった可能性力雰強い。 さらに推定すれば， シャチ形土製品は，単にシャチ＝海

の神様のみを表現したものでなく ， 「海の生きもの」を代表し， さらに「強さ」をも示して

いるものであろう。従って， シャチ形土製品による祭祀は，土肥氏のいう中期の狩猟儀礼

の「重畳化」現象と関連し，単に豊猟祈願だけでなく ，様々な他の儀礼（葬送．誕生．祖

霊崇拝など） と結びついていた可能性がある。

また， シャチ形土製品がある種の儀礼に使用されたものであるとすれば， アイヌ文化の

「イナウキケ」 （削り掛けの房） （高倉1969）や， ウイルタのお守り （図V－7－4）など

にみられる飾りなどが付けられた可能性があり，土製品の噴気孔の後ろにある横一文字の

沈線は， それらを固定する際の凹みではないか， と考えられる。

土製品は1点のみの出土であるが， 「シャチ」と同定できたことによって， アイヌ文化や

北東アジアの民族文化のシャチに関する意識や造形と比較することができた。その結果，

縄文時代においても 「シャチ」を重要視する観念が存在した可能性が考えられ， さらに，

縄文人の豊かな造形能力を再確認することができた。 また，民族資料は木製品であること

から，縄文時代においても木製品の存在は予想される力ざ，土製品という材質の特徴は，土

偶や土製仮面などの造形同様縄文文化における土との親和性を示すものであろう。

（長沼孝）

狩猟儀礼

イノシシ形
土製品

鴬をめぐる礼

シャチ形

土製品

儀
重
礼
畳
の
化

イナウキケ

土との

親和性
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4 旧石器について

旧石器発見の意義と石材の特色本遺跡での|日石器出土は，函館周辺地域においては，隣

接する石川1遺跡に次ぐ．ものである。 しかし， それは単に隣接遺跡における共通性として

処理されるべきものではなく ，周辺地域での旧石器時代遺跡のより多くの存在の可能性を
示すものである。

北海道南西部の旧石器時代の遺跡については，かつて分布状況を整理した （㈱北海道埋

石川 1 蔵文化財センター1984a)が， その後，昭和61年度に石川1遺跡（側北海道埋蔵文化財セ

新道 4 ンター1988a),木古内町新道4遺跡（側北海道埋蔵文化財センター1988b)が， そして，

昭和62年度に本遺跡力ご調査され，新たな展開が生まれつつある。 また， これら三遺跡に，

湯の里4 すでに調査されている知内町湯の里4遺跡（側北海道埋蔵文化財センター1984b) を加え

ると，津軽海峡遺跡群とでも呼ぶことができ，北海道と本州の旧石器をつなぐ， キーポイ

立地の傾向 ントとなるものと考えられる。四遺跡はいずれも現海岸線より数km内陸に入った河川の

右岸に位置する， という共通性があり， その状況は，海との「非親和的」な「現海岸線か

ら一定距離内陸部」に入った「孤島状の分布」 という全国的な細石刃文化の遺跡の立地傾
向（鈴木1985) と一致する。

石材の特色 一方，石器類に利用されている石材をみると， いずれの遺跡でも，頁岩やめのう質頁岩

などの在地産と考えられるものが主体で，原石の色や模様の特徴からある程度の母岩識別

が可能で，本遺跡を含め，石川1,新道4遺跡などでも多数の接合資料が得られている。

本遺跡の石材の主体はめのう質頁岩であることはすでに述べた力§， それらはいずれも原石

の状態で遺跡に持ち込まれ，剥片剥離作業が行われている。隣接する石川1遺跡において

も，めのう質頁岩は原石の状態で遺跡に持ち込まれ，尖頭器の製作などが行われている。

また，両遺跡の縄文時代の住居跡からもめのう質頁岩を利用したやり先またはナイフの破

損品やその製作剥片など力ざ出土している。以上の状況から，めのう質頁岩は桔梗2 ・石川

1両遺跡よりそう遠くない場所に原石採取地が考えられる。 しかし，遺跡の直面する石川

および函館市内や七飯町南部の地域では，類似する原石を発見することはできなかった。

先の四遺跡のうち湯の里4，新道4，石川lの三遺跡では，明らかに持ち込みとみられ

黒曜石 る黒曜石製の石器が出土している力罰，本遺跡では全くみられない。本遺跡は他の三遺跡に

比べ， 出土点数力：少なく ，調査も部分的であるため単純に比較することはできない。 しか

し，他の三遺跡がいずれも細石器を主体とする石器組成であるのに対し，本遺跡では細石

年代差器が全くない， という石器群の相違力罰反映しているとみられ， それらは年代差と関係する

可能性がある。 （長沼孝）

剥片剥離の方法とナイフ様石器KSb-1からは，ナイフ様石器19点，ナイフ様剥片15点，

剥片774点,石核17点力ご出土した。これらは接合作業の結果, 13個の母岩別資料が抽出され，

うち8個は原材の大きさ，形状が確認できるまでに復元された良好な資料である。 ここで

はそれら8個の母岩別資料をもとに剥片剥離の方法とナイフ様石器の特徴について述べる。

剥片剥離の方法は，以下のように分類される。

I 類 I類：剥片を石核素材とするもので，背面の礫皮面ないし前段階の剥離面を打面とし，打

点を横に移動させながら連続してその主剥離面から剥片を剥取している。残核は断面がレ

ンズ状の形態をなすもので母岩別資料10の個体別資料A,B,C力罫これに該当する。母岩別
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V ま と め

資料6は礫が素材となっているカミ，剥片剥離作業はポジティブな面でおこなわれているこ
とから， このグループ｡に含まれるものと考えられる。

Ⅱ類：礫または分割礫を石核素材とするもので不規則な打面転位がおこなわれるもの｡礫の Ⅱ 類
形状に応じて打点移動の方向が異なるa, bの2種類がある。

a 広い平坦な礫皮面がある角礫を素材とするものでおもな剥片剥離は礫皮面または分割
面を打面とし，打点を横に移動させながら連続して剥片を剥取している。剥片剥離の直前
に頭部調整がおこなわれる場合があり，加筆は平坦な面ｶｺ確保されれば2方向以上からお頭数調整
こなわれている。残核は断面が三角ないし台形状の形態をなすもので，母岩別資料2 ． 8
と3の個体別資料A, Bがこれに該当する。母岩別資料2は分割面からも剥片が剥取され

ており, Iとの折衷的な要素がみられる。

b 断面力罫三角をなす礫を素材とするもので，打点の位置や移動のありかたから剥片剥離
は3段階に分けられた。打点の移動がa類と異なり後退もしくはジグザグ状におこなわれ

ているのが特徴である。母岩別資料7が該当する。

Ⅲ類：礫または分割礫を素材とし，打面と作業面を交互にかえるもの。母岩別資料1 ．5と Ⅲ 類
3の個体別資料Cがこれに該当する｡残核にはすくなくとも3方向以上の剥離面力:みられ，

サイコロ状，角柱状の形態である。母岩別資料1．5は両接打面によって剥片剥離力ごおこな

われている。

Ⅳ類：分割礫を素材とし，打面を次々に転位するもので母岩別資料10の個体別資料Dが該Ⅳ 類

当する。

これらは母岩別資料10にIとⅣが,母岩別資料3にⅢとⅡa類力罫みられるように分割とい

う過程を介在させて2つ以上の方法が一母岩に並存する場合があり， それぞれが独立した

ものではなく相互に関連性をもった剥片剥離技術であると言える。 また， ごく一部のもの

に頭部調整力ごみられる以外には石核調整技術をもたないこと，得られた剥片は規格性が乏

しく ，石刃技法とは大きく異なる点がI～Ⅳ類に共通することとして指摘される。

ナイフ様石器は微細剥離のあるものと，二次加工のあるものに分けられた。微細剥離の ナイフ様石器

あるものは，大きさ，形状が多種多様であり，微細剥離の位置には一定の傾向はみられな

い。二次加工のあるものは5点出土しているが， このうち母岩別資料10から連続して取ら

れた4．23と13は大きさ，形態，素材の用い方から台形様石器の一種と考えられる。これら 台形様石器

は長さ，幅ともに3c砿以下で，長幅比が1に近いものである。図V-10には図示したすべ
てのナイフ様石器，ナイフ様剥片の長さと幅をグラフで表わした。これによると4･13･23 ナイフ様剥片

の素材と考えられるものとして1 ｡2･3･5･14･18･19･20･21が抽出される （ドッドスクリ

ーントーン内)。このうちlには古い折れ面があり， 13に見られる折れ面と同様に先の条件

を満たすために折断される可能性が考えられる。数少ない例である力ざ， これ以外の剥片に 折断の可能性
ついても折れの位置，方向について注意する必要がある。

礫群についてKSb-1からは総重量1,062.29をはかる礫534点が出土した｡Ⅲ章ですでに

ふれたようにこれらは石器の集中する部分の中心部，径2mの範囲から，すべて火熱を受

けて細かく破砕した状態で出土している。接合の結果， 3個は原石の形状がわかるまでに

復元された。個々の大きさは8.8×6．7×3.8cm(図Ⅲ-147-55), 8.0×5.9×3.4cm(図
Ⅲ-147-56), 6.9×3.8×3.4cmで，重量はそれぞれ243.79, 199.39, 89.09で，残りの礫

の破砕度からみて， さらに接合したとしても，おおよそ図Ⅲ-147-56程度の大きさのもの
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V ま と め

5～6個が復元される程度と考えられる。表面は変色が著しいが， タール状の付着物は認

められない。石材には頁岩，砂岩，安山岩ｶﾞあり，大きさからみても現在，遺跡東側を流

れる石川の河床礫の中から採取できるもので，石器石材であるめのう質頁岩とは状況が異

る。

北海道における旧石器時代の礫群は佐藤によって5遺跡10例が整理されている （佐藤

1987)。それによると千葉の石器編年（千葉1985b)に呼応させ年代別に「礫群I･n･n

I期」に分けられるとしている。礫群I期は勢雄遺跡C･Dブロック，上似平遺跡礫群1 ･

2に代表されるもので，礫群の特徴として，礫が火熱をうけていること，炭化物の集中が

認められることをあげ， これを調理活動の発達を示唆するものとして位置づけている。礫

群Ⅱ期は情報量が少ないことから，今後の検討課題としている｡礫群Ⅲ期には立川遺跡第1

地点・美利河1遺跡・上似平遺跡Aブロックがあり，礫群の規模や分布に変化がみられる

ことから， 「…調理以外にも礫群が多目的に利用されているのかもしれない｡」 とその特徴

をまとめている。

KSb-1の礫群は，被火熱礫力ざ高比率であること，焼け礫の分布範囲が上似平遺跡礫群

lの2×2m, 同遺跡礫群2の2.5×2mと礫群I期と状況が近似している。 しかし，総

重量をみると，上記礫群は27.54kg, 6kgで本遺跡のlkgとは大きく異なり，炭化物の集中

も認められないなど異なった状況もみられる。何らかの性格の違いが反映しているのかも

しれない。 こうした問題は母岩別資料のブロック内での動きなどとも関連させて解明する

必要があろう。 （石川朗）

編年的位置発見された2カ所の石器ブロック (KSb-1, 2)は，調査区域の北端と南

端に分れて確認され， さらに石器組成や石材なども大きく違い，異なった石器群と考えら

れる。

KSb-2は, 1個体のみの出土であるが石刃がみられ，石刃技法と関連した石器群と思

われるが，点数カミ少ないのでその内容は不明である。

KSb-1は，他の石器群との層位的関係や隣接する石川1遺跡の細石刃文化の石器群と

の接合関係などは確認できず，編年的位置付けが可能な状況証拠は得られなかった。 さら

に，炭化木片や黒曜石製の石器など力ざ全く発見されず，理化学的な年代測定も行うことが

できなかった。 また， 旧石器出土部分直下のロームの分析を行い，石川1遺跡の基本層準

のロームの分析と比較したところ，石川1遺跡の出土層準がローム層の上部であるのに対

し,KSb-1の場合はローム層の下部に位置付けられる可能性が指摘されている(Ⅳ2参照）

が，確定できる状況にはいたっていない。

KSb-1の石器群には石刃技法の存在は認められず，主要な石器力ざナイフ様石器・剥片

であるという特徴は，道内では「･･…･祝梅三角山，嶋木，勢雄D,帯広空港南Aなどの石

刃技法が存在せず切り出し形を含む祖型ナイフ形石器を特色とする石器群……｣(千葉1985）

に類似した内容で，現時点では最古の石器群の一つとして位置付けられる可能性ｶｺある。

しかし， これらの遺跡では接合資料が乏しく ， 「祖型ナイフ形石器｣や剥片の形状からの剥

片剥離技術にはいくつかの共通点を見ることができるが，接合資料にもとずいた剥片剥離

技術の直接的な比較は難しい。

一方，東北地方に目を転じれば，秋田県においてナイフ形石器に伴う接合資料が多数報

告されている （秋田県教育委員会1984.1985)。 さらに， 県内で検出されている「剥片生

礫群の分類

石刃技法

状況証拠

年代測定

ローム分析

最古の石器群

秋田県
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産技術」は「石刃技法・米ヶ森技法・不定形剥片技法」などがみられる （大野1986） と
いう。

「米ケ森技法」 （協和町教育委員会1976･1978,藤原1984)は，米ヶ森型台形石器の

素材を連続して得るもので，剥片を素材とする石核であること，剥片剥離が石核素材の主

剥離面でおこなわれること，得られる剥片の背面は常に「直前の剥離痕が形成する凹部」

と 「平坦な石核素材の主剥離面」で構成されるという 「法則」 （藤原 1984）がある点は，

I類としたもののうち，母岩別資料6などが関連するものとみられる。

「不定形剥片技法」 と呼ばれているものは， 「……長幅指数100前後の目的剥片を連続的

に剥離しようとする意図が十分看取される剥片生産技術｣で， 「1つの石核において分割面

などの他に新たに打面力罰用意されること」はなく ，特徴からA～Eの五種類に分けられる

（大野1986) という。A～Eの特徴は以下のとおりである。

A:石核の平坦面を打面とし，打面をかえずに剥片剥離作業を行う。

B:立方体か直方体に近い石核の稜線のうち，直角に近い角度をなす稜線の両側から交

互剥離状に剥片剥離を行う。

C:球か楕円球に近い石核で，打面と作業面を変えながら，石核を転がすように剥片剥

離を進める。

D:盤状あるいは板状の石核の一端から連続的に剥片剥離を行う。

E:柱状の石核に打面を両設して交互に剥片剥離を行う。

詳細な検討は行っていない力罫，概ね本遺跡のⅡa類， Ⅲ･Ⅳ類， Ⅲ類の一部（母岩別資料

1 ． 5）はそれぞれA, C, Eと同様の剥片剥離技術と考えられる。

以上, KSb-1にみられる剥片剥離技術は，秋田県内において確認されている「米ヶ森

技法」 と 「不定形剥片技法」に関連する可能性が強いことが明らかになった。 しかし，秋

田県内の遺跡では両者が共存している例はなく ， その状況は若干異っている。 また，石器

組成にも違いがみられ，単純に比較できないことも事実である力:，近縁関係にある石器群

であることは間違いなさそうである。

秋田県内の石器群の編年的位置付けや年代については，かならずしも明確になっていな

いが， それらは「東北地方の後期旧石器時代の中では古い一群」で，北陸地方を中心に確

認され， その後汎日本的な広がりがみられる 「立野ヶ原系石器群」 と類似点力§あること力罰

指摘されている （麻柄1986)。

従って，本遺跡のKSb-1の石器群は，秋田県内で確認されている剥片剥離技術を介して

汎日本的な「立野ヶ原系石器群」 と関連性をもっていることが考えられる。 さらに， これ

らの状況は，前述した現時点での北海道最古の石器群の全国的な位置付けへ発展する問題

も含んでいる。そのような意味で，本遺跡のKSb-1の石器群は本州と北海道の細石刃以

前の石器群における間隙を埋める重要な鍵を握っているものといえ，今後も詳細な検討を

行っていきたいと考えている。 （石川朗，長沼孝）

米ヶ森技法

不定形
剥片技法

立野ヶ原系
石器群

立野ヶ原系
石器群

最古の石器群
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表3 土擴一覧
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重複関係長軸方向発掘区 平面形遺 構

罐 自然遺物器 等土 器 石擴 底 面確 認 面

石鑑1, -フレイク2
スクレイパー1

下Ⅱ~｡ 1

1ヒヅ「早3,中9N-86.5.-E3．03×0．28 0．88長円形 3．00×0.40C・D 5KP 1

Tピッ ’N 32.5. 刑2．88×0．20 0．702.64×0.58C・D 5'6ワ

Tピッ ’フレイク3，礫1前6､中20N－35．5．－刑3．36×0－22 0．523．26×0．50E－8一q
u

前27,中130．380．44×0．42円形 0．56×0．54G・H 7．84
~

中1 礫2N-59.0. E0．281．02×0.841．26× 1.00楕円形具
U H－8．9

石雛1､石核1,礫l
スクレイノマ－1

Tピッ｝前25,中30N 37.0. W0．94).44×0．25長円形 2．96×0．68G－9－6

TピットN－69.Oo－E1．10(1．64）×0．12(1.38)×0．36－7 A 44

rピットスクレイパーl､フレイク1

フレイク8

早’N 70.0. E0．941．76×O‘ 121.48×0．36B－42－遇

TピッI早7,中1N-86.0.-E3．89×0．18 1．303．20×0．78B・C－40Ll

千b回 ！

」こツ「フレイク3N-76.5.-E 早9,中11．88×0．18 1．301．86×0，58C－40－10

N－37．0． W フレイク21．380.48×(0.46）楕円形 1．10×（0‘90）C・D－45－11

フレイク14､たたき石1N 29.Oo－E0．300．84×0．711．02×0．78B－45－12

フレイク3

－フレイク5

N-80.0．一m0．210．75×0．60 0．62×0．411句

」。 D-45 〃

中q
I曹0．170．66×0．600.80×0.76円冊D－44･45－14

N－15．0．－刑0.70×0．60 0．110．90×0．74楕円形1貝
▲凹 B 42

0．160.68×0．64円形 0．76×0，74A・B 4216

ﾌﾚｲｸ2，すり石10．70×0．68 0．160．80×0．76－17 E－41

フレイク3,礫1N 36.0. W0．88×0．80 0． 12長方形 1 ．46×1．38－18

早8､中1 フレイク5N－21．0．－恥0．400．94×0．80楕円形 1．70×1．24D－40－19

早’0．400．48×0．400．68×0．64円形D－39
~

20

フレイク2

~フレイク1
N 10.0.-咽0．401．16×0．931．39 × 1．20楕円汗E-38.39却

灘前‘ Tピッ ’N 90.0.-m1．202．16×0．202．10×0．50長円形C･D-37.38－22

TピッI中1 フレイク1N－84‘0．－W1．76×0．16 1 ．061．56x0.42、ハ

ム｡ C－35

rピットN-86.0.一m0．603．28×0.242．70x0．64B・C－35－24

Tピつまみ付･ナイフl､フレイクl

フレイク2

旱19,中3N-75.0. m0．963．69×0．59 4． 10×0．16C・D－34新

〒0畳 1

1こツ『N－87．0．－E1.65×0．13 0．881．67×0．33C－34－26

F1~⑥ 1

1こツ「フレイク1N－81.Oo－EL021．52×0．181.48）×0．48C－32－27

Tピ,ソ ｝中1 フレイク1N 59.0. W0．342．08×0．242．22×0.34D･E－3228

フレイク4､礫30．500，56×0．44円形 0．84 ×0．80－9q
宰哩 D－34．35

-フレイク20．330，48×0．460.7(） x0．68E－34－30

rピソ ト早39,中6 フレイク3N 77．0.一m1．102．94×0．40長円形 2．50x 1 ． 15E･F－34
や1

一J1

TピットKP33を切るN 41.0．一W 巳1T一40．743‘60×0．203．37X0．40F qq
△ 写凹

q7
Vｰ

N－5，0．－E 前10．381 ．14×0．66楕円形 1.40×0．84－33

礫3N－86．0．－E0．84×0．77 0－440．92x0．80認 G－33．34

KP-36を切る前60．60×0．44 0．090．64×0．46円形
nF

－JD F・G－34

Uピット中2N－89．0．－E すり石10．804 ．09×0．16長円形 3．50×0．47－36

中9N 89．0． E0．361 .00×0．741 ．24 ×0．96楕円汁G－35
冗吋

一JI

T脾、リ ト
~エー' 6KH－4を切をスクレイパー1,フレイク1前2､中3N－64．0．－W1．64×0．20 1 ．182．50×0．61長円形G-35.36－38

Tピッ ’前2､中14N－69.Oo－E3． 11 ×0．23 1．043．20×0．69E・F－37－39

~N－50．0．－咽0．440．73×0．64楕円研 0-90 ×0．82F－38－40

KP－29に切られるフレイク5前10．310．44×0．34円形 0．66× 0．64C 34
~

41

フレイク1中30．84×0．74 0．431 ．04× 1．03
ハ ヘ戸

Ly JO
川ワ
五色

rﾋ､ｿ ’フレイク2,礫1中9N-56.0.-m3．69×0．28 0．803．72×0．52長円研1q
ヱゾ

KH-5,6を切る中8 フレイク15N-47.0. E0．122.20× 1.341 ．30× 1．47五角形F･G-37.38－44

フレイク2N 7．0． Ⅸ0．261．08×0.80楕円形 l‘22×0．94B 41．4245

rピッ I
N-48.0.-W0．482．40×0．20長円形 2．5lx0．3446 F qワL u~

Tピット
N－59．0．－W0．362．20×0．182．50×0．44r1 ？q

u JJ17

Tピッ
N－67．0．－m) .52×0．19 0．443．53×0．28G・H－3048

)まみ付ナイフl､フレイク4中90．481．09×0．801.10×0．92円形口 m目
上~＆ リリ

~~

19

Tピッ ｝
~

早3,中1N－75．0． W0．741．92×0．17長円形 2.00×0．51E 29．3050

rピッ ’中］N－56．0．－W3．04×0．22 0．922.92×0．52
戸 nR

r 当イ
F1

Dl

Tピッ ’スクレイパーl,礫l

槍先･ナイフ1､フレイク8､礫1

中14N-65.0.-E0．503．20×0．243.26×0．48－頁ワ
J今 E‘F-25'26

Tピッ ト
N 29.0. W 中811．093.98×0．283.84×0.84E･F－2453

府B~9 1

1 こツ「

3~90×044 1 388×0~32 中l］ フレイク2
４２

４
３
２
２
~~

Ｄ
Ｅ

N－39－Oo－m0．42F4

a4

’’ KP-56を切るN 18.0.-W0．380．78×0．68楕円形 0．96×0．75－55 H･ I 26
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規 模 （n1 出 土 遺 物
置 構 発掘区 平面形 長軸方向 重腹関係 備 考

確 認面 嫡 底 面 深さ 土 器 自然遺物石 器 等

長円形KP 56 H・ ’－26 2． 10×2．00 ().27×0．14 N-70.0.-E0．80 Tピット

－57 H－25 円研 1．26× 1 ．24 0．88×0．72 0，68

楕円ﾁ｢58 F－23．24 1．57× 1．20 1．52× 1 ．08 中140． 16 N-30,0. W KP-59を切る

F・G－24 長円形－59 3．72×0．62 3．98×0．17 0．83 N 57．0.一W 早'､中24 スクレイパー1 KP-60を切る Tピット

(－N 14．0，－

E）
楕円形60 G－24 1．24×0．90） 1．00×0．70 0．66

一・F

月l｣’○ フレイク38

61 H－26．27 円形 0．64×0．62 0．54×0．48 0， 18 中6 フレイク3
~

戸、

一Dz G 22.23 0．94×0．90 0．90×0.84 0．66 中6 台石･石皿1
~

フレイク3､石斧l､台石･石皿
l､礫3

＄3 楕円形F－l9･20 2．38× 1．80 2．50×2．20 中431．32 N－56．0－E フラスコ状ピット

G－l8 円 冊－64 0．92×0．90 0．84 ×0．80 0．18 中5 礫3~

長円形－65 G－l7 2．90×0．50 ).20×0．26 0．86 N 27-0.-m 中7 フレイク7,礫2 KP－66を切る T脾1秒 卜
~▲ー〃 I

スクレイパー1,礫6,ﾌﾚｲｸ
37

円形－66 1．18×1．14 1．60× 1．58 1 ．30 中1 ~7ラスコ状ピッ ’
~

G・H－18 楕円冊
戸再

－0イ 0.86×0.74 0.54×0．54 0．43 N-4.0.-E 中8

－68 G－l8 長円形 2．24×0．42 2．07×0．17 0‘80 中5N-71.0. 1ヨ フレイク1 KP－8()を切る
F9~C 1

lEツ『

６１

６
５
１
１

Ｅ
Ｆ 情円形－69 1．98× 1 ．62 2.48×2．55 中81 ．04 N 48．0，－1 石識l､礫3, ~ﾌﾚｲｸ3 フラスコ状上

70 E－l6 2．12×1．70 2．30×2．16 1．60 N－15.Oo－E フラスコ状上

’
砿口を同じくする2
コの重複

－71 D－15．16 1 ．79×1．58 2．32× 1．56 1．94 N-78.0. E 礫35 フラスコ状ピ･ン卜

－72
FF句1 句n

Lor一J』．J‘ 長円形 3．49×0．67 3.34×0．26 0．92 N－85．0.一m 中2 礫］ Tピッ I

ワq
IJ E 17．18 楕円形 1．60×1．46 2．70×2．41 1．15 N－7.Oo－E スクレイパー1 フラスコ状ピット

長円形7'4
『可 G－21 2.58）×0．40 (2．18）×0，26 0．50 N 81. ()｡一Ⅶ 中9 フレイク12

スクレィパー4､たたき石l,すI)石､砥石l
白石･石皿3､石核1, -7ﾚｲｸ35,礫18

75 G・H-l4' 15 楕円形 1 ，50× 1．38 2．32×2，22 N 5.Oo－E 巾7~001 ．42 ﾌﾗｽｺ状ﾋット

－76 G・H－l5 長円形 2．60×O‘62 2．98×0．18 N-23.0‘一W1 ．22 前8,中1 rピット

H l5－77 2．88×0．62 3．14×0･22 1．24 N-4.0.-W 前3,中5 ト
ーソピＴ

78 H－11．12 (2．88）×0．60 (2.98）×0．30 N 42.0.-咽 前1，中480．94 フレイク3，礫I
下h~⑨ I

」ヒツ「

３１２
２
１
１
~~

Ｅ
Ｆ－79 3．23×0．41 3．58×0－17 0．85 N-57.0.-Ⅵ 中3 フレイク5 Tピット

楕円形 0．88×0．73－80 G－l8 0．77×0．58 0．25 N-79.Oo－E 中4 たたき石l､礫1

長円形81 E 30 1．69×0．32 1 ‘64×0．12 0．64 N 84.0.-E Tピッ I

楕円形－82 E・F－l8 } .30× 1．85 2．10× 1．70 0．35 N－24．0°-Ⅵ 馬が埋葬されている

市 甫、可q

L lJol4 長円形－83 1．58×0．14 1．64×0． 11 0．53 N 52.5. W 中6,後1 Tピット

E－20 円形84 0．43×0．40 0．30×0．28 0．27 礫2
~

－85 長円形H・ ’－14 3．02×(0~60） 3．50×0．20 1．18 N－89．0．－E KP-90を切る rピッ ’

－86 D・E－l7 脚 汗 1．58×1．54 1．86× 1 ．84 0，79 中9 フレイク4､礫3,台石･石皿3 ﾌﾗｽｺ状ピット
~

－87 長円形F－16 3．78×0．26 3．63×0．19 0．24 N－56．5．－1 Tピッ I

88 G l6 1．54 ×0．19 1．73×0．08 0．73 N－25．0． W Tピット

楕円形－89 D･E l4 2．49×2．23 3.00×2．80 0．67 N 35.0⑳ E フラスコ状ピット

－90 IJ－1舟且1 4殻 (1.07）×0．85 0．78×0．62 N 4.0.-E0．44 中2 フレイク6

石鑑1，スクレイノぐ－1､石斧1
フレイク79,礫3

円 研－91 E－ll ’二00× 1.00 1．62× 1．48 17ワ人■0今 中66 KH-16を切る フラスコ状ピット
~

92 楕円形 (0．73)× 1 ，01 (0.69）×0．98 N－21．0．－恥0．10 礫1 KHl6に切られる

－93 長円H、－11 1．28×0．38 1 ．40×0． 10 1．20 N 32.0.-m 中5 Tピット

表4 焼土一覧

出 土 遺 物~上面の

レ･ベル(、）
遺 構 発掘区 規 模 （､） 備 考

＋ 器一 臼 器 等 そ の 他

KF－］ D 36 1．25×0．67×0．09 28．49

KF－2 D－33 (106)×0．55×0．12 28.10 フレイク2､礫1 古銭1

表5 KH-1 出土の拓影掲載土器一覧

｜
’ ’

｜
’

’

’
1

1
｜
’ ’ ’

挿 図 番号 遺物番号 層 （面 挿 図分 類 番号 直物番号 層 位 分 類

111 － 2 覆 土1 111A III －2 ） 覆 IIlA3エ

表6 KH 1 出土の掲載石器一覧

還物
番号

物
号
週
番

挿図 番号 今
ロ 称 長さ×幅×厚. (c､） 重さ（9） 材質 層位 挿図 番号 名 称 長さ×幅×厚. (c､） 重さ（9） 材 質 層位

TTT ヘ

''’一J スクレイノf１ I 3．5×5-0×1.4 28．4 AgaSh 床 【11 3 3 礫 16．0×8.9×6．8 Sa1 ． 145 床

〉 礫2 16．6×7．4×87 1.310 Sa
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表7 KH-3 実測土器一覧

大
艶

さ (C、）

備 考△
ロ 灰 況

F1，

接合破片数 接分 類層 位遺物番号番号挿 図 図 版

’
器 高底 径口 径

、句

〕イ(32.6） IIIB覆 土 31．034 1 1
『▼▼ ハ

11』 一U 1

表8 KH-3 出土の拓影掲載土器一覧
層 位遺物番号 分 類番号層 位 分 類 挿 図番号 遺物番号層 位 分 類 挿 図遺物番号番号挿 図

覆 土 IllA31頁
』』 覆 土 IIIA3 111 － 6 10覆 土 IB3 III 6 6IIl － 6 〕 I

慨 乱IIIB 11IIB（1
丁41

HF 1覆土 ⅡIB12IIB 84

lllA1 q5

表9 KH-3 出土の掲載石器一覧
物
号
遺
番

遺物
番号

層位長さ×幅×厚. (c､） 材 質重さ（9）層位 名 和番号長さ×'幅×厚~ (c､） 重さ（E 材質 挿図名 称番号挿図

覆土Sa242.3床 砥 石 11．1 ×8．9×3．4Aga-Sh IIl-6 18鑑 3.l x 1．3×5．0
1，

1．垂13 112 石Ⅲ 6

1ソ

ワワ
白色

5．400 846，5×12．5×9．4台石・石、110 III-7 19<クレイパー 3.8×2．8× 1．0 8．914 18

And30.7）×22．6×8．6 (8．800） 10GrMud 20
、旬

些、斧 (287.9(10．9）×5．4×3.0
1F

1， 114
F』■

垣

土･石製品一覧表参照円盤状土製品And 21 47850.2たた き 石 15．4×7．3×6．3
寸八

10 28

覆土81．5 ” 1816．6×9.8×3－9← り ‐戸9 個
1写

1J
ワQ
どゾ

表10 KH-4 出土の掲載石器一覧

’
遺物
番号

’1 ’
層位重さ(E） 材 質長さ×幅×厚. (c､）名 利挿図 番号

覆ゴ17．56，6×2．8×1.0 ShスクレイパーIII-8 1

表11 KH-5 実測土器一覧

』 主 (c、ノ
ム
ロ 状 況 備 考接合破片数 接分 類層 位番号 置物番号図 版挿 図

器 高底 径口 径

54,141,234ⅢB 23覆 ゴ (17．7）14‘ 154は力IIl －l1 34－2 1

２７１９６１《
“
４
戸
り
１６４１７１１

、

ｎ

尺

〕

幻
４
曇
、
ム

ワ
１
ｍ
乙

一

４

２

２

７

２

、

箔

４
“
。
（
ｕ
ｖ

Ｒ
Ｕ
■
０
《

、

、

／

》

ワ
空
可

匡
Ｕ
（
×
）

、

ｎ

Ｕ

戸
ｈ
）
句
〆
』

387q1
0ﾛｾﾞﾉ (30．4）20．16は力34 3

表12 KH-5 出土の拓影掲載土器一覧
分 類遺物番号 層 位挿 図 番号遺物番号 分 類番号 層 粒層 位 分 類 挿 図遺物番号番号挿 図

覆 土 IlIB11 226IIIB III -1183 覆 ゴ覆 土 IB4 Ill －l］1頁ワ
4J~0IIl ll ）

| llA31ワq
4IJ12148８IIB1634

I11B 9 〃
5 114

IIIA369102066

表13 KH-5 出土の掲載石器一覧
遺物
番~号．

層位材 質遺物
番号

長さ×幅×厚. (c､） 重さ（9層位 番号 名 称材 質 挿図長さ×幅×厚. (c、 重さ（9）名 利番号挿図

And1 . 140.0 4き 石 14．5× 9．5×8．0たkga-Sh 5 Ⅲ－11 18 133⑪旬

｡，ﾑ3．3× 1.6×0．8石 鑑TワQ
上白』

WWW 11

1Ⅱ 11 13

7.8×（10，1）×2．5 (320-1）十 i） 石，19(33．0）5.3）× 3．4×1．9スクレイパー20114

8刃0.37.8× 15．8×3．520
１
口
ユ

ハ

ベ

Ｊ

、
〃
］70．5 Sh6．6× 5．9× 1.7スクレィパー5815

~

上･石製品一覧表参照円盤状土製品AgaSh 閉 795．7× 3－5× 1．3 18．316 ワぅ7
白白~『

22
1匁〆

上」0Sh8．4× 4.3×1．3 4．21ワ
ユ』

表14 KH-6 実測土器一覧

大 き さ （c､）

訓

一
割

’
一
器

状 況 備 考接
△
ロ接合破片数層 位番号 遺物番号挿 図 図 版

口 径 底 径

IIIB 1I未 6．9 3．6711］ 12 34－4 1 畝

IIIB 瀬15．6(12．8）
庁句

、、ム34－5 ワ 1
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表15 KH-6 出土の拓影掲載土器一覧

1

挿 図 ｜
’

｜
’ ’

遺物番号 層 位挿 図 番号 分 類 番号 遺物番号 層 位 挿 図 番号 遺物番号 層 位分 類 分 類

覆 土 IIlB］ Ⅱ1 －12 覆 土III －l2 IllB 覆 土4 III 12 IIB、

表16 KH-7 出土の拓影掲載土器一覧

挿 図｜番号 貨物番号 層 位 挿 図 番号 遺物番号分 類 層 位 遺物番号分 類 挿 図 番号 層 位 分 類

覆 」m l3』』』 ］ IIB III －l3 覆 」 ⅢA 9 覆 土III l3 IIIA＄ひ

6 10″ 〃

３ 11

4 8

表17 KH-7 出土の掲載石器一覧

遺物
番号

遺物
番号

番号 名 称 長さ×幅×厚. (c､）挿 ｜図 重さ（9） 材 質 層位 挿図 番号 名 称 長さ×幅×厚(c､） 重さ(9) 層位材 質

槍先・ナイーブIII－l3
1句

上‘ 8.4×2．9×1．3 41．3 Sh 1 IⅡ－13 14 スクレイパー 6．4 ×4．7×2．1 58．5 Sh 1

スクレイパー13 7.1×4．5× 1 ． 1 39．8 台石・ 石皿IⅡ－14 15 1 45．9×35．5×8．8 And25．200

表18 KH-8 実測土器一覧

大 蛍 さ （c､）
挿 図 図 版 番号 遺物番号 層 位 接合破片数分 類 接 合 状 況 備 考

底 径口 径 器 高

Ⅲ 17 1 34 6 1 1 目ﾜ
Jf 床 (27．1） 11．2） 30.8） IIIA3 44

表19 KH-8 出土の拓影掲載土器一覧

層番号 遺物番号挿 図 位 挿 図 番号 置物番号分 類 層 位 分 類 挿 図 番号 遺物番号 層 位 分 類

床Ⅲ－17 26２ IIIA3 111 17 床
n句

‘』 ⅢA3 IⅡ 17 12 HP ll覆二1 lllA3

HP－9種土３ HP－5覆ゴH 床1q
LJ 30

床4 19 9 床 14

38 10 15 56

６ 57 11 HP－8覆土

表20 KH-8 出土の掲載石器一覧

遺物
番号

遺物
番~号

名 称挿図 番号 長さ×幅><厚. (c､） 重さ(9) 材 質 層位 挿図 番号 名 称 長さ×幅×厚~ (c､） 重さ(9) 材 質 層位

1丁7 1局

111－1ィ 16 69 石 鑑 〕.3× 1．3×0.5 ワ ヮ~~~ Aga-Sh III l7
｡’

過L 536 スクレイパー 4．9×2．6×0．7 4ga-Sh 床11ワ
▲4口“

クレイパー17 1 64 7．8×3,3× 1．3
句勺 1

｡0ｺ.｣ Sh 床
nm

乙色 4 3.1 ×4．8×0．9 Sh14．0

口p-1F
LL』 』ｲ

禰十
I･IP-24

覆土
18 6．3×3．0×0．9

1弓ワ

』』.I 鵬 4．6×4．8×1．0 27.8 Aga-sh

HP-22

覆土
HP－6

羽十
19 5．7×3．5×1．1 21 ．0 石 斧座 (7.0）×5．5×2．8" (136.2 Gr－Mud

Ｆ
３
Ｆ
Ｄ20 1.4× 1．3x0.5 ｳﾜﾑ．I 床 す り 石ウ民

生』 52 床(3．9）×（4．9）× 1．5 (28．4）″ And

表21 KH 10 出土の拓影掲載土器一覧

門
番号

1

I

閉
番号

） ’
｜
’ ’ ’ ’

遺物番号 層 位挿 図 挿 図分 類 遺物番号 層 位 分 類 挿 図 番号 遺物番号 層 位 分 類

覆 土111 －21 42 IIIA3 Ⅱ1 21 HP－7覆土 IlIA3 Ⅱ1 －21 〕 覆 土 IIIB

表22 KH-10 出土の掲載石器一覧

適物
番号

物
号
遺
番

挿図 番号 名 称 長さ×幅×厚~ (c､） 重さ(9) 材 質 層位 挿図 番号 名 称 長さ×幅×厚. (c､） 重さ(9) 材 質 層位

1WW nl

lll一垂.L 125 石 雛 ],0）× 1 ．6×0．44 (2－0） Obs 床
面1 ，1

111一ﾑｭ 9 118 スクレイパー 5－4×（3．4）×0.9 16．2） Sh 床

1.1 1〕－4

覆土
~:〕 4． 1× 1．6×0.5 Sh2，6 l（ 1 7．3×4．0× 1．2 32.8 ６

〕､6）×1．8×1．0 /員 1
1J｡』 Sh 覆土6 11 122 6．8×7.3× 1.6 62． 1 床

７ スクレイパー124 (3．8）×3．0×6．5 (6．4 Aga Sh 床』

跨 り テリ ロ
1D
土ム

1斤

1J 8‘9×12．6× 1 ．8 308.9 And

HP－4

覆土

1ワ7
L臼0 6．9×3，0× 1．4 22．9 ShH た き 石13 14．3×8-0×6．9 940．5 And

表23 KH-11 出土の拓影掲載土器一覧

遺物番号挿 図 番号 間 位 挿 図 番号分 類 遺物番号 層 位 挿 図 遺物番号分 類 番号 層 位 分 類

III 24
戸戸戸辱

0，、U／ 床1 IIiB III －24 ３ 覆 土 IⅡA III －24 覆 土5 IIIA3

覆 土 IIIA ！
n句』

凸盗岨 6 79 IIIB
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表24 KH-11 出土の掲載石器一覧
層位材質遺物

番号
重さ(9)長さ×幅×厚~ (c、名 称番号遺物

番号
屑位 挿図材 質長さ×幅×厚. (c､） 重さ（9）名 称番号挿図

床And480.212．5× 8．0×4.7たた き 石床 IⅡ－24
1q
LJ 76Aga-Sh1．02．7× 1.1×5．5石 錐200III 2

Sa938.113．8× 8．8×5．211q
LLJ143．7× 1.5×0.9 4．1175H

覆土And16．2×（11．2)×6．5 (1.520.0）15Shqq
J■u６

７

０

０

×

×

７

７

１

１

×

×

９

０

３

５

819

Sh102.010.0× 2．6×2．8覆土 16 41Aga-Sh5．310 1

And522.614．8× 8.5×3．0

土･石製品一覧表参照

す I） 石床 17
4リ

1甲
土ｲ4~7× l~9×0．81 6．711 168

ﾐﾆｱﾁｭｱ土器覆土
1qヴ
人J『189．64．1× 2．6×0．9<クレイパー３

1，

1凸

表25 KH－12実測土器一覧

大 き さ （c、 備 考状 況接 合接合破片数分 類

層 ’遮
遺物番号番号図 版挿 図

器 高底 径口 径

10,17,21,30,31,34､39,48,51,58,59,60
61.65､67,69,71,85,88,89､90,96,102,10339IIIA326．4(8．7）16．8）覆 土10ほか135 ］Ⅲ－26

82,84～86,101,1029150．611．6）(38.0）82ほ力
n戸 n

JD 乙
）

2522．414．0(28．0105335－3

表26 KH-12 出土の拓影掲載土器一覧
分 類層 位遺物番号番号挿 図分 類層 位遺物番号番号挿 図分 類層 位遺物番号番号挿 図

IIIA3覆 土
4F

4｡III －27 16覆 土 [IIA3105Ⅲ－26 10ⅢA薊覆 土82，102111 －26 4

104,10517 〃

1011138ひ

10518101
1，

上盗786

抑
104198313７ 26

2914旬F

j08

’ 8415~

q

表27 KH-12 出土の掲載石器一覧
遺物
番号

層位材質長さ×幅×厚, (c、 重さ(9
重さ(9) 名 称遺物

番号
番号層位 挿図材質長さ×幅×厚~ (c､）名 称番号挿図

Sh 37ルワ
i冠・白11．0×4.8×2．0スクレイパーTTW ワ7

11』 とI 49３ 23Aga-Sh3‘9×2．2×0.4 4.0ド リ ル1Ⅲ－27 20

And
F心Fn

OjD，乙8．1×6．8×6．4たた き 石1824Sh8．76．8×5．7×0，7スクレイパー
、，

乙1 84″

’土･石製品一覧表参照土 製 品7825]4．27-0×4.5×1.5ﾜワ
ムム

、弓

ﾑﾉ

表28 KH-13 出土の拓影掲載土器一覧
図|番号|遺物番号 層 位|分 類|挿 図|番号番号挿 図分 類層 位遺物番号番号

分 類層 位貨物番号番号挿 図分 類遺物番号 眉 位
挿 図

IIIA覆ワ民
と』

丙

111 29 =工Ⅱ】A3覆 土46Ⅲ 29ⅢA1 4積 土41ＩIIl 29

4041 、
７
】"

’｜
・

36643３

表29 KH-13 出土の掲載石器一覧
遺物
番号

層位材 質重さ（9長さ×幅×厚. (c、名 和番号遺物
番号

材質 層位 挿図長さ×幅×厚(c､） 重さ（9名 称挿図 番号
床Sh65．9３

２

１

１

×

×

４

７

７

８

×

×

２

５

５

７
１

｡、

40床 111 29
1，

土色 フ レ イSh18．07.0×3．6×0．9つまみ付ナイフ8IIi 29 8

And 8342.2す り 石13 11J1
11．8９

２

０

２

×

×

３

１

２

４

×

×

９

５

５

４

スクレイパー289

Sh3.336.021．3×11． 1 ×11．2石 核 イ
床 14 4836．3スクレイパー310 ｜ “

’,, 44 5．94，5×3.9×0．6

24Z



表30 KH-14実測土器一覧

大 き さ （c、
挿 図 番号 遺物番号図 版 層 位 分 類 接合破片数 接 合 状 況 備 考

底 径口 径 器 高

35－4 ７３５２０６３９５
，
７０５５８６

，
０８６

，８
０
８
７
６
６ ~~

１
０
８
４
６
６

Ⅲ－33 覆土、床’ 507ほ力 12．3 6.0 14．4 IIIA3 14

35－5 覆 土フ 546 19.0） 7.0 22．3 24

〕5－6
Ｑ

〕

ｍ
Ｊ
Ｆ
Ｄ

【
ｊ
【
Ｉ
１３ ？， 1

営一口 上 8．4 25．5 78

、戸 可

JO l 4 90,178,536 18．5 (8．2 21‘9 34

36－2 624 (24．5） 8.0 〕1．5｡ 34

n戸 n

JO J 6 貝？〒
J凸『 (32.2 10．0 ルウ T

五色、上 96

36－4
~

146ほ力 19．6 6．8 り･ 1
4J｡』 38 146,148,549,604,630

111 34 36－5 8 542 23．8 8．5 31.9 71

36－6 貝41
J竜上

■
■
■ 13．6 頁ﾜ

J･『 20．8 21

37 1 10 535 (18．1） 7，0 ワ1 ミ
ームロピ 61

37－2
11

且上 170ほか 18.0 (8．5） 21.0 35 170,184,191,543

]7－3
1，

1岳 228ほ力 旬1 ヴ
ム上一J 8．3 27．6 1『 228,545,593,615,630

1q
4j 7ほ力 (21．5） 7．7 (27.1） 36 7,43,58,154,536

表31 KH-14 出土の拓影掲載土器一覧
挿 図 遺物番号番号 間 位 分 類 挿 図番号 遺物番号 層 位 分 類 挿 図 番号 遺物番号 層 位 分 類

Ⅲ－34 14 684 覆 土 1A 111 －34 17 覆 土384 ⅢA命 IlI －34 20 297 覆 土 IIIA3

9215 IIB 18 21 544,616

16 ワ71
ｰ’ユ IIIA3 19

旬Tn

J1J ウワ
ム凸 532

表32 KH 14 出土の掲載石器一覧

遺物
番号

遺物
番号

挿図 番号 々
材恒 長さ×幅×厚. (c､） 重さ(9) 材 質 層位 挿図 番号 ,勺

利一ロ 長さ×幅×厚. (c､） 重さ（9） 材 質 層位

１
９
３
２
５
３

III－35 9q空J 石 雛643 2.9×1.2×0．4 0．3 Sh 澗土 Ⅲ 36 槍先・ナイフ40 8．5×3.8×2.0 51 ．0 kgaSh 覆土

24 119 3.5× 1 .2×0.7 4ga-sh.2．0 41 550 12，3×3.4×2．4 101 ．0 Sh

25 28 1 .2× 1.2×0.5 Sh2．2 42 550 13．6×4.l x2．2 109．0 AgaSh
n拝

＆、
、、旬

乙0J (2.2)× 1．0×0．5 (1．8） Dia（ 43 550 13．6×5.3×2．5 148,0

27 324 2.2)×1．4×0，5 Sh(2．2） 44 583 (9,5)×5. (） ×2~5 (91 ．2）

28 362 l ル 4.6× 1 .3×0．8 Aga-Sh3.0 45 531 7.3)×4．9×3~0 (77.0

29 394 つまみ付ナイーフ 5．5×2．0×0.5 5.0 Sh Ⅲ 37 16 531 18.2×(5~6)×3．7 (297.0）

30 644 7．2×3．1 × 1.0 16．2 47 531 17．5×9．2×4,0 485.0 〃

｡1
J』 (7．1）×2.2× 1.3268 Aga-Sh15．5） 111-38 48 石 斧 (14.2）×6．4×3．0 462.0） Sch

32 30 4-0×6．5×0．8 13．4 Sh 49 683 8．3×3．7× 1 ． 1 51.0

33
句弓戸

Jイ0 スクレイパー 7．2×2.8×6.0 19．8 半

ｦ り イコ50 570 13．1×8．7×3．5 569.5 And

34 218 8.3×3.7× 11 qlワ
Jユ･鼻 51 15．8×8．3×5．5 1 ．120．0 And

35
〆弓、

U／皇 11．9×3．8×1．2 68.6 局ワ
守母

、1句

ﾑ上皇 たた き 石 12．2×6．5×6．1 532.0

4，2536 6．7×5．5×1．2 43．9 F句

⑨｡ 529 砥 石 5.3×4.6×2．8 66．6

》ワ
Jイ

q伊戸

1，0 1 ．0）×4．7× 1．0 16．8 Sh 54 619 たた き石 8.0×6．6×3．8 259.2 Qua

38 635 6.6×4．6× 1．1 27．8 貝貝
』且〃 703 台石･石皿 32.9×25.5×9． 1 7．600 And

ARa-Sh39 310 6.6×5.7×0.9 43．2 56~61 上･石製品一覧表参照

表33 KH-15 出土の拓影掲載土器一覧
挿 図 番号 遺物番号 層 位 挿 図分 類 番号 遺物番号 層 位 分 類 挿 図 番号 遺物番号 層 位 分 類

IⅡ 39 覆 土I IIIA3 111 －39 1 覆 土 IIIA3 lll 39 ５ 覆 土 IⅡA3

9

’4 〃

~
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表34 KH-16実測土器一覧

大 き (cmj

1棚 考
J坐

合 状 況接接合破片数分 類
層 位番号 遺物番号挿 図 図 版

器 高底 径口 径

29,82,83,89,9()､91,92、KP－91108(15．0） 64.0 IIIA3覆 45． 1土29ほ力37－4 1111 －43

18．4
可F句､

上り・ムノ16．9 5２ 50,52qワー真
ud U

魂n句句

ゑ･･ q。8．81Qq
Lゾロゾ86３

n局 戸

。イ ，

30？RQ
白U■ゾ8．2(21．3）5538－1 4

qq
JJ9．2

ワウ 1
色I｡』22．456５38－2

1，，

1色｡52．0R R(32．6）34,4738－3 6Ⅱ1 －44

8153．9｡貝3
JJ･缶34,35,47IIl －45 38－4

~

Ｉ

34りワQ
会~I■ゾ7．518．827,318lll 46 38－5

408．6 25．524．624，25９38－6

2223．29．8(1q 、11
1上v･ゾノ

99
J白39-1 10 r『

~

31ワワワ
砦全■~

弓n

J－乙(19.0）48qQ－ワ
レヅ ← 11

’8546．3
守
口
ｉ

ｎ
叫
醒

句1句

01．025,26
1，

1畠39 3

表35 KH-16 出土の拓影掲載土器一覧
’ 分 類層 位遺物番号番号挿 図層 位 分 類遺物番号番号挿 図層 位 分 類遺物番号番号挿 図

覆 ゴ IIIA3鵬IIIA趣 III －47覆 」111 47 4覆 」 II lEIII －47 1

8 "

5IIIA，ワ〃

６IIIA3 "
､

表36 KH-16 出土の掲載石器一覧
遺物
番号

層位層位 材 質長さ×幅×厚. (q、 重さ（9）名 利物
号
遺
番

番号材 質 挿図長さ×幅×厚(c､） 重さ(9)名 称挿図 番号

覆土Aga-Sh4．7× 6.7×1.3 33．1スクレイパーSh 覆土 III 47 リリ
ム坐0．82.8× 1．1 ×0.5雛石9Ⅱ1－47

Sh72．06．1× 6．7×1．9
〃

、、

色｡1 ．03.3× 1－2×0．44q
詮』10

Aga-Sh 12．8× 5.0×1．2 18．4１ 111-48 240.2５

７

０

０

×

×

５

４

１

１

×

×

９

０

２

３

2011
ユ上

２
’

Sh
Tn4

〕⑨．｡8．3× 4．8×1． 1覆十
ﾜ賃
凸J0．7qq

リリ

1，

1乙

Gr-Mud 覆土(231 .5斧 (13‘O)× 4．1×2．4石511．8 Z63．3× 1.4×0.7
"

ﾔ01q
LJ

27.1)× 4~1×2~3 (109．0）りワ
凸イワワ

字ﾛ日６

８

０

０

×

×

５

３

１

２

×

×

４

４

３

４

4614
HP－l

覆土
And103.05．3× 4．9×3．6た き石28Aga Sh6．8槍先・ナイフ15 36

密十(541.0(8.4）× 7．5×5~5す り 石28Sh4.0× 3.1×0.8 7q~ロロ』スクレイパー16

56() .012．7× 8．6×2．8391021．66.8× 3，8×1． 117

1632.013.2× 6.8×5．6たた き石103
D司

力I9.9× 4．4×l‘6 51．618 クワ
－首

1.892.317．2×12.4×5．5台石･石ⅢI覆土 32 12再Q7
UvD ~ロ12．0× 3．5×1．419 qワ

J0

18

54
覆土Sa(22.0)×(13.9)×6．5 (2.105）床

句句

JJ118．711．2× 6．9×2. 1吟可

イL20

158．38．8× 5．5×1．421 h

表37 KH-17 出土の拓影掲載土器一覧

図|番号|遺物番号|層 位 分 類|挿 図|番号’
50 1 】 ’ ｜覆 土| 1IIAo l ll! -51r可

番号挿 図分 類層 位置物番号番

回弓

111 －50

２

illA3覆 土50 1 鬮
分 類｜

I’
層 位遺物番号番号挿 図層 位 分 類i貴物番号挿 図

｜ ’ 覆 土3III 50覆 土 IIIA野
III

表38 KH-17 出土の掲載石器一覧
遺物
番号

層位重さ(9) 材 質長さ×幅×厚. (c、名 勅番号遺物
番号 層位材 質 挿図長さ×幅×厚. (c､） 重さ(9名 材番号挿図

３
：
｜
土
昨
覆

H1〕-17

覆土
And13.7×8．3×3．7 162.0た た き 石lga-Sh IⅡ－50 66．9×2．9× 1．0

1句九

L／， ,』つまみ付ナイフlll－50 4

HP－lC

覆土5 Mud(11.2)×5．2×2．9 (245.6）石 斧

表39 KH-18実測土器一覧

’’大 き 1cmノ
備 考状 況ム

ロ接分 類｜接合破片●数層 位遺物番号番号図 版挿 図

’
蒜 高
n口

底 径口 径

’39-4 11IIIA9.6 15．013．4覆 土III －53 1
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表40 KH-18 出土の拓影掲載土器一覧

挿 図 番号 遺物番号 層 位 分 類 挿 図 番号 遺物番号 層 位 分 類 挿 図 番号 i貨物番号 層 位 分 類

IⅡ 53 ３ 床 ⅢA3 III 53 7 覆 土 IIB 111 －53 1ワ
上空 覆 土 llIA3

３ 111 『●：

~ ~● 13

4

1 47 9 IIIA,！ 14 "

5 95 10 15

1096 11 16

表41 KH-18 出土の掲載石器一覧

遺物
番号

遺物
番号

挿図 番号 名 称 長さ×幅×厚. (c､） 材 質重さ（9 層位 挿図 番号 〃
称口 長さx幅×厚~ (c､） 重さ(9) 材質 層位

TTT Fn

lll－DJ 17 115 スクレイパー 3．6× 2．5×5．5
庁 1

J． 』 床5h III-53 21 ２ き 石 9．9× 6．1 ×5．2 460.4 And 5

18 91 3．8× 2．3×1．0 Aga-Sh8．8 句、

乙凸 46 (12.0)×（11 ~2)×6~0台石・石皿 (1.295.5） Sa

槍先・ナイフ19 5~2)× 3．7×l~6 (20.8） Sh ３ りq
し』 55 円盤状土製品 土･石製品一覧表参照

20 スクレイパー 2．8× 4．6×1．4 Aga-Sh21．1

表42 KH-19実測土器一覧

’
大 き 茎

lCmノ

挿 図 番号図 版 遺物番号 層 位 分 類 接合破片数 接 合 状 況 備 考
底 径口 径 器 局

111 －57 39 6
1Fn

lDz 床1 13．7 13．0） ilIA 29

qQ－兵
リゾ リ 2 112 19 22.1） Q7

ヅロ『 24．7 IIIA 6

40－1 3
匂可 寄n

jl、j色 14 (14．7 R？ 16．6 IIIA3 16

40 2 4 91 11~~ (16．9） 6．4 22．6 28

10 3 111 I (10．5） 7.6
、4F

ム4．，
｡ ワ1

．4

40－4 ３ 1Q
八J 33.9 13．6 42. 1り 32

40－5
旬

33.1）；(） 10 (10.3） 17．2 19q
土色』

III －58 40 6 8 112 41．2 12．3 64．95 130

41－1 38q (20．8） (10．0 ワウ 1
凸』･エ 55

二
41 2 10 37

、ヘハ

ムJ、0 9．6 37．0 45

41 Q
詮八 J 11 97 4 17．0 20．36.b 1か

LO

41 4
1，

L‘ 35 8 16．6 7．2 22.0 勾引

｡」

41－5 1q
ユい 108 4 12．3 5．9 16. ］ ワ1~~

111 －59 41－6 14 11 18．3
弓庁

f､イ 22．9 " 41
J八

15 114 8 (26‘4） 13．0） (25．5） 。5

12 ］ 16
何屯

J1 １ 18．6） 6.9 ウ員q
倉J･J 60

42－2 17 64，68 ） (21．9） 8. 1 25，5 54

49－･
詮と 』 18 118 23．5 (10.0 30．6 113

42－4 19 45 (16．9） (8．5） ワ1 1
ｰ些已 A 49

42－5 49,121,13120 rワ1頁
k合入･』 20．5 28

42－6 21 119 ワワq
臼舎･唖 (25．4） ｲR

TU

~

表43 KH-19 出土の拓影掲載土器一覧
挿 図 番号 遺物番号 層 位 分 類 挿 図 遺物番号番号 ’層 位 分 類 挿 図番号 遺物番号 間 位 分 類

覆 土III －60 ワワ
ーム

q7 IIIA， Ⅲ－60 26 覆 ゴ 111A III －60 30 覆 土 111A2
ウq
凸』

n句

‘イ " 〃 允可

｡」 59 IIIA3

24 28 II1A3 コワ
Jム 107

’
Ｆ

、

〕

ハ

ノ

】 29 97 IⅡA1
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表44 KH-19 出土の掲載石器一覧
遺物
番号

層位材 質 重さ(9 材 質長さ×幅×厚. (c、名 利遺物
番号

層位 挿図 番号長さ×幅×厚. (c､） 重さ(9)名 称番号挿図

24‘2） Sh q
(5.7)x4．6xO~7スクレイパー50Aga-Sh IⅡ 6044.0x 1.2x0.3 1 ，8石 鰄Ⅱ1 60 33

ｆ
’

床 (318.5） Diat石 斧 11~3)x5．7x3．2E1
J上

Tnn

lJ乙Sh
nF

畠、｡ ’3.9x 1 ．3x0.534

(43.31 Mud9.8x3．7x(1.0）52
1ﾜﾜ
ｭ1JAga Sh

沢、1

0．ムノ4.5x(1.9)x0.948qR
JJ

"

And295.2 1011.4x7.3x2.4す I） 石53Sh3,3x0.9x0.3 1 ．8 H
ド リ ノ1

､戸

1｡

481 .015.lx10.2x3．0ARa Sh 窪qR
J▲U

O
脚

つまみ付ナイフ ).8x6．2x0,6句句

JJ

422‘015.lx6．8x3‘055）
5．3x2．7x0.8

"
6．838

皿”1 1~~~ ~~17.2x10.4x4.（5 56Sh11.27.0x1．2x0.59)9

588.5l3-7xlO､4x3．7 り
9 57(13.6）７

６

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

２

６

３

３

Ｘ

Ｘ

２

０

６

６

スクレイパー40

H689.016.3x10.4x3．0
屯P＝『＝

10，58 〃
11ワ7~~~~スクレイパ41

HP－8

糎土
969.211.7x9．4x5．659５ III－6233.85.71X3. 1 X2．042

Qua 2
ｎ
ノ
日

々
Ｉ
４

ｎ

〃

】

ｑ
１
人6．2x4．3x3．8た き 石床 60(9.83, 1)X2‘4x 1．3Tnl

LOL43
HP－8

覆土
179.27．8x5.2x4．04 617.7x3， l x l‘0 14.644

1 1

１
’

1 HP－4

覆土
And9qウウ

ムJ白･白7．8x6．9x4．36226.97.9x4．4x 1． 145

161.2 Sa I F

13.0x8．7x4．1戸心

DJAga Sh ？21.86.7x0.9x3．516

Sh ６161.0石 核 23.5x7．5x5．210
折 』

U441.15.4x1. l x8．747 2III－66

And 515,40037,0x20‘2x10.7台石・石Ⅲ65
伊門

Oイ95.0x4.8x 1.2 Z6．448

'6 土,石製品一覧表参照6～72Sh(13.8）(3.1)x4．8x1． 149 j『

表45 フラスコ状ピットの実測土器一覧

’|圏…’遺物番号番号
大 き さ （c､）

備 考状 況合接接合破片数分 類層 位賞 構挿 図 図 版

’
｜
’

器 高底 径口 径

’ 17111A？qワ只
哩当ロレ11.4ワ再Q

＝哩甲ジ覆 土KP 63Ⅲ－71 43－1 1

表46 フラスコ状ピット出土の拓影掲載土器一覧

図|番号|遺 構|遺物番号|層位|分 類|挿 図|番号|遺 構’
=711 2 1 KP 63 1 1覆土 ulA｡ lm-71 1 13 1KP-751

遺 構番号挿 図分 類遺物番号 層位遺 構番号

KP－7513111 －71覆」 IⅡA創KP 6371 2

分 類層位遺物番号遺 構番号挿 図層位 分 類遺物番号
挿 図

覆土 IIlA330 KP－91111 73覆 ゴ IIIA14III

631ql~~14〃

132IIIA3KP－86IⅡ 72 oqムリIIIA，4

覆土q印
、ノリⅢA］KP－9125Ⅲ－73 NIIlA3KP－69

フ34覆」 IIIA326X

435ウワ
ム』illA，KP－7510

36 5

2811
ユ｣

澗土印ワ
Jf29131句

上＆

表47 フラスコ状ピット出土の掲載石器一覧
材 質長さ×幅×厚さ(cn1） 重さ （9）名 称遺 構挿図 番号重さ（9） 材 質長さ×幅×厚さ(c､）名 称遺 構番号挿図

台石・石Ⅲ And25.0x 16.5x8．3 4．000，0111－72 20 KP 751，．231.08.7x 5．9×2.8石 斧KP-63111－71 豆

994－314,3x 11 .8×4.0石砥Sh 2101 句

OL一○３

６

ｌ

０

Ｘ

Ｘ

２

８

５

１

×

Ｘ

穴

０

ハ

』

８

ｎ

Ｊ

１

ﾗ〕まみ付ナイーブKP 66b

(5.400.022.0)x(21 .0)×13.6台石･石皿KP－86221.5石 雛KP 699

7.600.025.5x23.lx13.2111－73 245.5x 4.0x0.5 12.0スクレイパー
可夛

L、 KP－75

Sh2．8x 1．4x0.6 1．9石 錐Aga-Sh KP 9138。 Q
JOJ5.7x 6.5x0．9スクレイパー16

匡ﾜ
EJ b ~『4.lx 2.0X0.7槍先，ナイフ39弘

一
堀

80．07.3× 6．7x2．3スクレイパー17
入』

Gr－Mud128.010.5x 4．2 x2.1斧石40
Fn戸1

3J0．113.2X 9．9X3．3す I） 石18III－72

Q17ワ
ーグュ~ロロ~12．6× 9． lx4，2き 石19
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~
表48 円形･楕円形ピット出土の拓影掲載土器一覧

冬季

ｨ甲 図 番号 遺 構 買物番号 層位 分 類 挿 図 番号 遺 構 遺物番号 層位 分 類 挿 図 番号 遺 構 遺物番号 層位 分 類

Ⅲ 85 KP－4 覆土1 IⅡA，〈 111 －85 1q4J KP－35 覆ゴ IIB 111 －85 25 KP－58 覆土 IIIA3

ワ
14 26

3 IIIA 15 KP-37 IIIA3 97
合I KP 60 IIB

I IIIA3 16 28

５ ？ 司旬

」I KP－6129 IIIA別

4 18b
30 KP－64"

７ KP－5 KP－4119 11A 3］ KP－72

8 KP－l4 ［B3 20 KP 42 IIlB 32

9 lllA3 』］ KP 44 33 KP 80

11 KP－20 11A ワウ
畠ら KP 49 IilA3 q（

J団

KP 3312 IIB ワ則
智“ KP 8436 IIIA］

表49 円形・楕円形ピット出土の掲載石器一覧

挿図 番号 遺 構 名 称 長さ×幅×厚さ(cn,） 重さ (9) 材 質 挿図 番号 遺 構 名 利 長さ×幅×厚さ(c､） 重さ （9） 材 質

す り 石Ⅲ－85 10 KP l7 9.0×14．2× 1 ．8 278.0 And IIl 85 KP－8035 たた き 石 14．3×7．0×5‘0 575.0 Sa

〕まみ付ナイフ1Q
五コ KP－49 6.0×2．6×0．6 Sh11．2

表50 Tピット 出土の拓影掲載土器一覧

挿 図 番号 遺 構 層 位 挿 図 番号分 類 遺 構 層 位 分 類 挿 図 番号 遺 構 層 位 分 類

Ⅲ 102 涜 土KP l1 IIIA3 111 102 36 TfD－ql
』LA J』 覆 土 lllA3 III－lO3

〆庁

、イ KP 59 覆 ゴ IIIA3

） IIIA」
フヲ

］ｲ IB4 68

KP－4 3 IlIA3 38 69

5 IIB 39 ／U

6 111A 40 IIIA3 71 KP 65

KP 3241 IB4
ワ、

f色 IB4

8 III－lO3 42 KP－36 IIIAq
け旬

ノ｡ KP－67 IIIA3

KP－69 IIIA3
4オ

t& KP 38 IIlB 74〃
IIIA

10 45 IIlA訂 ﾜE
fJ KP－68 mA3

11 46 IB4 76

12 IIB
月辱

咄イ KP 39 IIIA
弓司

イイ KP－74 IⅡA3

13 48 78 KP－76

14 49 KP 43 IIIA3 79 111A〃

1E
八GJ IIIA KP－50｡U IB3 80 KP－77 IIIA3

16 51 KP 51 IIIA3 KP－7881 IIB

1ワ
ュイ IⅡA】〃

52 KP 52 IIIAI 82 IIIA3

ワリ
舎些 KP－9

TT ~A

ll、
rー、

DJ 83

KP－lOワル
含竃 IB3 55 KP 53 Ⅱ1A認 84

25 ボ Ⅱ1 104 85

26 KP 22
戸毎

つ／
"

86

27 [IB 58 87 "

28 111A 59 88

29 KP 23 IⅡA 60
"

？ 89

KP－2530 IB4
がの

り‘ KP 54 IIIA KP－799(）

？1
ロノュ IIIA3 63 91

qq
JJ KP－28 llIA3 64 KP－59 IIIA3 92 KP 83

94
J珀 KP－31 IB4 65 ″ 93

印員
リゼ IIlA乳 66 IIIA」

表51 Tピット出土の掲載石器一覧

重さ (副|材 質挿図 番号 貴 構 名 刺 長さ×幅×厚さ(c､） 挿図 番号 遺 構 名 称 長さ×幅×厚さ(c､） 重さ （9 材 質

IlI-102 KP－］ スクレイパー 2．8×1.6×0．4 1 ． ］ Sh UI-lO2 り●
4J KP－9 つまみ付ナイフ 7．2×2.7×0．6 14．5 Che

18 KP－6 石 錐 2．5× 1.0×0．3 0．4 Che KP－25
b知

）乙 (4．6）×2．9×0，6 （7．3） Sh

1Q
エ■〃 スクレイノf－ (3.5)×3~9× l ~3 7. 1 Sh |Ⅱ 103 』ｲq

五J KP 36 す り 石 8.9)×5．8×3．4 (225.0 And

20 石 核 8. () ×5-0×5．7 ワワワワ
ー全台■全 54 KP－52 スクレイパー 8．3×4． 1 ×1. （ 40．2 Sh

21 KP 8 5．4 ×2．0× ｛) .67 レイパー
戸オ

3，4 槍先・ﾅｲﾌ61 KP－53 (2．8）×3．3× 1．0 7. (}）
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表52遺物集中区の実測土器一覧

大 き さ くc､）
合 状 況 備 考接合破片数 接分 類発掘区 層 位貴物番号番号挿 図 図 版

底 径 器 高口 径

IllA 28IIb (21．4） (22．8）D－811川－107 1q－ワ
Zu 色 1

13．3 6125．4 16．0D－943－3 8〕

7． 1） 18．5 ワワ
白白D・E 8 16．1）19,71３43－4

53l - II、 IIb 16．9） 10.5 1ワ 1
』0ﾛ ｭ107 ，.E－84#3 5F1

q馬
ソ噂15．5 1qゲ

孟凹■ ~『E－8．9 1lb 32.6115，6243－6 ワ

7．0 7．7 1411．8D 9644－1 9

寸庁

lj19．9 11．9 Qq
ざ■“D－91044－2 イ

皿
2616．8 9．9 20．08 54,55 E 844 3

択甸

、0(12．9 30.2(22．1）F 8q 1III 108 44 4

4,5,7~9
〆弓

Oイ(14．6
句nF

j乙，｡(27．0）D－7．84ほ力44－5 10

(15．0 50．7 87F－8 (33．0）1,21144 6

50,57,58,60,62138.0 （18．2）F－850ほ力45－1 1り
エム

47 36,39,40,44~46(21．0）11，636ほか F－81口
』』45 2

~

14－5 29.0） 12F－845－3
可1 局、

／1－J｡14

128 26,28,29,31,4047．2） 20‘O） 18．4D－926ほ力III－109 45－4 15

61(10.0） IⅡAq
n句〆

乙J‐、
n戸庁

乙、． 【〕4頁
田』 D－9

TT呵

皿。38III－lll
戸
Ｄ

Ｆ
Ｄ
４

8．4 5030．01qワ
ムU■ｰD－939 4445－6

表53遺物集中区出土の拓影掲載土器一覧
発掘区 層位 分 類遺物番号番号挿 図層位 分 類遺物番号 発掘区番号挿 図層 1 分 類発掘区遺物番号挿 図 番号

ⅢAF 8III－lO9 24 27IIIA］35 F－8III－lO9IIIA， 20F－8 11~~III－109 116

38ワ鳫
凸』52 D 821［

グ
ロ
１

℃
■
且

ワ

II２26II
、、

乙4D－8 I18

Ｆ
Ｄ
行
Ｉ F 8ｳ｡

と』F－8
TTへ

llq19

表54遺物集中区出土の掲載石器一覧

層位重さ(9) 材 質 発掘区長さx幅×厚さ(c､）名 称層位 番号挿図 図版重さ(9) 材 質 発掘区長さ×幅×厚さ(c､）名 称番号挿図 図版
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表55包含層出土の実測土器一覧

発偲区
大 き さ （c､）

備 考状 況合接接合破片数研 類層 位遺物番号番号図 版挿 図
器 高底 径口 径
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倉J 5.0x 2． l x0.7

戸nT

LZ－乙」6.3 78 (11.8)x 7．3x5．3 局qR7
凹呼ゼロ好 And G－28 I

4．7x 2，4x0.7 7q
ロ･ざ24 B35 lll 貝Q ワ

ピゾ ー 79 15.4X 7．7X5． 1 803.0 F－8

n厘
凸』 5,9x 3．5x0.9

ﾛ伊庁

10．イ C36 11 Diab
ハnF

Lr－乙｡80 13.2x 8．6x6．8 1 . 120-0

、戸

乙0 8.lx 2．7x0,6 岬
一
州１

D36 III l26 81J (12.4)x 10.l x6‘8 1.200.0） And Cl8

ワ7
~, (7.0)x 2．5x0.7 C37 82 ４

９

戸

３

？

】

Ｘ

Ｘ

，

】

再

ｊ

ｑ

〕

《

ｂ

Ｘ

Ｘ

６

５

３

４

１

１

(625.0） Sa F－7聖 0

28 5.9)x 5．5x 1－6 (36,4） G21" " 60－1 83I 408.0 And E－31 TT
L丑

29 (134.0）(11.1)x 5．4x2．8 F-33 11 14.7x 9．2x4．2 455,0 D-3684

III-l22 57－2 30 つまみ付ナイフ 5.0x l‘8x0.6 4,5 Aga-Sh A-36 85 15．4x 9．2x3．8 792.0 H－8

表採31 1 ．7x 2．7x0.6 貝4
J.詮 Sh I 86 15.6x 9．3x 1.9 H－15409.0 I

5.0X 4.1 X0.6
1，

〕色 8. 1 D6 II 87 14.0x 7．8x3．6 表採
"

562‘0"

5.4 x 3．3x0.9 表採。q
〃＆】 10. 1 I 88 16. l x 7．9x3． 1 520.0 F－26" II

8.734 6‘8x 2．0x0.6 B36 11 89 15.6x 6．8x3．3 519.0 表採 I"

7.5x 2．8x l‘035 18.6 F-20 I 90 13.8x 6．8x2．5 Sa]10.0
戸nn

lユームム 11

36 8.5x 2．7 x0.6 17.4 C－34 TT
凸上

" 91 15‘9X 7．7X2．9 485.0 And 行一ワ
レ 4 I

n斤

｡イ 8.0x 2．5x0.8 17.2 A－34 92 15. l x 8．6x4．7 650.0 G－23〃 II

7‘8x 2.5x 0,6 12.0 B－35j8 93 15．7x 9．4x3．0 i72.0 E24" I

39 5.6x 3‘3x 1． 1 A2a－Sh15.8 F－23 94 15. l x 10．0x3．3 690.0 F－lO

40 18.8 Sh8.0x 2．4x 1. 1 G－l5 I III-l27 Rq 1~~ ~ 95 ごたき石 Qua1.4x 2．5x 1．9 E－lO 1133.6

11 66x 2．6x0.9 14.5 F－8 96 10.5x 3．7 x3．8 Sa201.8 H21 I

クレイパ58-1 12 5.3x 3．4x0.8 16.9 A36 II Qワ
ゴ~ロ 13,6x 6．8x5．4 682.5 And D－8"

6.0x 3．4x0.713
戸n句

し一○イ20.5 98 13.9x 6．9x6．0 E－5902.0 II

(6.5)X 4－7 X l－I (25.21 戸｡E
しJJ44 99 12．3x 8．5x6．7 901 .0 G－18 I

川底
唖』 7‘Ox 4．3x1．2 36.8 D-34 100 10‘9X 8．4x7．5 778.6 G 7〃

(5.7)x 4． ‘1 x0.9 盛土(25.41 I46 10］ 9.0x 8，3x5．0 D－34430.2 II

47 9.6x 3．7x 1 ，2 45.0 102 (9.7)x 5．4x 4．8 Sa395.0 D－32『｢

8.9x 5．3x 1． 1 61.0 B－34[II l23 48 錘II 60－2 103 9.2X 6．4 X 2．2 And H－28石 184

49 9.4 x 5．4 x 1．5 86.5 H33 104 砥 石 (9,4)x （8.0)x 1.9 138.0 Sa Gl9

5058－2 6.9x 2．9x0.6 10.4 B35 105 25. l x 10‘7x3．8 1 .702.0 D34 II

51 7.3x 3．8x 0.8 20.8 B－36 Ⅲ－128 106 台石・石皿 (17.3)x17．2x7．5 4.400.0） And H－32

Rワ
q〃臼 7.3x 3．6x 1．6 36.5 G28 107 (23.5)x(14.5)x5，0 E－38l‘980.0）

Pn

Dj 7, l x 3‘3x 1．0 ウウワ
ムムロI Gl6 I 60－2 108" " (20.4)x 19，4x8．2 (5.800.0） G-21

54 6.4 x 4．2x0.9 30.0 F－21
T了

」I 109" 30.0x22．7x8．7 6.500.0 E－31

55 7.3x 3．8x0.8 11 月
砂上■U 引15 I
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表58土製品・石製品等一覧

発掘区又は
遺構番号

挿 図 図 版 番号 名 材 長さ×幅×厚さ(c､） 重さ(9) 材 質 層 位 備 考

Ⅲ 129 62－ 1 ニアチュア土器 3.6）× 1．8×4．0 (8．3 KH－ll NQl37大きさの欄口径×底径×器高を示す~。9

3.3× 1 .4×2．9 7．0 KH－l4 覆 ゴ NO34

3 (3．4）× 1．7×（2．5 8．7 F－22 11

1
1 (5．3）×3．4×4.0 18．1） 覆 土KH l4 NQl83

５ 土 器 脚 部 2．4× 1 ．6× 7．8 KH－l4 NQ172

4．4× 1．7× 10．1 KH I9 HP－8覆土b HP－8

1 ． 1× 1 ．7×－ 1町Q
LJQJ HP 21覆土 HP－21

) .5×5．6×5 NQ42ワ

漏 :ト状土製品62－ 1 (4．6）×5．4× (29.5）』
Nqll68

ｽｰﾌﾟｰﾝ状土製品10 3 ．l x2．5×0．4 1 ．5 E 10 II

上 製11
【コ

ロロ 0．9x1.7×0．3 KH－l2 覆 土0.6 NQ78

円盤状土製品12 3．0×3．0×0．7 6.5 E－9 TT
且」

13 4．0×3．9×0．6 11．3 未KH l8 NQ55

4．4×4，3×0．614 12．9 KH 3 覆 ゴ N(147

15 ' ’0×4．5×0．7 16．6 KH－5 NO79

16 4．6x（4．2）×0.8 13．0 KH 5 Nqll6

1ウ
ュ』 5．0×4，9×0，7

1弓

且ｲ KH－3 覆 土 NQ48

擦切痕のある土器片1R
4U 5．5x4．3×0．7

｡司り

ﾑ』.』 E 8 IIb NQ76

19 5．5×5．8× 1．0 41．4 F－20 I

61 2 土 偶'11－130 (9．4）×7．2×3．620 (245.0） KH－19 Nnl232

21 (6．7）×5．2×4．4 (94.0 E－9 Ｉ

III 131 動物形土製品61－ ］ 22 6．3x3．9×2．9 22．0 KH－l4 覆 ゴ NQ258

IⅡ－132 玉 3.2x2．6×0.9 qq
LJ. 且】62－ 2 23 Amb F－38 I

自然有孔石24 3.7x2．8×2．6 32．1 Mud F 23 Ⅱ

垂 飾 6.4×3．9×2‘5ワ民
=ぜ l() .7 Pu、 KH－l4 覆 土 N(1371

26 8．61 .8×4．2×2．0 NQ275

27
与旬

イ．乙4.6×3．4× 1 ．8 F－lO I

製 品石 5.5×3．4× 1 ．6 6．5 HP－4覆土？R~~ KH 19 HP－4

1 ．4 × 4．2×2．4 10．0 HP－8覆土？q
＝ソ HP－8

9.6×6．0×3．5 45．31(） HP 21頂土 HP 21

句T

J上 11 ．0X6．4×4．7 372. (） Sch G－13．14 I

表59金属製品（古銭）一覧

番号 発掘区層位挿図 図版
与
称ロ 備 考 挿図 図版 静 名 称 発掘区 噌位 備 考

KF－2種土l
層より出土

祥符元宝 熈寧元宝III-132 D-33 62-3 D－33623 qワJ己 II III-l32 34 II

皇宋通宝qq
JJ

qR
りりI 1

表60掲載旧石器一覧

母岩NQ 層 備 ま番号 発掘区 買物番号 長さ×幅×厚さ(c、 重さ （9挿 図 日器7．口 日 材岡’ 版 名 材

ナイフ様剥片 KSb l D 40 385 2.0×2．0×0．5 aga-sh Ⅳ1．4III l35 63 ⑰皇 1 イ

2.4×2．5×0．5C 40 202 10フ 1 ．8

2.6×2．6×0．8 ７1 3．6

ナイフ様石器 2.8×2．8× 1. ］197 4 ．5 104

20 2.9×2．6×0．6ナイ ーフ様剥片
、 ｵ

ﾑｰ牡）

ナイフ様石器 2.8×2．4 ×0.7D 39 8 3．4 ６6

D 40 37 2.0×2．4×0．8
、戸

乙．｡

3.0×3．3×0．9ナイフ様剥片8 r， 40レ
11
玉4 5．7

149 3.5×2．5×0．7 4．6Q

2.8×3．4 ×0．9
、戸

]か 6．8 1010

ナイ フ様石器 45 2.2×3．6×0．6
勾句

』．｡11

181 2.0×3．5×0‘5 10］．’1ワ~~

可nF

lJD 2.0×2．4 ×0．6 ｡〕q
と｡』

1ワ
』』 D－40

ナイフ様剥片 C 40 2.2× 1．8×0‘5 1 4
』 ﾛ 。宝34

U4

且吐

D 40 4．0ナイ ーブ様石器 434 2.4×3．4 ×0．6､F1，

C－40 295 2.6×4．3×0．9 5．8
1戸

10

25Z



考層位 備母岩N(’石 材長さ×幅×厚さ(c､） 重さ （R）発捌区 遺物番号石器プロ名 称齢号図 版挿 図

agash Ⅳ2．93.4×2.6× () .9D－ 40 191ナイ ーフ様石器 KSb－1 ､
17111 －135

r■ハ m

DJ－ 些

102. (） × 1．9×0．5 1.6ナイ ーフ様剥片
戸 ~凡f，

し， 一 モU
‘〕ql
白ジ上18

2.2× 1 ．6×0．3 1．326919

11 ．9×2．0×0．5 1 4
L ･訂『一 qQ

－ リヅ 2620

へP

J． 【）2．7×2．9×0．4D 40 3021

8．62．7×3．7× 1 ． 17‘〉~~

102‘ l ×2．4× （) .4 2．6＋イーフ様石器 F一処q
し リゴ ZH23

5．9D 40 113 2．9×2．6×0．824

2．5 13．7×2．1×0．6410o底
＆リ

6．03．5×2．6×0．720326

０
０
４
４

Ｄ
Ｃ

９ヅ』４
１
．
１
上

６
１
３１

5．5×2.1 × () .7 6．7ナイ ーブ様剥片27

3．3×3．0×0.7ツQ
－ゾ 3．4C－4(）ナイーブ様石器 己

28
~

10．81 .2×2．9× 1 .0
n戸、

畠ひと29

司 声

/， 』 ’4．0×3．0×0．7卜イブ様剥片 110

1ツq~~~~4．6×3．2× 1 ． 1D 40 432ナイフ様石器31

3.8×4－2× 1．0 18．376；2

卯 10.9357 4.0×3．1 × 1 ．0C－40qq
J,〃

8．7C 39 8 1 ．0×3．5×0.9旬~0

J坐

18.卓8.2×7．3×2．5 11qフ
ュユJ,I石核接合

戸 l1

L‘ 段」 lほか h
3564 1III－l36

5.0×7.1×2.4 72．5石 核 1)664 － 2

8.凸29.3×7．6×5．9 304.2D－40石核接合 108は力q7
JOIIi l37

〆F 1

D3 一 L

ワ員⑪D
色Jﾆーム9.6×8．3×5‘0石 核 108〕8

r，F 心

｡｡ 一 路

1局占
ム且Jj h ■86. 1 ×8.9×5．0 228.9r~、 40峰 309ほ力石核接合

〆伊 m

DD一 J 39IⅡ 138

123.9石 核 309 5,4×7．2×4．665 － 4 10

34点７7.4×9．4×5．4 293.5252剥片接合67－ 1 41ill－l39

イワ占
土空學 ﾛ179ほ力 10．7×9．3×7．3 438.5石核接合68 － 1 Iワ

セと'11 140

55．81 ．0×4．5×3，579石 核4368Ⅲ－141

37点9，2×7． 1 ×9．5 569-9石核接合 26は力4＃
出号Ⅲ 142 69 － 1 3

7．8×5．6×5．8
F，1戸、

乙上0．乙石 核 264569 2111-143

26.占212．5石核接合 D 40 201ほ力 6．7×10.5×3．464 － 3
4沢

40III－l44

石 核 20］ 1 ．3×4．6×3．6 22．4C－404764 4

i ､2×7． 1 ×3．4 78．7D 40 20148

ワ弓

イイ 4．2×3．8×2．3 貝qワ
JJpと19

18点321 .8 l(）8．6×9．6×5．8石核接合 262ほ力(_〕 405(）66－ 1'11－145

D－39
ﾛ、ハ

ムU 8．5 ×3．5× 1．8 19．8石 核良1
J』66－IⅡ 146

2-8×4－1 × 1 .5 19．4D－4(） 14752

4．7×3．9×2.3 25．2ｲ ’ －4(）零 320貝q
JJ

262 3．7×3．8×3．9 38. ］54

戸 ~←

、ロSa243,7
1~4

1判礫 接 合 322ほ力 8．8×6．7×3．8
戸

『

Ｊ

Ｆ
Ｒ
Ｊ70 － ？~III－l47

10.肯199.3 sh 11232ほか 8．0×5．9×3．456

5． 1 × 1．9×0．9 9.0KSb－2 G－ ll腓 器 163 － ] ミテ
ゾロⅢ－148

2 8．8×3．4 × （) .5 14．8石 刃58

9．0×8．3×8．0 463.4石 核 459

お2
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